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フルカラークラフィッタワークステーション

GWS- 7DDDM 

充実したソフトウェアサポート

3 次元グラフィックソフトウ工ア力、ら画像処理、ノフトウェアまで各

種パッケージのソフトウェアでサポート。他に類例のない充実した

ソフトウェアのラインアップ

L U MI NO U S.A 円T S.O IMP L E.I MA G E円-H .MO VIE -B Y U.  

G R A S p.GE M.G I  N O-F  .GOS P- l ・GOS P - 2 .GOS P- 3 . GKS・

20 ペイント

。

tI 

l PとC Gの専門メーカー

Gr uphi ca 

4096X4096の画像メモリーと美しし ' J¥ードコピー

あらゆるプレゼンテーションにも耐えうるフルカラーのハー

ドコピーを装備

* N巴twork により他の計算機システムとの接続も可能

株式会社クゃラフィ力
干206 東京都多摩市永山6- 21- 6 T E L 0 4 2 3( 7 3) 611 1( 代)



日本建築協 会 会 告 一一一一一

4 京都府公館・京都府立府民ホール見学会

( 初日本建築協会京都支部長に井手正巳氏が就任

されました 。 ( 昭和63年度)

ーー 一一ーーーーーーーーーー 一一一 ー一一ー一一一一一 ーーーーー ーーーー ーー ーーーー ーーーーーーーーー ・ーー ーー 一一- ，・ー -ーー ーーーーーーー

元京都府知事公舎の跡地に、国内外の賓客を接遇する「京都府公

館」と府民の文化芸術の拠点「府民ホール」が一体として建設され

た。敷地は古都京都のメインストリート烏丸通りをはさんで京都御

所・京都御苑に向かいあって位置し、建物は京都の美観地区の環境

に調和させるべく全体に幾重にも和風の屋根をかけ、落ちついた風

情となっている 。

公館の一部には元知事公舎のインテリアが復元され、また公館の

一昔11 として日本庭園と茶室が配されている。

府民ホールは最大 540席を有し、新たに開発された電動起立式の

劇場周椅子を内蔵した44分割の電動昇降床を舞台と客席全面に据え、

さらに回転機能を加えることによって客席椅子の向きを変えること

もでき、多様なステージバリエーションが可能なハイテ ック、マル

チホールで、ある。

南来外在J t 全景

日 時 9月17 日t上) 集合14: 00 解 散16: 00

集合 場 所 現 地 正 面 玄 関

※ 地下鉄「今出川駅J から南へ約300m

定 員 40名( 予定)

参 加 費 会 員 500円、一般 1，000円

当日受付にていただきます。

申込方法 ハガキか F A X または電話で 9 月 9 日幽までに日本建築

協 会 事 業 課 ( 干530 大阪市北区梅田 1-1 大阪駅前第 3 ビ

ル21階、 FAX06- 348- 0634、n 06- 348- 0635) へ お 申 込

みください。催し名( 京都府公館 ・京都府立府民ホール

見学会) 、氏名、会員・一般の別、勤務先、参加証送付先、

電話番号をお知らせ願います。

- 建築概要

設 計石本建築羽5所

監 理京都駒郡鯨・石本建築!j 務 所

施 工 鹿 島 ・ 水 野 ダ イ テ:0 v  

所在地京都市上京区烏丸過中立売上ノL楠

日明T

敷地面積 4 ，473m'

礼喋樹立 2. 601 m'

延床商戦 5. 329m'

m必掛主 S R C + S 、B 1 、 4 F

屋 般 緑 青 銅 板 葺

府民ホー J レのiOC船! 除床多目的ホール 外 壁特殊醐閉タイノは占

工 期日訴日62;年 3 月~日訴即年 8 月

4 話 題 建 築 を 聞 く 第 3 回オーク江坂ビル一一三谷幸司氏、中津勝司氏に聞く ( 再掲)

. .. .. .. . . . . . . . . .... . . . . . . . . ..... ・・ ・・ ・・・ . .... ... .. .... . ... . .. ... . . . . . . ... .. ....  

高度情報化が急速に進む今日、オフィスのインテリジェン卜化は 、

都心の大規模ピルはもちろん大都市周辺や地方都市の中規模テナン

卜ピルにも求められている。中小規模のテナントビルては、導入す

るインテリジェン卜化装備の想定が事業のキ ポイントになる。

昨年完成した「オーク江坂J ビルては 、事業採算性を考慮しながら

も、全国展開を B指した共用情報化ピルのモデルとして 、やや先取

リ的に様々なインテリジェン卜機能の装備に努めた。

計画は、以下 5 つのコンセプ卜を柱にした。

①働〈人の快適環境の創造

②最新の情報通信システムの導入

③フレキシブルな建築設備計画の構築

④効率的ピル運営管理システムの導入

⑤テナントの利便性を重視した各種サービスの提供

( 三谷幸司 ・中津勝司)

社会の成熟化や情報通信技術の進歩に伴うオフィスのインテリジ

ェント化は、テナントビルにおいても今や必須の条件となってきま

した 。 そこで今回は、大阪府建築コンクール入選の「オーク江坂ビ

ルJ を取り上げ、見学を兼ねて現地で、建築設計者の三谷幸司氏及

ぴ設計者の中海勝司氏にお話をお聞きします。特に、中規模テナン

トインテリジェントビルの企画、空間、装置について、その設計手

法をお聞きする予定です。また質疑を交えて参加者全員で語り合い

たいと思います。

日 時 9 月 3 日出 14:00- 16:30( 含 見 学30分)

場 所 オーク江坂ビル 4 階会議室( 大阪府吹田市広芝町10-28)

※ 地下鉄「江坂駅」南東出口から南へ徒歩 3 分

参 加 費 会員 1，500円、一般 2，500円

( 学生 : 会員 1，000円、一般 1，500円)

定 員 30名( 予定)

申込方法 F A X  (06-348- 0634) または電話 (06- 348-0635) で日本建

築協会事業課へお申込みください。

※追って参加E正をお送りします。なお、申込者多数の喝合は抽選にて決定します。

建築と社会/ 19鎚年 8 月号 1  



滋賀方面 1泊見学会 日本建築協会会告

4 去を琶湖畔に歴史とロマンを求めて - 建築の見学と懇親の集い一
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2  

彦械・楽々凶

定 員

参 加 費

宿

40名

会員 16，∞0円1全行程の交通 ・食事 ・宿泊

一般 20，000円 j 費等を含む

当日いただきます。

全行程貸切パス利用

①大阪中央郵便局前( J  R大阪駅西口の向い)

②日本生命大津ピル前( J  R 大津駅の向い)

i白 楽々圏( 彦根城内、彦根市金亀町)

交 通

集合場所

* スケジュール等詳細は「建築と社会J 9 月号会告で発

表します。

申 込 方 法 ハ ガ キ か F A X または電話て10月20 日嗣まで

に日本建築協会事業課( 干530 大阪市北区梅

田 1 - 1 大阪駅前第 3 ピル21階、 F A XO&- 3

48-0634、fi 06- 348 0635) へお申込みくださ

い。催し名( 滋賀方面 1 泊見学会) 、氏名、会

員 ・一般の別、勤務先、参加証送付先、電話

番号をお知らせ願います。

* 追って参加証をお送りします。なお、申込

者多数の場合は先着考慮のよ抽選にて決定

します。



r建築と社会 J 8 月号表紙

・ 作品 タイトル r f:主j;t J

・ 作片山水- t t J 1株式会 社

・ 使用 ハード グラ 7 ィカ

・ 使用ソフトウェ 7 A R TS  
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- 特集予告

9 月号/ 超高層住宅

10月号/ 集合住宅のリフレ y シュ

大阪府営繕

11 月号/ 第35回青年技術者

800号 le念号

12月号/ 夢をのせる輸送設備
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特 集 . 制 振

書評

京都府公館 ・京間府立府民ホール見学会. 話題建築を聞く百¥3 回オーク江坂ピル一三 谷幸司

氏、中 i初勝吉l氏に聞く ー ( 1111!l ) . 滋 i' Ui 面 l 泊見学会 ・琵琶湖畔に歴史とロ 7 ンを求めてー

建築の見学と態統のJ t い .

兵 庫 県c立 つ 道 場 一 一 一 一 設 計 監 理 : 兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営 綿 諜 泊 工 明 石 上 位 工 業 一 - '" 

京 都 ブ ラ イ ト ン ホ テ ル 設計監理 : 日 怨 設 計 施 工 熊 谷 組 一 - 6  

日光J " J lfifJ 'l i学校 ー L a ROl Onda- (1 

光の絵阿スマ ・ブライトアートによる 絵岡空 lifl の創造/ 土屋ぷi前 10  

川端点人 - K A WA R A MA CHI S T RE E T  N O OMOS A  P L A N 2  / 北村恭一 11 

段近竣工した新生j ) ; 築 18点 ( No. 2161- 2178) 12  

小西山II (小問設計会長 ) / 庁本安m 14  

「建築工ぷと空間」展 一 作野且平の創立によるステンドグラス/ モザイ y ク/ アフレスコ /

fllI Il!A f  1再

現代主j ) ; 築と伝統 i 芸術j f アガタモザイクの{ 士 'I'; J . rエントラ ンス ・プロジェクト 』一大阪3芸術

大学学極I*'i長で企画 f 生前者のデザイ ンl長』に生活者としての提案募集. rA / E/C  S Y S T E MS  

J AP AN '8 8J 展1Jf. IHi i - S OMやレ ンゾ ・ピアノを抑制して一 r 第 4 回国際デザイ ン ・コン

ペティシ ョン」 作品募集ー今回は 「火」 をテー? ( こ ー 1  i  

r.l 1心にせまる ー「町なかルネサンス一戦 ・(主 ・遊の都心再生論J ( 田端修 ) ー/ 太田| 経伝 .

説得力 のある{ 主I11境デザイ ン ・ガイドラインー 「屑心地のよい集合住宅- [- どものための

住環境デザイ ン ・ガイドライン J ( 湯川利和 ・延勝安弘共沢 ) / 竹山消 l列 1(1 

: i l l 築表現と文情表現の! 日lー「西i事文| 唯の仕 '11. 1 、2 、3 J の制mにふれて / 山崎A手本一一一一 19

市街地内 の大m校公営住宅団地の再生を目指して ( 絞 ) / 大阪府建築部住宅建設課一一一一 2 0

防御t : / ー卜 「ガードフロ ンJ / 伯者紳

三以浄化柵の処里II 対象人以労定基準 ( J IS A  3302- 1988) / 立成良三

池築技術安全得伐委員会について

車内'lt 流/ JiH，奇l設19L そして大阪ー 2 . / J UJ f - .

ぷl立/ 三号、行JUI¥. 数待出について / 上山秀雄.

リ
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制 振

井 上 位一一 2(1
制 J反 ・免 ぷ ・HI り山

煙突きｾ［の ｬ ｬ￬ｬ ｊｪＺ 反

設やI i i 機株の |りj 仮 装 也

柏 密 機 器 設f丘 地 設 の 防J辰 一 軟 弱 地 盤 に お け る 研 究 施 設 ー

内国直樹 Ｏ 多 ｴｾ 謙誠一一切

ミテ村 杉 - 3 9

松 本 竹 二 一- . U

刈l 純[ ー- a6 

機 械 娠 動 に 対 す る 防J辰

大スノ マン床の| 幼振 (1)ー プ レ ビ ー ム を 使 用 し た 挫 物 ー

金Y! l 千 代 美/ 樋 口 雅 普 - ，/.0

大スノ マン 床 の |制民(2) 太 陽神 戸 銀 行神 戸本書1) ビ ル 一 一 一 一 一 辻 英 一 - 4 2

日 娃 設 計 の制 娠 技 術 寺 本 隆 幸/ 北 村春 吉宗 43 

住 友 建 設 の11111ぷ 技 術

竹 中 工 務 府 の 制 振 技 術

大 林 組 の 制 振 技 術

清 水 建 設 の 制 娠 技 術

有 馬 文 昭 一- ，1..5 

木下 1I 制ム - ，1.(1

武 田 寿 一/ 寺 村 彰 - . 50

横田 ｾｦ￬ 彦ＭＮＵ Ｒ

免 民 ， 建 築 物 建 築 セ ン タ ー 評 定 物 件 リ ス ト 一 一 ( ま と め ・編 集 委 只 ・福 山 国 夫 ) - . 5 1

フロのノウハウ 「セV 災への道一建設現場の安全管理活動 J ( 表一郎 ) / 山悶修一一一一一一- . 57

Al 俳句; 攻エレベーター/ 加総芳博

rlf J 而をイ了する建物の JH出しのためのテクノロジー/ 松瀬康夫

.59  

凸i

現場裕按の管理ポイント / 丸岡義臣 6 2  

間際海指! 日都市 ' 89 シーサイドももち住宅ZZi 段展 C C DO中部デザイン団体協議会発足. 主l!; m

物 防 災i且n¥1

日本位築協会 J IU¥I の動き ( 昭和63年 6 月分 )

「佳築と社会」大正 10年 9 月~大正 13年 6 月
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明石市明石公園卜27

3，870 .00m' ( 但し公圏全体 54 ，800m' )  

弓道場本館780 .68m' あづち建物 139.65m'

矢取道 43. 74m'  

弓道場本館676. 36m' あづち建物 131. 08 m'

矢取道 43. 74m' 

弓道場本館S 、 I F  

矢取道 W、 I F

昭和62年 12月~昭和63年 4 月

J R山陽線明石駅

所 在 地

敷地面積

建築面積

兵 庫 県 立 弓 道 場

延床面積

兵庫県都市住宅部営繕課

明石土建工業
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又
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u あづち建物RC、情造規 模
工

この』地血gi没止引(は立 J  R  1印明P別Jイ行7駅に|隣碕J接長する l町川リ川J.(イれ1公|同川引叫の一 lド州11山州11川l刊l  

にf;ω、占川〉

とをあわせむつり県 ｉｾ 立 ＱづＩ i道旦t場L持i て，ある

‘1'1  I  ) 道場は今年度I l fJfmの全 l.fi l，:':j 校総体i 1eパ続技会

場として ｩｬｬ ，没され、地設 ｬ 且悦 ｬ 立 Ｔ ・ ｹｾ との Ｑ EI f- i >: 悦伐に

し対応するため j!i: (I(Jl O人立と ill( l(j 6 入 、〉ー をのする

ほか 1201.'1，'のEjtitl スタンドを w似している

地 ， 没 ｦ ， ｙ ， ｬｬｸＺ は ｈ ｩＧＺ と ｴｾｴ Ｈ あづちＩ ・ 〉、 ｩ 収 ｩ 丘 Ｎ i、j江およ

び li .JI. 'cJ_ I，'(; からなっており 、 f宇佐物のhY，j1i Iま身.p.品に

ｫ スノ、ンカ、 Ｇ ｴ［ Ｑ＼さｬｌＮる本自 ￎｩ をｾｾＧｬＧ ｊＧｪｩｬ 、 ｴｾｕ ま ｬ ミ ｃ と

1. 1-竹のi 1t_ f，Y; ili 、たJr:<j 丘は本j立、 11.比比 1，'(; は H Cj 立と

している ぷ， ＺＱ ーの ｩ ミテＭＧＷは ｩｬｬ 物と ｬ Ｇ ｉ ｲＮ ｾの品川 ＱＱ 、

それに 1

1

; 止に道場としての j瓜絡と l金制I さのん収て' あ

った ｩｬｬ Ａｴ物へのアフローチはｾ， ι に比え口れする

ｾＮＺｦｬ ｩＧＺの大ＩＭ［ｻｦｕを ｬｩｪ ｦＮみながらｊＧｊ然 ｾＱ Ｑ￬装の林 ｬｩｬｬ 傾斜路

を.ilIi ってやさしく玄関まで d 導する

外観l立切 J4・の伝統 (I(j な本i立総式て“ 統一 !;!.tw止淡

路い ｊｦ しＮＱＺｬ Ｎｮ Ｚ とし 、外 ｉ Ｚｉ ｾ はし っ くＱＮＮ， ＱＱ ， ｴＺ のＱＧ Ｑ となま

こ恨の. ' ，1 . ¥のコントラストを Jι 測として Jit や I( !i桁 f

Ａￜ 飽Ｚ令下をアクセント ＨＱ せに向山町して止 ｜ｪｬｬￌｾｪ の ＱＹ｛｜ＱＧ 討

をんfJ Lすると J I<に、 illl ｾ やｼ付袋に本 ｪｩ ｴ のむつ織中 ｉｉｉ

な納まリを .WJII して I j  j立にボめられる，' ，j ' けさをし

つ ｡ つ ｾｈ Ｚｉ の Ｈｪｬｊ : 1: を立|χl した 庇は 2 メートル I; JdHし

化 ｦ ｊｩ ｊ 垂水はやや絞めに ｂ 没定して Ｔ ，Ａ，ｾ＿ＩＮｾと配 Ｄ＾Ｂ ＱＱ ［ された

Ｇ￟Ｎしさをよ止卜Ｎげや ω 先にＱ＼め、 ｍￌｾｪ から似る ｴｾｴｬ ｪＺ

(I(j とぷ '1:. .  hl 似とが，Vt.]f ll して校t1するものの心を

処える

Ij j 立は 11 ｾ ＮＺ， ｉ［ 米 の絞伐として ＱｴｸＺ ｪ ＡｬＺ ｊ ゆ かなブ ー ムと

なっており、 I j  i且人 11の1>，":IJI Iとと L に‘ "，}j 血1.2カリム

<  Ｑ ｫｩＺ ｾＱ こ ｴ 見しまｬｌ Ｎ ることを守Ａんでいる

(  i;.;t([j 主也/ ru，j.' ｾ，｜＠ r.J 1  dif j: '1: o  ｩｾＱＱ 件紙，，ＡｬＡ Ｉ

工 期

最 寄 駅
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主主祭と 十l 会/ 1988年 8/ 1'，;  

射場よりあづちを 明む
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矢 ｬ ｬ ｾ 道より本町を ＧＡＡｊＮ む

北面立面図

5  



京都ブライトンホテル

設計監理 日建設計

施 工 熊 谷 組

空 調 高 砂 熱 学 工 業 給排水衛生三建設備工業

電 気 近 畿 電 気工事 昇 降 機 フジテック

間町通リ

0 5  10 15 20 25 3Om 

l 階平面図



所 在 地 京 都 市上京区新町通中立売下 J レ仕丁町 330

敷 地面積 9，045. 73
m

'  

建築面積 5，102 . 30
m

'  

延 床面積 20，778 .83 m
'  

構 造規筏 RC( 一部 S) 、 BI F 、 6F

工 期 昭 和62年 4 月一昭和63年 6 月

最 寄 駅 地下鉄今出川 駅

撮 影稲{ 主泰広

リIJj(j也 l立、京( ，[ 1御所 . rj "立ヮ目前l門の内に{ 止 iiE し、 斤

ながらの ｊ Ａ￞Ｎｾ↑ ｦｉ を銭した Ｑｾｉｉ Ｇｦ ｦＧ な ｦｦｩ 打 ｬ である 。

ホテルの外観は周辺の町並みに期11 じませると共に、

I:.5級リゾートホテルとしての主idlg と必 Ji の :-&#1. の

tj ，に、現代的デザインを融イ干させていくことを主

III l . としている 。

外装のＩ，ｾ，銅色は占米より ｪ 高 ｊｩ きとあきのこない色

として縦しまれ、京行[1らしい 「利」をイメージさせ

る策当日色をt ; 1，! T1し、ラスタータイルを水‘ [ < に配し

て他物のぷfff を現代的に表現した

各 ＱＺ 苛はｉＡ ｅ を Ｚｈ して［ｪＨ‘ ｛ｚ ラインを Ｑｈ ，ｾするととらに、

11止|二郎に IH[ ，J 似を i変って j しみをもたせた M似をつ

くり、日 Ｚｊ ｾ の深い外観としている 'l' に足を断みい

i L ると IfE さ20m、 I f l i W700m' のアトリ ュームを、附

f をイノージするト ッフライトからのやわらかい

た、 ｲ Ｚ ＧＺｪｩｾＱＱ 川をイメージした 川 の哨せせらぎ々や ｾ， ｫ

などで有機的なやさしさを与え 、 このホテルを訪

れた人 i主にうるおいと安らぎをうえるであろうみ

ずみずしい' ゼ 1::1 としている 。

( 1!I;d! f'γ 〔兵/ u.i !!;設計 )
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L a  Rot or可da

日光自動車学校

5霊 計 竹 中 工 務 庖 柏 木 浩 一 ，也辺修一

施 エ 竹 中 工 務 庖
1946年 神 戸 生 ま れ 1956年 東 京 生 ま れ

所 在 地 神 戸 市 東 灘 区 六 甲 ア イ ラ ン ド

1968年 神 戸 大 学 卒 業 1980年 日本大学卒業

敷地面積 15，561. 00m'  

竹中工務庖入社 竹中工務后入社

建築面積 889. 69m' 

現 在 大 阪 本 庖 現 在 大 阪 本 庖

設計部設計課長 設計蔀設計課

延床面積 1，990. 0I m'  

機造規模 R C、BI F、3 F
企 画 編 集 作 品 作 風 小 委 員 会 1重蕗公介

工 期 1987 .  1  O. - 1  988 .  4  i量 影松村芳; 古



. 会員の声

光の絵画スマブライトアートによる 絵 画 空 間 の 創 造

土 屋 幕 満

され、今まて'映 っていた会場風景が消えると

同時に、金色I也の上に黄金色光の「寿j の文

字が忽然と浮かびあがります。 その下は、ミ

ナト神戸をン ンポライズするとともに、共白

髪の祈りをこめた j止のデザインです。 i 寿J

の文字は多重映像がJ来によ って立体化し、恕

スマ ・プライトアート 。 それは光の絵画で ント ・アートとも 言っ てよい絵画です 。 f象を超えた新鮮さと、典雅さできらめき、光

す。絵画といえば、キャンパスに i ( f と絵具で 小さな穴からのぞくだけで、スリリ ングな に満たされたすがすがしい雰囲気に、打ちと

捕かれたものと思いがちですが、光の絵画は 美しさをみせてくれる万華鏡。の ぞくだけで けた楽しさと華やかさを プ ラス ・ワンしたし

それと述い、光で空間に絵を描くのです。そ な〈、その中へ飛ひ' こんだような、これまで やれた空間演出となりました 。

こに出現するのは、平面な絵画ではなく、芸 体験したことのない空前絶後の視覚世界を現 東京銀座クラブの壁面、タイトルは「神々

術空間一 一あるいはアート環境と 言っ てよい 出させます。 の美しきロ ン ドJ 。神々が樹の姿をしてロ ン

立体的な四次元世界の絵画です。 では、具体的にこれまで制作した作品のー ド一 一輪妹、つまり、くるくると廻りながら

空間一一 ここでは建築スペースです。 この 部についてお話しします。 舞 っているイメージを作品にしたものです 。

空間を構成する部分、壁面とか天列、さらに 神戸にあるシティホテルのブライダル ・ホ ここでは、金と銀の州象的な色彩で樹々のざ

床下などに設置するもので、これまでのテン ール。正面壁面い っぱいにス 7 ・ブライトア わめきを表現し、絞り紛のビジュアル タッ

ペラ、ステンドグラス 、陶板とい った飾りつ ートを設置l しました 。答がテープルに活き、 チがだせるような工夫を、ライテイングにほ

けたものを、ただ眺めて、ああ美しい、きれ 新郎新婦が音楽と拍手に迎えられ正面の席に どこしました 。 グレードの高きが勝負どころ

いだと感l挺してすむだけの絵画ではなく、見 立っと、それまで会場全体を映し出していた とみたからです。好評を受けた作品の一つで

る人を、いやそこに存在するだけの人まで、 正面壁面の鏡が、新郎新婦が来賓に向か つて す。( 写真 1 )  

すっぽりと包みこんでいしまうイン ・ポルプメ 深々と頭をさげたその瞬間、鋭の内部が点灯 大阪商のシティホテル、 32階のゼ y トスト

圃・・・E司"- '

4 編集部より ー

本会会長の土屋n満さんは、学習研究社から下記の図書を出版されました 。 6 月下旬、 800 冊の限定発

行です。お申し込みは近くのst : 底、または学研美術出版事業部 (干145 東京都大国区上池台 4 - 4 0 - 5  

m話03ー 726- 8468) へ。

「光のデザイン一光で描〈夢幻の絵画・デザイン映像の世界」全 1 巻

. 、、プリリア ン・イ? ージユ ・アート 刊ス7 ・プライトアート 刊コスモ ・アート "による作品 130点収録。

• B  4変形相1] / 120頁( うちカラー88頁) / クロス特装 ・箔抑しの表紙/ 岡管貼りケース入り/ 定価23000円

10 建築と社会/ 1蜘 年 8 H 号

リーム正面、カクテルボ ックスの背面に訟法

したスマ ・ブライトアート 。航空会社直営の

ホテルであり、大阪全市をパノラマティ ック

に見渡せる場所ということから、コンセプト

を、世界最初に大西洋横断飛行を成功させた

リンドパーグの 、あの有名な「翼よ 1 あれが

ノマリの灯だ I J のことばをビジュアライゼー

シ ョンし、上空から下降してくるにしたがっ

て、次第に見えてくる パ リの灯の無数のきら

めき 。それがこのハイグレードなレストラ ン

に、ドラマティ ックなイメージ空間を、みご

とに定治させました 。( 写真 2 )  

東京近郊の、公共施設の特別室。壁面に設

置したス? ブライトアート、テーマは 「武蔵

野J 。モチーフは「けやき」。 ビシュアライゼ

- / ' ョンの狙いとしては、 「けやき J 林の夜

明けからタ怒れ、そして夜の変化をタイムラ

グに表現してみせ、それを壁画効果として見

せるだけでなく、その部屋全体、つまり空間

そのものをアート化しようというプランニ ン

グであ った。この部屋に! 市を占めるだけで、

人々は「けやき J の林の朝の歌を、夕焼けの

J! l ¥¥を、自分のまわりに感じてしまう、見るだ

けの絵画ではなく、環境そのものをアートイじ

する画期的な絵画空間を創造することができ

ました 。( 写真 3 )  

私の教i:{!;. i光のデザイン J を、 6 月下旬 、

学研から出版していただきます。ごらんいた

だけたら幸いです。

( っちやすま プライト アーチスト

スマ プライ トーアート 研究所主宰

略 歴

上野市に生まれる . 三1Ti 大学卒業。

生II 築美術工業協会会只. サロ ン ド 7 ィナーノレ協会

会口、日本現代美術家連盟会n、総合デザイナー協会

会只、民族学会会只、大阪芸術大学講師.
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2162 下 関 市 立 中 央 病 院

設 計 山 下設 計 東 京 本社
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設 計 ARI 建 築 事 務 所

施 工 住 友 遺 設
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r  II!{ 制162i l三2 JI -1I{{f Jl 63i p  3  J I  
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2163 南 船 場 大 治 ビ ル

段 計 ARI 建 築 事 務 所

施 工 清 水 建 設

a .  .k l桜山市区南船場 3 - 18  

b  348111 

<' .  314. 3901 

d  2. 087. 04rn 

e  S、 9F 、 PI

r  11川J 162ip '1  )1 -IIs 利63年 211
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2166 熊 本 県 立 東 稜 高 等 学 校

段 計 : 計画 ・ 環 境 建 築

施 工 : わエー理E、水上重量、自動工務庖、量工務庖、堰口重量

。熊本，J i 員nι 旧I

b .  65 .000111 

(' .  7.500111 

d .  12.500111 
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2169 GRANPAT I ON Y AMANOT E  (デランパティオ山/ 手)

鮫 計 瀬戸本，享建築研究室

施 工 大 成 建 設

a  枚 Jj ，J i 作'1¥1苦l山之下回f 6  - 23 

b  673. 65m 

c  320. 57m 

d . 746. 35m 

e .  R C、 s l 、 2F (一 白113F )

r. 1I({fJl 62.i 1三6 J  1  -1I7{f 1163ip  3  )  1  

g  ぶ阪1正'I( f，'  ｾｕ 羽駅
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段 計 : 黒川 建 築 事 務 所

施 工 ' 大 林 組

a . 愛知県 if' 月1¥m¥ ｾＱ＠ i  1J W {: ｦ ，主民川ｊｬｾ
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2173 中 川 雅 文 邸

設 計 大 倉 建 設 一 級 建 築 士 事 務 所

施 工 . 大 倉 建 設
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- 大先輩に聞く

小西
田

叩

品

山

1. 少年時代

一一一一先生の r f共の頃のことをお聞かせ下さし、 。

私は、公良県占野山で生まれまして歩き始めたばiに同級に辿れら

れ大阪に! l¥てきました 。 父は小さな処築 'J工務所をや っておりまして、

山時は当たり前でしたけれど、小学校の頃から家事手伝いというこ

とで、よく「7焼きをやらされていたのです。 ところが、今と追 って

コピー昼さんがありませんから、事務所がありました東住育区から

西区の岐川文庫まで行かなくてはならない 。 それは大変だというこ

とで、薬局に行きましてクエン般欽ア ンモニウムともう一つなにか

ｦｬｾＱ 体の ｾｉｲｬｾ でしたけれども、それを口 っ てきて粉末にして悦ぜまし

てね、7 ) < に怖かして紙に塗るんです。 イ交ね。 そうしてそれを t吃かし

て、あくる日に太陽の光に当て、鉄板の水崎に入れて ・・ーー そうや っ

てや ったもんなんですよ 。 まあ、そんなことがありましたので知ら

ず知らずのうちに，建築の道に入 って行 ったような訳です。父から f( 往

築を )ゃ れ」 と言 われたのでは無しに 1J
o

一 一 一 中学 ・高 校 時 代 も 仕 事 の 手 伝 い を ?

いや、そのころには父の出身校の後設が住み込みでおりましたか

らそんなことはありませんでした 。 'i
J

学のときには少し手伝 ったか

なという干IIU. ! t ですね。 中学は生型f' まで 4 kmを歩いて. i i . u いました 。 厳

しい学校でね 。 Ｇｾｴｉ rl I やノ〈スに来 ったらいかん 。 中u子は針金を入れて

ピ ン と 張 っ て い ま し た 。 冬 で も 手 袋 は ダ メ 。 ズ ボ ン は 後 に し か ポ

ケ ッ トがないんですから手が冷えました 。 r . 百校は|日制l大阪向等学校

でしたが、そろそろ戦時色が濃くな ってきておりまして、自由奔l皮

な旧 il Jl J i 0 i 校という感じではなか ったて'す ね。高校を出て、昭和 10年

に京都大学に入りました 。

2 . 大 学 の 頃

父は占い人川でしたから椛i主計算が全然出来ませんでした 。 当11寺

はほとんど木造でしたが、 11寺々欽fj ilt の訴が出てきましてね。 そん

な11寺、やはり付iJ しい思いをしておりましたようです。私 は 大 学 に 行

って 梢iit 計算が出来るようにならねばと思いました 。

一 一 一 どのような大学生活でしたか?

叶ｾ ＱＱ 寺、 ｬ 回生は夏休みに Ｒ 週 ｴｩｬＩ ほど日光点 ｦｬｾ ｬＮ宵に ｬ 彫刻の写生に行

くことにな っ ておりましてね。f ll 民り 1t1ij や 「行 の 1:ll j の彫刻のスケ

ッ チをしました 。 建築の同級生は Ｑ Ｓ 人だけでして地元の盆 ｾｉｮ りに行

ったり野球をや ったり楽しか ったですね。 そして皆活か ったもので

すから、 i(1 ま っ てお ったそは、屋のl瓜 さんといろいろ1 I ! 1 - にな った人も

おりました 。 プラトニ ックラブというやってーすけれども 。 その後何

14 住擦と社会/ 19鎚 '1' 8  JI 号

ニにし み さ き

1915 ｾ宍良県に生まれる

1938 点 都 大 学 工 学 部 建 築 学 科 卒 業

同 長谷部竹腰主 ｴｴ 築 Ｇ ｊ ｾ 務所入所

1950 大 阪ill 祭 事 務 所 入 所

1955 111 中 小酋 建 築 事 務 所( 攻、小開設計 ) 設 立

1971  大阪府知事' l ' t

1976 処技大臣君主彬

1977 此 綬 漢 市

1987 勲五等双光J 1 l l 日章

主 な 公 椴

日本ill !'l!i 1: 会 述 合 会 刷 会 長 ( 税 制) ・大阪府主主祭七会会

長 Ｈｊ ＮｊｉＮｾ拙 Ｉ ・ 大阪 ｩｬｬ 築防災セ ン タ Ｍ ＮｦＱ ､ｬＧ ｊ ｾ 長 Ｈ 現職 Ｉ 日本

ｩｬｬｾ 総合Ｂ式験所常務理 Ｇ ｊ＾［ Ｈ 現職 Ｉ ・ 大阪地万簡易政相 ｊ ｩ 所

l('J>; ，al. lf 平安只 ( ' 67- '87) 中 央 処 築 上 帯 査 会 委 只 ( '7 9 -

' 86) の ほ か 多 数 の，注 築 関 係 団 体の l生只を HI fT:.

人かが日光を訪ねたようですよ 。私も、事務所協会の大会が日光で

あ ったとき訪ねてみましたけれども、いいおばさんにな っておりま

した 。

一一一一 いわゆるマドンナというやつで・すね。 そ れ 以 外 に は ?

よく東京や大阪の，縫物を礼子炉して回りましたね。普通事1)' ドに来 っ

て17- 18時間かけて点京に行きまして 、九段下の針の宮アノ f ートや

) L の内消防署を見ましたね。 大阪ではガスビル、東京銀行、伊丹の

東洋リノリュームの工場を凡学した記憶があります 。

また、毎日大阪の n屯から京都まで通 っておりましてね。7・14発

の .cν，tJ 行快速に釆ると 7 :50には京都駅に活きます。 そこからタクシ

ーを飛ばせば8 :00からの佼業に間に合 っておりました 。 そのころ| 百l

じ列 Ｇ Ｑ Ｑ に同じようなｾ中が来 っ てお Ｑ Ｉ まして、 Ｕ 人集まればタクシ

ーでも古1) りと安か ったですから 。 それで、医学部で l 人11J ( oろして、

処 築 で 1 人降ろして、というふうに配達してもら っておりましたね。

一一一一 10分 て ¥ で す か ?

氾!f 象もつかんでしょう 。信号も '11 もほとんどなか ったですからん。

山時珍しか ったのは、京高11駅 に 、 品w裂作所の社長を迎えに 「屯31

n  !li1J-'I1 j が来ていたことです 。 とても珍しか ったですね。 午 前 は 授

業、午後は製図や ｩ ｬｬｬ 絵 。 Ｑ Ｓ 人ですからとてもア ッ トホームなみ ｉ ｌｴｉｾｾ

でした 。今 生 き 残 っておるのは 8 人ですが 、今でも親しく付き合 っ

ております。

3. 長谷部竹腰建築事務所へ。 そして大建設計へ

一 一 - -. - 学 を卒業されて長谷部竹腰建築 'J工務所へ行かれた 。

.1'1、は坂 ii 予雄先生( 1987 .7当側 ) の 研 究室 で也- 話にな っていたんで

すが、先生が 「 大 ｊｉｾ 品作営約 ＩｾＺｍｽ［Ｚ［ ｊ ( JJ l . 建設省 ) に行け 」 と言 われまし

てね。 もう決めておられたようです。 しかし家が 'J>; 務所でしたし、

イ Ｑ Ｚ 学 中 に、長谷部竹 ｉＱ 要へ夫 ｾＡ ＾ｬ に行き柿 ｩｩｅ 計算の手伝いをしましたが、

f  41，常 に 活うえがあ ってし功、な 」 と思 っておりましたから 、私は M:i5

所に行きたいと 言 いました 。 先生は非常に気嫌が悪か ったです 1J
o

今から与えるとどちらが良か ったか分かりませんけどね。

. 1 ' 1 . が入所した頃は文J J l I Ｇ ｊ Ｇｾ 変たけなわめヒＺＨ｛て ￭ 土・ ｊ ＾［ とい っ ても ￭ｬｩ '，/，; 

工場くらいのもんでした 。 当H寺l l ! t に脇工11
J

でした ) L利のビルも 「欽

を使 っ ちゃいかん 」 ということで地下工事だけでスト ンプさせられ

てしまいましたね。 そんなれで当 H寺の設計の主 IIN. は 「いかに欽竹を

少なくするか」 ということだ ったんですよ 。 高橋隆夫氏( 1988 .2山

側 ) の下に配属されて、れをいかに紛l くするかとか、 トラスの事付4

の角度を何度にするかとか、ガセ ッ トをいかに小さくするかとかに
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l腐心してお った訳です。

長谷部竹 w要時代に軍隊にはいられた訳でA すね 。

昭和 14年に京都のr . i ! i 団司令官11に入りましてね、主に建築の仕 'J'. を

しておりました。幸運なことに当時の軍の経理部長であ った松本保

太郎氏が大変建築に思j拝のある人て¥法隆寺の見学に辿れて行 った

りしてくれました 。四日市の製紙所の，建設や、祝図の地下 ';lj! 5築JI I¥' の

計画、これは、大阪市の地下鉄の天王寺から動物園前の liI J で使われ

ている無筋アーチを参考にさせて瓜き、当 u寺の大阪市交通局の地チ|ニ

1政克氏に随分お世話にな ったものですが、そんなことをや っていま

した 。 また、高射イ1包の li 包台の設計なんかもやりましたが、: i u ( : 後には

鉄がなくて竹筋コンクリートなんか使っておりましたね。

終戦後、アメリカ ｾ ｰ カ、来て日本軍の建物の桜収をするからと案内

させられ、一緒にジープに来って回 ったんですが、彼らは航空写山;

を持 っていまして、それに建物が全部写 っておりました 。 それで、

この，注物が ｾＡ｜ｉ そし、とか言うんです 。 び っ くりしました 。

戦後長す汗11竹般に戻りまして、しは、ら〈は駐t留Z諸11鉱iドi の仕

した jね3 。奈良の』巣占苦髪z山に 13部6戸の住宅、とい つても E府耳古舗1市日もあれは

I消白H似防i)j 詔箸- もあるという、まあひとつの町の設計をして監J Aもしました 。

今のドリームランドがある場所ですよ 。

一一ー その後大阪建築事務所( 現大建設計 ) に移られて …一 。

長谷昔11竹11要は戦争中に住友土地と一緒になりまして住友土地工務

という名前に、そしてその後日本建設産業にな っておりました 。 そ

れカ、 'j 引去の財閥解体で追放に引かかり、当時日建にいた池田富彦氏

が会社を，ｾ干められ、 ｬ 況に高僑 ｪ 変夫氏らによ っ て設立されていた大ｼ坂

建築 'J"¥. 務所に移られましたが、釘くして私は池田氏にづ| っ張られた

んです。 そこでも、高続氏に指導を受けておりました 。

4 . 独立。 そして今

一一一 5 年後の昭和30年に独立。始めは京町掘の 7 坪 の 怖 所 か ら

スター卜されたとのことですが?

京大の同級だ っ た伊必忠造君と一緒に事務所を Ｑｾ ｦＮｊいたのですが、

官庁工事は前の実績が物を 言 うということで、伊藤君が営んでいた

田中設計事務所と合体し、田中小西設計事務所という名前にしまし

た。 ところが、大阪と大津とでは色々進いも多く、しばらくは同じ

名前で別々にや っておりましたが、道路公団あたりから 「大津と大

阪両方には ( 仕事を ) 出せない」 と言われ、やむを符ず別れたという

訳です。 キリンビールとか久保田鉄工 、積水化学とい ったところに

随分お世話になりました 。今では信じられないことでしょうけど、

北区総合斤舎( 区f幻軒・保健所・区民施設) 1988 . 11 唆エ予定

止i U寺は、構造計算のできる人があまりいなか ったでωすね。 それで重

宝がられたんでしょうか。

一一一一 それから 30年いろいろ御苦労もあ ったようにお聞きしており

ますが、一方数々の公職に就かれ多方面で活E起きれ勲五等双

光旭日章受章等の栄誉に輝かれるなど主! ! ; 築家冥手IJ に尽きると

いったところですね。

Ｍｾ詳辛か っ たのはオイルショ ｹ クの ｈ 寺でしたね 。 あの ＱＱ 寺は社宅を

社員の皆さんに買取 ってmくなどして、なんとか切り政けられまし

た。 しかし、 llti 和30年頃は支出の 中人件費の比率が4 0 %.fSU支だ った

ものが今では80から 8 5 %も占めているんですからね。だから、まあ 、

いかに設計料が安いか、ということだと思うんですが、それはやは

り業界が自党してタンピングしないようにしなきゃいかんといつこ

とでしょうね。 また、日本では建築家の地位がいかにも低いんじゃ

ないですかね。- 11下年大阪 Jr) 建築士会が釜山の建築士協会と協定を

結ぶため時国に行ったとき、 i註初j に釜 山の市長に会わされまして九。

日本では考えられないでしょ 。社会的地位の向上にはやはり建築家

は社会に対し街造り等の提案もしなきゃいかんということなんでし

ょうね。 そうすれば変わ って米るでしょうね。

私が公職につくのは、人生の 3 分の l は社会に奉仕せないかんと

思 ってることと、もうひとつは、あまり会社て。構うていると、あと

の人がNIびませんし、かとい って、遊んでおるとボケますからね。

l況にボケていますけど ( 笑 )。

一一一一 しかし、記憶力のすごさには ｴｬｾ きました 。

5 . 後輩 へ

一一一最後に、若い建築家や学生に一言を。

これから 21世紀に向けて、情報化社会、高( 愉化社会、そして国際

化社会ということにな っておりますが、特に国際化社会ということ

をすれ、人は心せねばということじゃないでしょうか。私らが卒業し

た当時は全国で建築学科の卒業生は大学で 100人おらなか ったでしょ

うね。今は大学で13，000人ですよ 。逆に収入さんがどんどん減 って

いるような状況で、すから、結局外国人が入 って来るんじゃないでし

ょうかね。 また、東京辺リでは現場の地工図を純国で術いてもらっ

てるようですよ 。 そんなこともあ って、外国語を勉強せねばならな

いし、外国に行って風習や考え 7' j を知 っておかれると何かと役立つ

4]'; でしょう 。 これからの若い人はそういうことが大事じゃないかと

思いますね。

文責 ・吉本安宇11 ( 前編集こ委員 ・清水建設設計部)

15 



昭和63年度・第 1回若い会員の集い

「建築工芸と空間J 展

作野旦平の創意による

ステンドグラス/ モザイ ック/ アフレスコ

一 講 演 会 一

レポート

一 礼、年 mlt1、"下、 .I .I.¥¥..、1皮のキャ y フをか，; : ' ) 、

旅からねiっ て4とたような 大 きなノ" ''/ クを rcl えJ ‘ ど

ニへ似るのかな" と辺、わせる笑顔よし の 人か、{ 作乍

1則1リ1"'.勾‘ 1千|ドJ勺l氏L てで，ある ｦ狐風 ｩ進卑した正向印 ｉ ｉｾ 敏 とと ｬはま災災今 ｊｊ版 ｩ似反に 、 氏 の

f竹4十.寸:AμlVJ1 に刈する↑ l

チ{ はよたてるが 、完成11ュの li: は1，止トiJ から決めない 。

たとえば、モザイクで一つのイ i (ズ7 1レト イタ

リア製村料) をJ'li めていくとき 、明こ ζ はこういう

if，UL かいい刊色彩はこのぐらい刊こう変えたほう

かい¥，. ， 1， な ど と 決 め る 作 業 は 人 を あ き れ さ せ る は

ど、ザえに巧えぬく 。

［干潟Ｇぶで，［えば、 ｉＩｾｊ めいたイメージをＺｦｴＡｩ符にお

とさす、 1If 1111f 11 仙 の '1' で 人ー さくふくらませ 、lli

f去の終 thーまで光I成してら、ま t:，"ここはこう公え

てみよ -j " とこだわるタイプである 。

こ こ で、[ ¥: の 1'1' '' 1'. 11判にからの同作l併にふれてみる 。

式必 ｾＧｉＧ 災体 ｩＧ［ＺＺ 佼ＱｉＮＧｦ ｦｕ＼ 谷川 ｾｩ￭ 可氏にｴｉ ｾ 会い 、 フ

レスコを if : とした、ルネ ッサ ン ス 以 liij の' I 'llt 絵

lI "i の、技術的に，' ， <、 I!t 坑t.(り也にμ; ヵ、る 千法の 可

能1"1ーを ，，!t かi . L 、 illl*1 をすてることとなる 。

そして 、 イタリア 悩マ: 時代、日Ili ブルーノサエ ッ

ティ L¥. の ア シ ス タ ン ト と し て 下が け た 教 会 の モ ザ

イ ク を 、 ミ ラ ノ で 案内 した 村型 li i単行氏か、脱んに

Ａ必 Ｇ ｌ 、 したよとがき っ かけて｜十 Ｂ ｩｬｬ 一 ｼ後、付ｾＧｦＧ氏 の ＱＱ Ｚ

'J'; を' 1 : ・けむつこととなる 。 決 の 上 で あ っ て 伐 念 で あ っ た と い う 。 氏の作品と じてのみ ｾｊ ｊｉＮの可能性に期待したいと ｽ￪， ｴ われる ｅ み がｻ

1，l cWに fーがけた 「代 111' 1'. 命 ビ ル の k i. :iモサイク 作 1111に ふ れ る 人 1i¥J へ の い辺、ぃ仰 を 感 じ る エ ヒ ソ 一 会とな った

li 、 ガラス 、 υi タイノレ、そのfl!! あちよちて寸ft った ドて' ある 。

( ・と[ ¥: かいう ) 材料を巧みに* - I l み入れる 。 1'4字を 人Ｑｩ｜ｊのためのセｉｩ Ｚｊ であリなヵ、ら、 ｾｉｩｪ 一性、介ＮｦＧ ｬｬ 和 田 英 子 (大阪ガス住宅設備株式会社)

あしら っ たこの ｻ↑川Ｚ は、 ＱＱＱＱ 線的 ｫ ｗ ｾ 川 に時 ｉｉｉ ｊ と .rt: を呪んじ、人 IHJ t' t をはねつける官! 日lが多い昨今、

ツｾＱｩ Ｚｊ の帆流 ｩ l" を! 必じさせ、みごとである 特 に 、 処築 の ぷ Wi 性、思氾! t ' l を，踊っ た 村 野 総 告 の

[¥:の 11; ，¥，'，は、 11 +=1I "i 、水型 I，'ij の if，U Lにらi I ! i しる 。 作品にノトむ大きな生命をあたえている 。

，、坂カトリ ッ ク教会では 、 ステンドグラスの川に スライドて' 作品 を似介する i金'1' 、「ここのパ )1ーの

1. 1 . ' : : いを流し、協けるような微妙なガラスの色イトい 1111*息は' ぷにいいんだJ と、作品 を と リ ま く 天 ) 1、情、

との ｉＺＺｊ に Ｇｈ ｬＧ 、コントラストを り ーえ、 Ｑ ｾ｜ｴ 、， ｜ Ｇｾ Ｚも のと Ｇぷｾｾ のプロポＭ［Ｏョンの ａ しさをしきリに災める 。

な っ ている 。 よさ総に、よさ f1' ，'，，'， が '1:. ま1 L る と い う と こ ろ で あ

氏の ｗ ，｜，Ｇ， のテー Ｗ は、 Ｑ 師、 Ｂ ［ ＧＺ ｨ［ｴ 、 Ｇｪ ＧＺ Ｇ､ ｩ Ｇ ， ｾ 、

J!川1凡川LJ '字?字ての '1' て酔γJ過曲ζご4 す 人l日川川i日川l日の父.みてで“ あ lリ)人、 ベやふさしさと 「色fだ.，けでは 1'，れ:'(け る、 しカか、し、テデ，サザ，インをしす

ゼ必、愛に I1尚1出的日均l ちている 。また 、＿照Ａ日照 ｉ ，ｾ引ｼ限以に ｩ述 Ｑ虫ＮＡｩ絞するツ明沢削附ｉｩ川 ｩ日川 ＺｊＨ ← Ｑ ， Ｑ ，

｢似 ［ｬｌ 、 ｉ均 ＱＱ師 ｬザ ｴ 、 Ｇ ｪ Ｇ Ｚ η川 Ｑ礼 ｩｩ け Ｉには 、 ＱＱ キ ｉＺ ｜ｊ の ｾ てしない Ｂｩ ｦ， ｕｌＢ と ｪ 杉の微妙なバランスか 、氏 の 作 ｽＡｦＡｾ の ￹ ｬＧ ￹ｬｩ といえ

を! 必じる 。 る( / ) て' はない古、。

さらにい il iUL" と と も に 勺t 門己" をも! 必じさせ こ の 必 iii( 会では、村出 l'Iii品引ーをはじめ、 illi 辺 鋲 太

る。 if lょには 、ザーザーと 繰り返す行、 ゆらゆらと 郎、 その他 の，池築家の作 11JI をスライドを 泊 して初

そよぐ ｉＧ ｉ ＧＨｊｾＨ には ｍ｜ の気 配 がある 。 ＱＱ 年川 に ｩＡｬ われ 、 介し、' ，';: 家 克 f 氏のインタヴューによ 1) 、氏 の 作

11与には ili いつめられる JJL代 人の心 に 、ふっと心の 品に対する巧え) ) を 卜分 に 披 以 で き た と J41う。

ゆと リを 1] え 、何! とし i咲か しいのである 。 また 、ア ム ジ ー 毛| 付介炎| 刊のJ i . .f( 奏をパ ッ クに

ｾ＠ JUIUfl :ii 1  ， ｉ ｾ 館 のステンドクラスは 、 ｫ ＩＱ からの ワ イ ン を か た む け な が ら の 恕 脱 会 も 、11寺1mを↑ if し

や わ ら か い 光 で、 説 。I}す る 人 を や さ し く 包 み ζ む みながら 閉会をむかえた 。

ように配I ，[ i : した作tV1 で あ る が、 峻 r.後 、11'，'，，'， が all - 今後、さらに新たな処築家と出会い、 ｾｬ ｦｩｊをｩｉＡ￭

1 6  住軍 とH会/19綿' 1' 8 11 '，; 

匿 週

日 時 昭 和63年 6月23白木' 開会， 8:3日・閉会21 :30

金 場 日本建築協会 ーラウ ンジ

(大阪駅前第3ピル 11階)

講 師 作 野E 平氏

インタヴュアー 菅家克子氏

参 加 者 58名

スケジュール

18 :  40  開舎の 撲拶亙ぴ鎌師. インデヴュアーの紹介 大川委

18:  45 続演「強築工芸 と空間J 作野講師

ースラ イ ド併用( 約210枚) ー 菅寧 イン タヴ ュアー

20 :  30  質疑応 答

10: 40 休 惣

20 :  50  恕級会( 参加者にワ インを用意)

アム ジ一室内合奏団による 演奏

21 : 30  閉会

医重罰

金 銅 昭和63年 E月13日体ト・15日比) 10 : 00- 19 : 00 

( ただ し、初 日は午後 5 時 まで)

会 場 向 上

入 場 者 数 110名

企 画 担 当 本 会 若い会員の集い小委員会

主 査 小田修一 委員 大 川 和彦 ・桜井 則雄

鈴 木道子・長左I里津子・和田英子

音 楽 演 奏 アム ジ一室内合奏団 ( 5 名)

ビデオ制作 松本彬良氏

作 品 展 示 閲 吾明男氏

滋アム ジ 一室内合奏団の ご 厚意 により鶴，寅終7 後 、 演 奏 およ び

ワインの提供あリ .

器展覧会 期間中、作野氏の作品ビデオを紘映。( 約20骨)



I NF OR MAT I ON お知らせ|

現代建築と伝統技術『アガタモザ、イクの仕事』

11 時 1988年 9 JJ 6 u  ( 火) - 9 )1 1 8 11 ( 11 )

会場アートスペースｾＡ｛ '，l!:.:，fj075 761  - 9238 

() ;( m¥，打点山区三 条j山けあげ 「行1¥ホテ J レj Illjl 荷)

「ステンドグラスと いえは¥すぐ jよい、 t: される

のは 、 コＧ［｟，ソクの大 ｊｾｉｻ Ｎ［ ［［ｾ である パラ: 容などの本

版なステンドグラスを J韮ji ! ! J して流れこむ光I ; l : 、大

ｊｗＧ［ 止の ｼλｪ 白 ＱＱ と ｊ ｉ Ｇ 日常 ＨｉＨＩ な光と色に染めあげて ｾｉ ｉ と

人との交流の場をつくりあげる シャルトル、ノー

トルタムなど、それらの内部にみちていたあの光

彩は、今むわたしの印象に ｩｃｾ し、 そしてベネチア

のサンマルコの大 ｊｾＧￆＧ［Ｚ ｴ は 、 またモザイク ｉ ， ｬｲｪ の渦て ι

ある Ｑｉ， Ｇｪ に は ｊｾｉｻｓ ど のはも 色人［Ｎｦｬ ｬＡ イｻ のモザイクて寸 ＧｩＡＮ

められ、わたしどもをためらわせる

ｉ ｪＺ長川 ｢￭ｕｾ さんは、このヨーロ ｹ ハのＧっそ川装飾、

しか 1 ｊｾｉｻ なる乍Ｏｩ｜ｊの袋町ｉｩを日正もとの ｕ ｦ，ｴ とする技法

を ｊｔｉ ，、ることによって、 ＲＰ Ｑ ＱＧＭこのかた析しい Ｇｾｉ Ｚｬ Ｑ

の fill ili をめざしてきた そしてノT ここにみる多fol'i

な W，'，，'oI こjたれるのは、 .tWくほどの従来さである

［ｩｩ 教ＧｾＯｩ ｬｬ をみたすヨーロ ｹ ハのそれらは、いずれ

『エトランス・プロジェクト III .n

一大阪芸術大学学園祭でか企画l

もｍＺ々たる Ｉ ＩＧＱＱＱ い ｩｬｩｊｦ ｾ と ｬ り ｊ (!tl な色彩によ って 、11ft

ー の神 の段を' ，' ( べようとするさびしいあI[き、ぷJJL

である。それにくらべると 、 この J I ' ヨーロ ソハ 111

界での iliJf3はやはリ 11 -1' の災立ぷに収倣する

ことに1 ' 17γ ラスを Jふ品! とし、ィ炎い色: r : _ q. カぜわずか

に t) うようなー併のステンドグラス( ; 1 : 、1 : 1 - 1 ' の J 韮

lりj とむいえる泣んだ Jl t 抗Lの! : 主党lこ、みごとに l，iJ，VI，j

したものとなっている 民伐の文化のなかに' ' ' - i L

たれ 、ガラス、また <"f.:!tf:，はいずf . L i. fi 出11て¥彼ら

の 文 化 のK J と(I() ，，{-;村 である それを川いてのお fご

やかな↑，' H/ t ，のぷJJLの成功例泊、 ζ 白こにある 4

私 111維は li.:の f1; ，H. 時 11，" 11， 1-' 、}

・モサイ 7

(  ，'{ IJ I光):J ; )

大阪ｯｉ ｩｬＧ ， ＧｾｩＢｉｖ 見 ｫｬｾＮｻ＠ ，1> r.J; 01， ｾ， Ｇｗ ，＠ I"j '  Ｑｉ主ｾ，， Ｑ ，，ＨＧ 19M2 

ｬｬｩｩ 悼 ｬ 正 ｹｧ ・んＡＮｴ ｾｊｾｾ 11' 1(li ぶWI 竹0[ '1 傍J，lf W.llllj ｦｊｾ 仏語私自Ｑ＾ 1980 

・ ステシドタラス

大阪oI ilj' ｾＧｩ＠ ，1， ＱＱＱＱ ぶ ｉｾｉ 大P.<d， r. 1; ，I， '::<fii ，l"j Ｇ ｉｉ ，ｾ目立 ＱＱＱＭ 1985 

I W，ホテル大似ロビ 竹中1. 1) 51，'; 1982 

.  ，，!¥Jl II 

7 ラブf V. h'4

A; ィ、 'f:o ｩｾ［ｉ￱￹＠

11 辿./J : III

11 ｾＱＱＺ ＺｴＱｬ Ｑ＠

1981 

1987 

u"A / E /C  S Y S T E MS  J A P A N ' 88.n展 開 催- S O Mや

レンゾ・ピ宵ノを招聴して-

十土，ie ｲ ｩｬｬｾ 島新技術以 11¥1際セ ミナー』は、本年 文化会館3F( ミフロ! 正，，; tJ . ) ) ， 4F (七シタ ホール 13)

はアメリカ 11止k の 組 織 ぷ，;1ー・J q:i) Ii lj でオフィスの，没 入 場 燃 料 ({i: H ilill )

， ｪ ｬ で汗ＱＧ ， な ｓｏ ｍ Ｈ スキッドモア オウインクＦメリ ｉｾ )  ・国 際 セ ミ ナ - 9) 18 1:1 - ]011 9 : 3 0 - 16 : 00 

の 、 1985年 以 降 の 11 - 1 ' ではぷ公l制作品および，ili ，lrj 会均〉ワールドインポート 7 ートビル717、81"

;袋をスケ ッチェスキース 、 完 成 悦 JT! でおi 介する作 入場イi 料

，WI ] J 毛と、フランスのホンヒドーセンターの設計行

レンゾ ヒアノ( ノ、ートナーは R ロジャース氏)

の 特1) 1) ，， Ｇｙｩｩ￭ｩＨ 会む ＨｪｌＺ 止して、 ＧＡｊｾ リ ｩＩｾ 山な内作で ｉｊｦｉ ｈｩＺ

!日J ，、イトわせは、 UIi: 1'1' 八/ E / CSY ST E MS J APAN 

- 併 設 展 「 都 市 再 生ー スカイスクレーパ ー と 都 市

デ ザイン j ( 似柄、 ) - S OM作品 IR-

9 )) 8 11 - 10 日 10 :00- 17  :00 

会場ー文化会自立3 F ( ミフロ IJ(" 、Jlh) 入 場1!' ，1，*'I ，

大阪ぷ術大γーフライハンカーニパル '8Rの 7 口 組救委 Ｑｾ 会 Ｈ 村上村魁ｴＺＧ ｬｾ＠ ド、' ，[1，:，fj03 496-8851 )へ ・特 別 講 演 「 ソ フ トマ シー ン 環 境 としての建

ローグとして、 |百J )ぐγ:lli 築" f : f '1 イi ，L: を"，心に 1也'γ * 築 j 9) )  9 日( 金 ) 13  :  00 - 1  6  :  00 

科 の 'γ ー'I'，i. 参)111 してゲート ( 卜ーの' り 1・o を製作ーし、 会 場 11(1利63
1
1三9 )1 8  II (本 ) - 10 日( 上) ｉｉ ， ｖｾｗｬ 行 Ｏ レンゾ ・ ピアノ氏

大中 ｬＧ 、 ｬ 外の人々にぷ術大Ｇ下の Ｑ ＰＩ Ｑ の ＧγＺｉ［ｩｪｾ ，モをアビ 会 場 池袋サンシヘインシティ 'k !;( rm ｉｾｾｾｽＺ ， ＧｪｬｸｾｾＡＮ＠ il!! ｾＺｾ＠ 1  会上必池袋サンシャインンティ ・フ リ ン ス ホ テ ル

ー ル し よ う と す る 余 1，Iij が、持ち 1:均、っている . 建 築 新 技 術 展 9) )  8 1 1 - 101 1  10 :00- 17 :00 2 1" J di の[ 111 入場無料 ( ‘J';liiJ{ 日生 )

『生活者のデザイン展」に 生 活

者とじての提案募集

「第4回国際デザイン ・コンペ手ィショ泊作品募集

一 今回は「火」をテーマに一

1'， ，'; !il の( 社) ililf3美術協会では、 「来的 Ｇ Ｑ ｾＮｩｩ ｲｩ 1'11'1 2 年 に ー 伎 の こ の デザインのオリンヒ y ク ( 2)  ' wdW; チiJi I j事作には Il il l付5名 、 本 市 代 は 子

の jH[ .J . 止と振興」を日的に、佐川 1'1ーの ' I:.i 円体験から、 は 、1I ( {f Il 64年 2 )J に ('(l ii i' 1iF11'、 7  )  1に- 1 ' 待作をし、 fli ii'1iF伐の 11¥11人J 2 1' ，と海外 3 1' ，のあわせて 5 名。

既 成 概 念 に と ら わ れ な い $Ir しいデザイン発泡! を公 11 )  ) に大阪で IJf )f m (' i ，Eの rl ｅ ｉｉ［ｾｾ デザイン ｽ ｊＨ Ｇ ＸＹｪ に ( 3)  1'¥: 1 ' ¥金総制 80ρ00米ドル

必し、入選従来は、; [ ，11作. r ，に依彬l した (l o，' ，，'， に (1: 1:  展示されることにな って おり、 ｆ 記 ｾｭ てＧｩＱＧ品を j 、1' ¥ ( 1人JI 弘l総. fl li 大 臣n) 1 ぷ 50，000米ドル、 i凶尚

げ、 11)  )  11 11 - 20 日に生活例wアヒタ 1' ，，'，. I t ! 駅前 公必している 戸 ￬ｩｾｴａｉｾｉ Ｇｌｏｬ ｬ 点、財同法人 ｉｅｉ 際デザイン交流協会

て" ｲｾｕｪｦ ｪ おのデザイン民 』として ｪ κ ぶされる 詳細11は、l ! 1'I ，jj 法 人 IEI 際 デ ザ イ ン 交 流 協 会 事務 }"j 会長' u 1  ，'，'，0: 、大阪府豊n・)c  t't 1  ，Ｇ，Ｇ， Ｇ Ｚ、大阪 ､ｪｌ ｾ ＧｩＧｴ 1 点。

! 心必条件l立、 R Ｑ［ｾ Ｇ 生活に前川でき、色、形、機 ( 屯話06- 346ー2611 ) へ lli) い合わせられたい ( 0 対象分' l ! j' ; すべてのデザイン分別'

能、井; 材 1Mで新しい試みや仁犬がいかされている *  ＨＵＩ 比 Ｎ Ｚｨｾ 作品 Ｎ 新たに自 ＱＩ 作した未発ぷの作品

従 来。ilJ lJ 作品としての応必、従家名ーからのf ! ilJ 作.r， (  1  ) テー" 7 r 火j 人Mi は「火 」 の 発凡によ って 、 (  6  Ｉ 応 ｨｾ 資総［全世界のあらゆる分別Ｇのデザイナ

の桁i J : ' は 小 "f 。 その (:'，' ，大な文 lり! と文化を築いてきた。それは、人 一 、 技Wr.r， 、小生なとが、 11占| 人またはグルーフで

締 切 1I {1利63年 9 n  Ｑ Ｕ ＱＱ 必 ｾｙ ｩ Ｇ Ui 誕 生 の lTから、いまもなおつづいている 。ある ｉ ，ｾ Ｚｾ［｜できる 。

i些 巧ー Ｑ Ｕ 人のｾ巧委 Ｑｾ により、 ＶＰ ，Ｇ， ＧＮＰＺ を ｩ 主 ，ＧＱ Ｑ 11' 1' は人びとの心にやさしく JJi りかけ 、ある Il.yは Il. 'jo (  7  ) 令 鉢 1[ 1心 ， 応 aHi Hl II ，・，'i.': :( こ、な鉢料として

li i J 介せ ハガキにて、( t J : ) ili If3 s  N'I 協会「生活. f 1 代を変える十H i J( ，( とむな った 現代における 「火 j 1，OOOP)分の切 千をそえて、協会に総 .'H

のデザイン桜」・Jq :i) J"l ( れ， Ii);{ di'" 区名 の役Ｇ， Ｑｭ を改めて ｬｩ ｩｊ し、なおす、新鮮で深い ｩｬ ， ｩｊｾｩｬＩ を ( 8 ) 公1IJ，;lf ; 1: 1本語、英 説 、フランス J!?

駅 3 - 2 6 - 8  ) へ資料心ボのこと 持 った {乍1111をよドめる

住軍 と社合/1988'1' 811 '， ;， 1 7  



. 書 評

都心にせまる

タイトルのrarr なか」が、本文 ιl'では r7 チナカ 」

にな っている 。そのほかにも、オモテミチ ・ウラ

ミチ ・ツウロミチ等々、 - ? ' i 者の強調したいコ Jたが、

ｊＧ ， Ｇｦｬ ｊｩ ｦ ， でぽんぽん ｊ ｉ ｾ び ｴｉ Ｇ，してくる 。 それがち っ と

もおかしくない 。むしろ抗: おの心立公が、ストレ

ートに伝わ ってくる! 必じ 。

小学校 ( 当時は lill11' :'下校 ) 5 年生、! 制改の秋、

台湾は台北 ｲｬ￮ で、』 ↓ ｾｉ ｊｬ ｉ 外のＧ下校へ、北門外から主主

TI'r; lti をよこぎるように. I l ! I ' 下していた夜、は、 k (，;' と

まったく逆の j凶学{ 本験をした 。今振り返ってみる

とその ｊｾｉｉＺＺｊ は、わずか Ｓ ヶ月ＮｦＧ，Ｑ ｊ ＮＨｴであったが、 ｬ Ｚｬ

に口に活気を取り戻しつつある街の変 ｾｬｕ ごりが、

少年の自にも楽しか った。 i封は生きているとの実

｟ｲｾ 晶司電量量閉岨 urr なかルネサンス

一一戦 ・住-遂の都心再生論

田 端 修 著

太 田 隆 信

空間構造 とマチナカのあやしい魅力についつい釣

込まれてしまう 。rlJ 段の、 環境としてのマチナカ

. マチナカの現代と広がる課題 では京都 それも- ? ' i

［ｻＢ￮ の体験エリアに絞って、マチナカの生前 ・ 仕 Ｇ ｊ ｾ

の現況を展開、そのことが者都|目i市のカか‘ カか、える 問起巡泌g ，J

をカか、えつて鋭〈とらえている 。 さらっとした大阪

・点京そして神戸へのイ寸言、簡潔な図表による比

較が効果的。結びのマチナカ再生の見取り図は、

住居をコアとする都心像 とサブタイトルがついてい

る。 これからのマチナカ、自I1市の伎として、これ

からのマチナカのあるべき委を論じよう、従来し

よう、というのが本市 。 特効薬のようなぷｾ fこのよ

い悦楽があろうはずもない。 そのことは /Kti lの 1:

て¥なおかっこれではいけない、何とかしなけれ

ば。解決の可能性は、こうしてみたらどうだろう

この本を" 先んでみようと忠 ったのは、まえがき

である マチナカの魅力 を何げなく拾い読みしてい

るうちに 「マチナカについては、わたし 1'1 身その

場所へのこだわりの大きさをも、 (1状しなければ

ならない Jr それは、' ' ' f : 校への行き合li りのルートに

まつわる，記憶である わたしの家は小中校から向

校まで、尖に{ 民不IJ そのものの場所にあ った。小学

校は|百] じ町内、つまり家と| 古l じ並びにあり、その

Ｑｅｉ Ｂ Ｑ までの ｾｉＡ 自 ｉ ｦ は ＶＰｭ Ｎｦｾｕｬ ｴ 、 Ｑ Ｑ Ｓ Ｒ 辛学校はワンブロ

ックはなi L たところにあ ったからその脱出11. はおよ 学芸出版社刊 し600円 か 。 とい っ た発行を、 ｔｬｾｬ に ｩＱＱ ねている 。 ， ｢Ｇ￩ｦ Ｇｩも、

そ200 m 0  r J ' 小校は、距離的にはほぼ600mとも っ ついつい一緒に与え込んでしまう 。

とも離れていたが、家と同じ泊りに而していたた 感があ った。 符fi 流に J うと、似の体験は、マチ rH r f なかルネサンス」今、放もナウい大変なテ

め、 'γ: 校への行き帰りのルートに選択の余地はな を く見る 〉通行人の、工場であり、それなりの7 チ ー? を、大上段に柿えることなく、マチナカの悦

か った。 そtLはまさに宅i垣の i立ilf というべきだが、 歩きをしていたことになる 一 万、押者は 〈丸ら 点、 7 チナカの生活から、職 ・住 ・遊をリアルに、

それにもかかわらず、わたしは家の存イIーがもう少 れる 〉立場から、マチナカ体験を ifi ねた ー、その 誇々と泊りつづけたことが、そこから今後のこと

しずれていたらなあ、と - ，1' した妄泡1にふけ った 集的がイ王将であると日えそうだ。 を、汚 l味をかみしめつつ論じたことが、この本を

ことを忽い ｮ ｾ す 」 づ ｉ ｊｪｪ が少し長くな っ てしま っ た マチナカへのこだわり 、いやマチナカへの愛府、 思いのほか新制β ・ものに、身近なものにしている 。

が、この一文を，沈んで、思わず、にや っとしてし マチナカは、やはり京のマチナカ 。前段は、 〈見る 〉 文' i ' の好者によるイラストも、バラエティ 42かで

まったから 0 ・・ ー。 <見られる 〉場としての都市・マチナカの歴史と ほほえましい。 ( Ｍ ＮＧｾ Ｚ＠ ｾｾ干委Ｎｬｾ .  . 1 反合処築研究所)

説得力のある住環境デザイン・ガイドライン

竹 山 清 明

ｲ ｽ ，ｉＮ［Ｇ心地のよい ｾｓ イ，ｽ ｌ ｩＧＮ Ｇ｢ の ｬλｬ 谷は、そのｉｯｩ ｉｊ ｍＡｊに

もあるとおりインナーシティにおける r { . どもの

ための住民1成 ( =家紋 II l ) け集合住宅 ) デザイ ン

快適に肘 i工できる出作 !i 士宮をつくるために、まじ ンが机七の空論で ｨ はなく、本当にやればできるｾ

め( ，- 取り車11まざるをえなくな ってしまつような、 践的なものであることが示されているとコえよう 。

説得力のある内作であるとコ ってよいだろう 。 こ あわせて、代川がかかる改善を行なう必裂がある

ガイドライン 」 である 。原げはパンクーパー，! i M

rli ， ｬｬｬ 同日による ｌ のであるが、沢者はカナダのｾｉ｜

ｩＷ ｴ をストレートに沢 ｮｾ するだけではなく、わが ｬｩｬｬ

の現状と対比させた丁寧な沢注をつけている ま

たこの "，でガイドラインの主たる対象となるのは、

川: !1 'If，' J.: t70戸/ ha- 200戸/ haの家族 li ，) け集イヤ !t

宅であるが、このようなタイプの集令住吉は、わ

が同の自11市古11の住吉として一般的なものであると

:=-1えよう 。 この本が実| 祭に集合住宅の Jll 'hj や設計

こでは記・|在されている数 !l f[ は枇! ! 3 ; の包燃であり、 場合には低所得将に対して ｾｉ ｉ￬ｊｬＩｊ令の必要性が明記

良い住宅をつくるためには専門家としてそれ以上 されている，1，'，1: も，i干価されよう 。

の機々な配慮や工夫が必裂であるという 目1' ; : を了解 わが国にもニのようなガイドラインを

に説得され、その公にさせられてしまうのである 。 わが悶の百11，打百11の集合[ 王毛としては、 l l': liil 分"ff: .

ｬ こ ｊｪｅ わる ｾ ｉ ｬＮ 門家によ っ て、有効に ｪ 市川される。 ｊ ｾ が

e)J. まれる 。

良い住宅をつ くる気 にならせるガイドライン

J，'; 心地lのふ、集合11，''(;

一-…-

居心地のよい集合住宅

一一子どものための住環境

デザイン・ガイドライン

パン クーパー市都市計画局編

湯川利和+ 延緩安弘共訳

わが悶で耳目介ｻ主ＧものｾｬＧｩｪ｛ ｩｪ 設計を行なう場介、 ｅｾｾ 町 吋←ぺ 百 ［ｽ ｾ ￳Ｎ 鹿島出版会刊 2，800円

li: 屯の1'{ を法的にコントロールするものとして、

主主築 ｊＦ 準法 ・ ｮｾｊ ｔｨ指導袋縦 ｬ 住宅金融公wなどの コストをかけないでもかなりの改善が可能

，建設 ｊ ，ｾ ; 院がある 。 これらの法的コントロールの 111] r f . 主みやすい{ 五定をつくるのは良いが、令がかか

題点は、無 l味乾燥なH. ! . ili l J の文言や数値が並んでい るからなあ I j という立比に対してこのガイドラ

るだけであり、計阿 ・ ｩ￟ｬｾ Ｎ ｉ Ｇ ＭｲＭ ￎ にとってはこの文ゴ インは、き っちりとしたコスト比較をあわせて行

や数M: が-llir'，可の彼仰 n燃にな ってしまいがちなと なっている 。 'f' iJ 日のかかる改善もあるが、賀川を

ころにある 。 それに対してこのカイドラインでは、 あまりかけないでも配慮や工夫次第で、団地のデ

子どものいる家! 氏が快適に j片! 主できる集令i王をの ザインやコミュニティのっくりかた プライパシ

あり万を、わかりやすい図入りで丁第に解説する ーの 6確保 ・住戸内フランなど、かなりの改善が可

ところからはじめている 。一弘これに nを辿せば、 能であることが. i A . べられている 。このガイドライ

18 控 軍 と 社 会/ 1醐' f . 8 川口

1mマンションなと' が主力を r'i めている 。 これら

の住宅はこのガイドラインに !mらして} 止ればかな

り問題のあるものが多いように思える 。分泌マン

ションについては、光るためにまだそれなりの配

Ｇ Ｎ Ｑｶｾ がなされている場合が多いであろう 。 しかし ｬ ＧｩＺ

1't 7 ンションについては経営1正鮮が第一で) ; r t ! 主性

は二の次にされがちであり、) & 4 > : Ｈｉｾｊ な性能である

Ａｪ￴ 戸脱肢が ｪ ほ近の、 ｦｴｾｊ でも ｏｭ Ｇ を ｾｉｉｊ るなど低質化が

進行しており、その他の l師てa の伐の低下も心配さ

れるところである 。

*  *  *  
以 t のような点から見て、わが凶においても、

でき得れば適切な公的拘Ii J l J J と組み合わせながらの、

このような説得力のある住J';:l 境についてのガイド

ラインが必要とされているように思える 。デザイ

ンの規ilill が法や条例にはなじみにくいとも巧ーえら

れるので、 11日発指導婆緋! などでのこのようなコン

トロールも検討されてよいのではないだろうか。

( 往 築 家 生 活 空1111研究所)



. 私が読んだ本

建築表現と文章表現の間

一 一「西津文隆の仕事 1、2 、3J の編集 にふれて

山 崎 泰 孝

ここ一年、本との付き合いと言えば、恩師西津 る文体とは言い難い 。私が所員の時代に原稿岱き につながっているのみである。これで我々の世界

さんの遺稿集「西津文隆の仕事 l 、 2 、 3 j  (鹿 に悩んでいると、何事も訓練だからといって、械 の立体的多元的な問題を正確に表現し伝えるのは

島出版会) をまとめるのに精一杯で与あった。 極的に書くことを進められ男気づけられた 。今回、 かなり難しい。例えばよいホールとはコミュニケ

また、西津さんが亡くなって数ヵ月後にこの本 遺稿集をまとめるのに西海さんの文章を改めて説 ーション空間としての視党的聴覚的な構造と一つ

の編集に箔手するまでは、自分の本、 「ホールの んでみると、やはり明らかに訓練を重ねられたの の演出思想に基づいた照明 ・音響 ・舞台の諸設備、

計画と運営 j (鹿島出版会) の最後のまとめで忙 か、さすがに晩年の「透ける」論等は、大変魅力 これらの空間構造と諸設備の思想に合った運営、

しく、ここ数年間は読みたい本を買ってきても机 のあるチャーミングな文体になっていた。 更にその運営はそのホールのある地域性や立地条

の上に桜んであるのみである。まさに「税ん読」 しかし、私の方は頭が惑いのか、本を読むのが 件 ・経済性 ・人の問題 ・・・・ と、様々な条件の

である。わが家の大きなデスクに山盛り 2 杯はあ 苦手だったからか、文章舎きも西津さんが出来た 立体的な関係の上に成り立っている。これを一つ

る。 ようには全〈上達しない。自分の本を容くときも の流れの文章の中にまとめるのに苦労した。

何かの機会にある本を読みたいと思っても、見 書きたい項目や内容は山ほどあって目次や論旨の 西浮きんはあまりにも身近だ ったので、意識 し

つけた時に入手しておかないと後日その本を探す て彼の文章を読んだことがなかったが、今回必要

のが大変だ。それで、ついつい買ってはすぐに読

むつもりで机の上に平たくおくことになり、それ

が重なって山となり、現在は数十冊ぐらいは積ん

説中である。一度まとめて数日間自ら行方不明に

なって、それらの本を消化せねばならないと，思っ

ている。西j畢きんは早くから 2 - 3 年に一度は身

体をこわしてしばらく仕事を休まれることが多か

ったが、その皮に「この機会が一番勉強出来るの

でーすわ」と言っておられたのを思い出す。

何かにも住いたが、私の説容法は、その時その

時、仕事に関係して本を読むことである。j 9 1 J えば、

北陸の日本旅館を設計した時は、北陸や旅館に〔

いて直接普かれたものは勿論、和風のデザイン→

日本のデザイン論→伝統論、となったり、旅館→

料理 ・日本庭園 ・寝る・遊ぶ→日本人の生活・儀

式・人生観・ ・・・と時間がある限り関心は広が

ってゆく。それに従 って 、一番手 っと り早い情報

源として次々に本を見ることになる。時には、そ

れが小説や詩や古典に至る。頭をかかえながら哲

学容を読むこともある。

そんな関係で、いちはやく俵万智の「サラダ記

念日」を読んだり、建築のあり方と住まう人の人

柄について舎いてあったと記憶を辿って「徒然草」

を改めて読んでみたりする。 r積ん説」本の中か

ら、その時のテーマに関係して改めて読むことも

ある。

こうして 2 度以上読んだ本が印象に残るのは当

然だが、数年前から大変気に入った本に「音・こ

とば ・人間 j ( 武満徹 ・川困順造箸: 岩波書庖 )

があり、最近のものに市川浩の r < 身〉の構造一

身体論をこえてー j ( 青土社) 等があ る。

きて、本題とは少しズレるが、ここ数年続いた

出版のための経験を少し書いてみたい。もともと

建築家はあまり文章がうまくない。西i暴さんも若

い頃の文、仔IJ えば「ル ・コルビユジェの変貌」等

はきっちりよく書いてはあるが、あまり魅力のあ

アウトラインをカードに告いているときはスムー

ズに進むのだが、具体的に文章を往き出すと話が

あちこちに飛んだり、重複したりで、全〈悪文と

なってしまう。

建築は立体的で、様々な事柄が複雑に絡み合っ

て、そのあり様を決定している。建築家は、当然

その人の思想の下にそれぞれの時と部分に判断を

下すことの積み重ねによって、その建築の誕生の

あり様を決定している。しかし、読者一一建築の

場合は、一般の利用者やウォッチャ一一ーはそん

なプロセスに関係なく結果としての建築のみを各

々のペースで身体を通じて読みとることになる。

この設計者の意図と一般のウォッチャーとのずれ

と重なりの面白さはスペースモデュレーター( 日

本板硝子の P R誌) でここ数年私が企画編集を行

なっている rArchi tecture Wat chi ngj シリーズを

見て頂くとよくわかる。建築の場合は、著者の定、

図と読者の読み取りが、かなり不一致な部分が多

いし、それはそれなりに楽しく刺激的な出会いと

なっていて良い。この部分が建築のアートとして

の存在の部分でもあろうか。

ところが文章は 1 ページから順を追って一元的

に迫られて改めて何回も読むと、一つ一つが大変

よくまとまっていて、今度はそれらの各文章を 3

冊の本にまとめることに苦労した。改題にも主主い

たが、数十倍もあろう莫大な著作からあれだけの

ものを選ぶことにまず悩み、それぞれには幾分重

なり合っているところもあり、それらを量的な配

分も考慮しつつ 3 冊にまとめることには大変な勇

気がいった。やはりその作業を手伝ってくれた「

日干IJ 建設通信」記者神子久忠氏のリードがあって

こそと、改めてプロの判断に感心させられた。

今度、自分の本を書くときにはきっちりした構

成と表現を持ちながら、少しは西浮きんの「透け

る」にある文学的表現を学んで行きたいと思って

いる。

やまざき やすたか

1935年 兵 庫 県 生 ま れ

1960年 早 稲 田 大 学 第 一 理 工 学 部 建 築 学 科 卒 鑑

1960- 1970年坂倉地三建築研究所勤務

1970- 1974年 P L A C E  S Y S T E M 山崎務孝環境計画

研究所を君主立

1973年 アズ・インス引テュート( AZ環境計画研究所) を設立

1973年 プラハ国際妹台芸術祭グランプリ( 戸良市J レナホーノレ)

1977年 福 井 工 業 大 学 教 授

1977年 日本建築学会作品質( 普光寺別院願王寺)

Ｑ ＹＷＹ 年 Ｍ ＱＹＸＲ 年早稲田大学ｾｲＮ市

1982年 I F A国際美術協会特別賞 ( M ビル)

1986年 中部建築賞( グランディア芳泉)

主な作品

芦屋市ノレナホール

普光寺思1)院願王 寺

グランディア芳泉

時間と季節を演出するレストラン

京 都 教 育 大 学 付 属 養 護 学 校 運 動 能 力 育 成 施 鮫 等

主 な 著 書

r  ; t ミ- ) レの計画と運営ー伝統芸能劇場から新多目的ホールまで」

( 鹿品出版会) 等

建築と社会/ 1988年 8 月号 19 
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4  . 半田住宅再生計画( 案)

( 1)  周辺地域の状況 と整備課題

1  ) 周辺の状況

半 団地区周辺の人 口は減少傾向にある 。特に公

営住宅団地と社宅群で大きく減少しており、旧集

落の周辺はむしろわずかながら増加傾向にある 。

J  R東貝塚駅の乗降客も減少傾向にあり、市内鉄

道駅の中での地位が低下している 。

地区周辺は駅からの徒歩圏であるがまだ農地が残

っており、市街化途上にあるが、そのスピードは

ゆるやかである 。

2  ) 都市計画道路整備

半悶住宅の敷地を含んで 3 本の都市計画道路が

計画されている 。

3  ) 生活道路整備

団地西側道路は団地内通路とな っており、公道

ではない。

4  ) 公園整備

地区周辺にはちびっこ広場しかなく、団地内幼

児遊関も含め、公園と呼べ るものは無い。

緑のマスタープランには地区西側に隣接して緑地

が計画されている 。

5  ) 駅周辺整備等

総合計画では東員塚駅前は「近隣商業地ターミ

20 建築と社会/ 19鎚年 8 月号

" 六、 τ1" のマス タープ，シによる

l二'.-t-....， ".1 氾. ，公剛

F 二l伽 吋 タープ，ンによ . " > 4

園 田 . . ' " マストプランに よる

埠陶公剛

ナル盤備」 とな っている 。今後、駅前広場の整備

と周辺土地利用の高度化が必要である 。

また地区周辺の工場跡地に予定されているショ ッ

ピングセンターに対して、周辺商業地の対応策が

求められる 。

6  ) 市街化区域内空閑地の市街化

地区周辺は駅から徒歩圏内にありながら空閑地

が多〈、市街化が進んでいない 。

地域の活性化を図る上でも市街化を促進する必要

がある 。 (図- 8)  

(2)  半田住宅の計画条件

1  ) 地域地区

用途地域としては、大部分が住居地域(200/ 60)

であり、 一部駅近接部分は近隣商業地域(300/ 80)

で単防火地域とな っている 。

大阪岸和田南海線 ( 大阪和泉泉南線) の東は 100m

程で調整区域とな っている 。

2  ) 駅へのアプローチ

J  R来貝塚駅まで150m- 500mという至近距離に

ある 。

3  ) 自動車交通

南に隣接する大阪和泉泉南線が大阪につながる

広域幹線道路で交通量も多い。22mへの拡幅が計

画されている 。

図 - 8 既定計画図

貝塚半田住宅

4  ) 旧集落に隣接

この団地は旧集落に隣接しており、地区東側の

市道桜塚 l 号線 ( 者日市計画道路半田東 山線) をは

きんで旧集落がある 。

この「半田」の 旧集落は帰化 人の秦氏が住みつい

た集落で、道教寺も 由緒のある寺である 。

5  ) 周辺遺跡

近接して、 「泰廃寺跡J r麻生川王子神社跡」

「半田遺跡J r麻生中遺跡」などの埋蔵文化財が

あり、又、熊野街道の一里塚が残っている 。

6  ) 桜並木

団地内には桜並木があり、付近の花見の名所と

して親しまれている 。

7  ) 敷地形状

全体としては矩形であるが、 3 ヶ所にわた って、

民地が割込んて酬いる 。

(3)  半田住宅の現況

半回住宅の、現1 : E の管理戸数は280戸て¥うち

151戸が木造、 81戸が簡平、 48戸が簡 2 である 。

現況の配置上の特徴は、桜並木があるクラ ンク状

の南北道路で、これに沿って水路 も走 っている 。

現在の居住者の桜並木に対する愛着も配慮して、

出来る限り残したい道路である。 (図- 9)  

(4 )  計画の方針

1  ) 土地利用計碩の基本方針

駅に近〈、新空港によるポテンシャルの増大も

予想されるので、基本的には高密度化 を図る 。

駅近くは高密度化して、アーパニティを高め、駅

から離れた区域はやや密度を下げる 。

駅に近いー函 ( 近隣商業地域) には生活利便施設

等の立地を見込む。

既存の桜並木を活かし、 “新熊野街道" として地

. 域』こ開かれた歩行者軸を形成するとともに、府営

住宅とその他住宅の一体化を図る 。

隣接旧集落に対しては、日照 ・プライパシィの確

保等について配慮するとともに、遊歩道によって

団地とのつながりを確保する 。

ころがし計画を配慮、して、現状の区画構成を尊重

した土地利用とする 。

2  ) 住宅供給方針

府営住宅を現戸数と概ね 同数建設し、残る用 地

には、 ①地域活性化のため、多様な住宅供給を図

るほか、 ②府営住宅居住者の中の中間層の受け皿

住宅として地域特貸住宅等の導入を検討する 。

府営住宅は 3 DK を基本としながら 、多家族向け

等の型別供給を行なうほか、高齢化対策として、

中層エレベーターの設置や老人同居向け、老人小

世帯向け住宅等の供給を行なう 。



3  ) ゾーニン グの方針

府営住宅ゾー ンとその他の住宅等のゾー ンとの

区域は明確に区分する 。

各ゾーンは生活利便施設等の立地や密度を考j抵し

て設定する 。

4  ) 動線計画の方針

桜並木は、歩I匹敵合のコミュニティ道路として

盤備し、歩行者はこのコミュニティ道路からのア

プローチを原則l とする 。

また、車の動線としては、通過交通が発生しない

よう配慮するとともに、西側道路に車が集中しな

いようにする 。

5  ) 住都R配置の方針

住棟は桜並木に沿 って配置し、コミュニティ道

路まわりの空間を充実させる 。

大阪岸和田南海線には騒音を考慮して妥面を向け

る。

半田鳥羽線は「駅前通」としての長観形成を配慮

した配置とする 。

北側めコーナ一部に高層ポイント練を配し、アー

パニティをもっ団地の顔をつくる 。

府営住宅は中層、その他住宅は高層を基本とする 。

6  ) 公閲 P. L. は、 府営住宅ゾーン、その他住宅

等ゾーンがそれぞれ所要規模を硲保する 。

駐車場率は府営住宅で50% を目標とし、管理面を

考慮して、ブロ ック毎に適度に集中させて設ける 。

その他住宅では駐車場率をできるだけ高くする 。

7  ) 民地の扱い

本計画では民地の移転、交換は前提とせず、現

弓今

状のままとして計画する 。

府営住宅に隣接している民地については、サーピ

ス道路について配慮する 。 (図ー 10)

5 . 今 後 の 検 討 課 題

( 1)貝塚市の住宅・まち づく り及び公営住宅のあ

りかたについて

1  ) 公営住宅の「基本的整備ー方針」に関するより

総合的な検討

基本的重量備方針については、公営住宅法を踏まえ

ながら、団地特性 ( 立地、需要、老朽化の程度な

ど) 、住戸改善と主主替事業の連携、市のまちづく

りとの箆合等を踏まえて、より総合的に検討を行

う必要がある 。

2  ) 大規模団地の再編による事業者ミ ックスに伴

う管理問題の検討

大規模公営住宅団地の再編によ って、公営住宅

以外の住宅供給主体、生活利便施設等の建設運営

主体等、複数の卒業者が共存する団地となると共

用スペースや共同施設が多くなる 。これらを団地

として一体的に管理 ・運営する手法の検討が必要

である 。

(2)  半田住宅再生計画に ついて

府営住宅とその他住宅等とのゾーニング、桜並

木と水路の生かし方などについて、今回の検討は

第一次検討ととらえ、更に、入居者、周辺地域、

市、その他住宅等の事業主体、各々との協議を踏

まえた検討を進める必要がある 。

園璽霊園盟. .  

2  ) その他住宅のイメージの具体化

本地区にふさわしい住宅として、 a度、階数、

住戸規模、デザイン、入居者像などについて、周

辺地域の特性や現況を踏まえながら、どのような

ものにすべきかを具体化していく必要がある 。

3  ) その他住宅の成立条件の詳細な検討

本調査で与は慨略の検討に終わ っているが、事業

化に向けては需要の把握、商品企画なども含め詳

細な検討が必要でいある 。

4  ) 生活利便施設の立地可能性の検討

現状ではあまりポテンシャルが高いとはいえな

いが、将来的には、人が集まる鉄道駅に近接して

いるので、商業施設に限らず、サービス施設 ( ス

ポーツ ・カルチ ャ一、保健医療等) 、業務総設、

市民地設等機々な施設の立地が考え られる 。需要

に対応するというだけでなく、団地の魅力のーっ

としても考えられる 。そういう観点から、どのよ

うな内容のどれくらいの規模の施設が立地可能か

を検討する必要がある 。

5  ) 私有地の移転 ・交換等の検討

割l込み私有地については移転 回交換等について、

事業手法上の可能性の検討、メリ ッ トの検証等を

行なう。 ( 完)

お詫びと訂正

7 月号 「翻盆研究レポート 」文中末尾 ( ページ 60)

大阪府営貝塚半田住毛再生計画策定委只会委只名

の内で

Ｇｪｾ＠ 平日!?，氏 (: 京都大学工学部教授 ) のお名前は、

総 和夫氏の誤 りでした。訂正させていただきます。
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- 実用新案登録・特許 ・実用新案量銀出願中

l  ガードフロンの6 つのポイント l  

1 . 耐候性・防水性抜群

2. 耐薬昂性抜群

3. 耐汚染性抜群

4. 耐退色性抜群

5. 滑り性抜群

6. 施工・加工が容易

販売代酷 カンセツ産業株式会社 製造元 東海金属株式会社

大 阪 本 社 大 阪 市 港 区 磯 路 2 - 2 2 - 2  TEL  06- 574- 2801 

東 京 支 社 東 京 都 中 失 区 八 丁 堀4- 11- 5 TEL  03- 553- 2766 

( 月星ビル)
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|新建材紹介コーナーNo. 157 日本建築協会建材委員会|

防蝕シー卜

販売代理l苫 カンセ ツ産業株式会社

大 阪 本 社 大 阪市港区磁路 2 - 2 2 - 2  T  E  L 0 6 - 5 7 4 - 2 8 0 1  

ガードフロン
東京支社 東京都中央区八丁繍 4 ー 11- 5 ( 月皐ピル) T  E  L 0 3- 553- 2766 

製 造 元 東 海 金 属 株 式 会 社

東京都千代田区大手町 2 - 6 - 2 ( 日本ピル545号 ) T E  L 0 3 - 2 4 3- 1380 

. はじめに

現在、外装材として数多くの製品が市販されて

いる。その中で、耐候性 ・耐腐食性 ・耐薬品性・

耐水性 ・耐汚染性という点に注目して、全ての性

能を有する製品は数少ないと恩われる 。今 回紹介

する「ガードフロンJ は、これらの性質をもった

防蝕用 シートとして開発された製品である。 i ガ

ードフロン J は、フ ッ素樹脂フィルムとアルミ箔、

さらに特殊樹脂フィルムをラミネートさせた製品

て < フッ索樹脂フィルム〉 と くアルミ箔〉の両

者の優れた性質を兼ね備えている 。ま た施工は、

〈シ ート状の製品( 裏面に粘着剤付) を、貼る 〉

という簡便な方法で行なえるという利点がある。

沿岸地域など環境条件の惑い場所や、耐候性 ・耐

薬品性を必要とする、屋線 ・タンク ・配管などの

防蝕用としての利用に注目されている 。

. ガードフロンの清成

フッ素樹脂フィルム ( テ' ュポンネ土ーテドラー )

にアルミ箔と、強化保護フィルムをラミネートし

ており、裏面に粘着層を設けている 。( 図 1  )  

着色品は、フッ紫樹脂フィルムとアルミ箔の間

に着色フィルム層を設けている 。ま た粘着剤は、

下地の状況によりアクリル系と合成ゴム系の 2 緩

類が、標準仕様となっている。

. 性能

①耐候性

表面層のフッ紫樹脂フィルムが、抜群の耐候性

を有する司王は、衆知の通りであるが、さらに高度

な技術と長時間の実施テストによって、アルミ箔

と特殊フィルムとのラミネートを成功させ、より

いっそう商材の耐候性と被若体の保護性を向上さ

せている 。表- 2 のように耐候促進試験において、

屋外暴露2 0年相当で変質 ・退色はみられない。

② 耐薬品性

表面フィルムは 、各薬品・油類等に対して 、抜

群の性能を有する 。

③ 耐汚染性

表面フィルムは、フッ素樹脂フィルムのため、

按水性が良〈汚れがつきにくく、 F付着した汚れも

簡単に洗い落とせる 。 またアルミ箔がラミネー卜

されているため他 のプラスチックフィルムに比べ

て、静電気による帯電圧も低い値となっている。

なお、食品類や飲料水と直接に接しても衛生上問

題はない 。

④ 耐熱性

- 4 0 . C - 8 0 . C の範囲内では、一定溢度または、

衆熱くりかえし状態でも、著しい劣化は認められ

ない。( 表ー 1 )  

標準寸法は、一般粘着( アクリル系) タイプが、 ⑤ 滑り性能

幅 : 9 8 0 ' %X 長さ : 5 0 m、特殊粘着( 合成ゴム ) タ 表面フィルムの 、動摩擦係数、静摩擦係数およ

イプが、幅: 9 6 0，%X 長さ: 2 0 m又は 3 0 mである 。 ひe 表面粗皮がノj、さいため、滑り性能が良好である。

ガードフロン構成図
民験項目 民

- 総厚/ 200μ - 2 4 0μ
耐 候 性

"  

また他の金属やプラスチ ックフィルムに比べ耐摩

耗性にすぐれている。この性質を利用して、多雪

地域では、屋恨の表面材として使用されており( 姉

妹品として「スペルーフ J または「スガモラーズj

という商品名で販売されている )、抜群の滑雪効果

をあ (f ている。

. 施工方法

ガードフロンの施工は下記の要領による。

① 素地調整 .... .... 2 - 3緩ケレンを基準とし、

ワイヤブラシや電動工具て¥

浮錆 ・ゴミ ・呉物等を除去す

る。

② プライマ ー塗布ー・素地調整後4 8 時間以内にウ

レタン系プライマーを塗布

する 。( 標準 2 回塗)

③ 清 掃・ ・ ・・ゴ ミ等を除去する。

④ 鮎 付・・・・…・…離型紙をはが し、中央から周

辺へと貼付をおこなう 。

⑤ エ ッジ処! I " " " シートのエ ッジ 部分を、コー

キングまたはメジテープ等で

処理する。

伯苦言 紳/ 建材委員

験 個i 民 験 方 法

/ ' / 4  

大

13 • zs 

寸粘着強度

'‘ 
2  11 

置

ノ「退色度

図ー |

民験項目 民 験 値

耐 熱 性 異 状 な し

耐 司匹 性 異 状 な し

寒舵〈り返し試験 異 状 な し

粘滞力温度依存度 ノ¥

表一|

フッ察側脂フィルム( テドラー}

符撚樺色フィルム{有り・J I l し}

アルミ1:<

強化保11フィルム

枯嫡周

関陣型 紙

民 験 方 法

80・C x 720時間静置

- 40' C x  720時間静置

s3Eg渇3cσxX c  1  1  ，s s m間- x温)(0.5時間ー - 30"'C )(1.5崎間
l  

0.5崎間 宮温 )(0.5旬開

X1.5旬開ー宜温 XO.5時間- t trC90%XI 5.S時間

2 サイクル〈リ返し院験

20・C 下で 15醐巾サンプJ レをステンレス板に

添付し. ＲＰｾ 予間紋置後 ＭＴＰ ・ ｃ から Ｑ ∞ Ｇｃ の雰

囲気に20分間綾田1[... その龍，その雰囲気

下で粘着力を測定した.

引強速度 100嗣/ 骨

引張角度 180度

耐 水 性

耐温水性

耐沸! I 水性

20 色

塩，g'.z 書 、

， 

， 

， 
度

， 15 

， 

7  ， 

寸 j情強度
E  ， 

， • 10 
" E  

1 2 5  

， 

， 

s  
， 

a‘  ， 

4‘  
s  

"  3  

， 

「還色度
， 

a‘  ， 

。
200 

' 00 
600 8凹 1000 IZOO 1400 16田崎間

。
10 20 30 ' 0  年相当

ウェザー〆ーター照射時間

. 一一一ー・ 枯薗強直 企一一一一企 退色直( アオ)

. 一一一一. 枯膚強度 .色PVC(アオ) 町通色贋{容考値)

{酎候促温民腫) J  I  S  A . t415 {撞着櫨度) J  1  S  Z  .0237  

デューサイクルサンシャインウ z ザー 表面フィルムー符障施色フィルム問

〆ータ- ｗｅ Ｎｓｕ ｎ Ｎｄｃｾ 使用 町制圃強度

' 0時間 = 1 年問屋外. 震に帽当 制雌条件左 問

(帖婿強度) J  1  S  Z  .0237 (墨 色麿) J  I  S  Z  .8730 

カラートタンとの枯膚強直 邑楚. o. E(Lab) により温芭置とする

制阻条件 180・C刷離ースピード 100圃/分 ND50・DE色建計( 日本電色)令使用

異 常

'. 
L  

水浸，蘭鼠験 5  ，事継続中

J  1  S  K  .5400 

鼻 常 な し 30・C 温水書，買民放 4 '芋継続中

24時間以上浸，111 した場合剥離発生 94:!: 2. C 沸鰻水漫"' 1; {駿

表 - 2  
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法令コーナー

編集委員会法令分科会

2 2 8  

尿尿浄化槽の処理対象人員算定基準( J I S A  3302- 1988)  

の改正

改正の経緯と考え方

処 理 対 象 人 只 算 定 方 法 は 、 昭 和44年 建 設 省 告 示

第3184号により、 「処理対象人貝の算定方式は、

J I S  A  3302に よ る 」 と 定 め ら れ た 。

このt ) : 定基準は、その後見直しが行われていな

い た め 、 実 情 に 合 わ な い 点 が 多 〈 生 じ て き た 。

今 回 ( 昭 和63年 4 月1 日) の改正の基本方針は、

現 状 と の 艶 合 を 図 る た め 、

① 建 築 用 途 の 多 機 化 、 建 築 物 に お け る 水 の 使 用 形

態 の 変 化 等 を 踏 ま え 、 こ れ ま で の 基 準 の 建 築 用 途

区 分 お よ び 人 貝 算 定 方 法 の 見 直 し を 行 う こ と

② 従 来 の 基 準 は 、 便 所 か ら の 排 水 の み に 治 目 し て

作 ら れ て い た が 、 今 後 の 尿 尿 ・雑 排 水 合 併 処 理 浄

化 柑 へ の 適 用 を 配 慮 し 、 雑 排 水 の 処 理 を 重 要 な 対

象 と す る こ と

の二点となっている。

そ の 概 要 は 、 対 象 と す る 建 築 物 か ら の 1 日当た

り の 排 出 水 量 ま た は B O D量 ( B 0  D 濃 度 × 水 晶 )

を、原則として延べ面積、計画人貝( 定貝等) 、あ

る い は 便 器 個 数 な ど を 原 単 位 と し て ( e  1m' 目、

t l 人 ・目、 el 個 、 そ の 他 ) 求 め る こ と と す る 。

またt ) : 定人只は、原則! として単独処理浄化槽に

あ っ て は B O D負 荷 量 13( g I人 目 ) 、 水 証 負 術50

表ー 1 処理対象人員算定基準およひ・汚水量、 B O D量参考値 (j j ct¥、)

( t  I 人 ・日) 、合併処理浄化槽にあっては B O D負

荷 量40 ( g  I人 ・日) 、水量負荷200 (  e  I 人 ・日 ) を原

単 位 と し て 、 処 理 対 象 人 員 ( 人1m' ) を 求 め る こ と

としている。

し た が っ て 、 処 理 対 象 人 艮 は 、 建 築 物 か ら 排 出

さ れ る 生 活 系 汚 水 の 水 量 、 水 質 か ら 算 定 し た 汚 濁

負 荷 量 を l 人 ・1 日当たりの人口当量に換t ) ーした

人 貝 数 ( 処 理 対 象 人 員 ) を 基 本 と し た 数 値 で あ る

の で 、 そ の 建 築 物 に 現 に 居 住 ま た は 勤 務 し て い る

人只数を表すものではない。

処理対象人員算定基準

処 理 対 象 人 貝 算 定 基 準 お よ び 処 理 対 象 人 只 の 算

定 根 拠 と し て 、 汚 水 量 を 用 い た 場 合 と B O D lli:を

用 い た 場 合 の 参 考 値 の 抜 す い を 表 ー 1 に 示 す 。

し た が っ て 、 浄 化 槽 の 設 計 に 当 た っ て は 、 処 理

対象人只・ ( n) に 1 人 当 た り の 汚 水 量 お よ び B O

D 盆 を 乗 じ た 容 量 以 上 と す る こ と に な る 。

な お 、 処 理 対 象 人 員 の 算 定 例 は 、 図 ー 1 お よ び

表 - 2 にもとつ' いて、以下に示す。

( 建築行政協会大阪府支部長

大阪府建築部建築指導標畏 立成良三

処 理 対 象 人 以
算定単位当たりの汚水盤および B OOi，蜘'_s:拳-%直 処理対象人民(n11 人当たリ町汚水量およびB OD量令制直

主 l ! 築 用 途

1): 定 式

イ 住 毛

A  - 100 

n = 5 + ( " '  ＳｾＭＭＱ＠

住

宅

施 ロｾｾ 同 住 弓，己
n  =0. 05A 

設

|剥

係

ハ 下 街 ' * 桁令 n  = 0 . 07A 

学技指l(i 1守 mw草寺

ニ ャンフ官; 合革人ホー n = P  

ム : j 6. 盤施設

イ 脂 r. ai ' ? ーケ y ト n  =0. 075A 

ロ 百 ｬｾ＠ m "  =0. 15A 

li5 

Z曲

一般のt晶子干 n  =0.  72A 

I則 f'Ji 罰負倒的

飲食m
高 い 場 合

n  =2. 94 A 

係

汚濁負 {J rの

n  =0. 55A 

ｦＱｾ い場合

ニ 喫 4長 m 1  n  =0. 80A 

処 理 対 象 人 員 算 定 例

1  ) 処理対象人員の算定

1): 
，純A ニ-

t幹 位

n  人口( 人)

ただし、 ａ が ＱＰＰｭＧ 以下町場合 ＱｾＵ 人とし、

A カ包20m' を越える場合は10人とする.

A  延べ而fi l (m' l

n  . 人民( 人)

ただし、 l  戸当たりの nが3. 5人以下の

3晶合i立、 l 戸当たリの n を3. 5人または

2 人 ( 1 戸が l 肘室だけてオ再成されてい

るま佐合に限る) とし、 l 戸当たりの nが

6 人主Uニの場合は、 l 戸当た りの n を6

人とする.

A : 延べ而械(m' l

n  . 人以( 人)

A : 延べ耐向(m' l

n 人只( 人)

P: 定U( 人)

n  人口( 人)

A : 延べ面if自(m' )

計算例は、 I占舗と共同住宅をイf する往築物の例である.

(11一般飲食応の部分

床而積 160mヘ人民は 0. 72人/ ，げであるから、 n =  160(m' J XO.  72 

〔人/ m' J = 115. 2( 人〕

t似虫処理対象

汚 水 量 B OO機皮

2. 5 260 

( e/m九日 ) ( mg/ e)  

3. 5 260 

(  e/m' 日) (mg/ e)  

50 

260 

( e/ 人・日 )

( mg/ e)  

(問

3. 7 

( e/ m人目 )

7. 5 

( e/ m九日 )

36 

(  e/m' ・tl)

260 

147 

(mg/ e)  

(  e/ "，. 日)

28 

(  e/m" 日)

40 

( e/ m人日 )

合併秘史似す象 単 独 処 理 合併処l l l !

汚 水 魁

10 

( e/ m九日 )

14 

(  e/m' ・日)

200 

(  e/ 人日)

(円

15 

(  e/ "，. 日)

30 

(  e/m' ・日)

130 

(  e/m" 日)

260 

( e/ m九日 )

110 

(  e/ m九日)

160 

(  e/m" 日)

BOOi lJ主 汚 水 量 B OD量 汚 水 量 BOOi . 1 

( e/ 人・日) (  g/ 人・日) { e/人・日) ( g/ 人・日)

。 。 。 。

50 13 2∞ 40 

200 。 。 。 。

(mg/ e  1  50 13 2∞ 40 

110 。 。 。

(mg/ e)  50 13 2∞ 28 

200 。 。 。 。

( mg/ e  )  50 13 2∞ 40 

150 
( e/ 人・日) ( g/人・日) ( e/ 人日 ) ( g/ 人・日)

( mg/ e)  

。 。 。

50 13 
2∞ 30 

150 。 。 。

(mg/ e)  50 13 200 30 

220 。 。 。

(mg/ e)  50 13 180 40 

450 。 。 。

( mg/ e)  50 13 90 40 

200 。 。 。 。

( mg/ e)  50 13 2∞ 40 

150 。 。 。

( mg/ e)  50 13 2∞ 30 

(2) 共同住宅の部分

①床 Ihifl lI ，560m' 、人只は 0. 05人/ ，ずであるから、 n = 1 ，560 

〔川 XO. 05( 人 / 耐J =思 &

②- ) j 、共 |百l住宅のた f.:' l ，! l ' によリ、下似の人以は 1 0 K を

2 人/ 戸、その他を 3. 5人/ 戸、上限的人 μ はすべて 6 人

/ 戸とJ j ' えら れる .

したがって、

表 - 2 計算例の建築物の用途と面積 ill 築物的 l 附には一般飲食18がJ <i J J i りに凶! してe泣け句 IL. その他的部分は MI J W七 下限人μ = 2  ( 人/ 戸 ) x 3  (戸 1 0 K の戸数 ) +3. 5(人/ 戸〕

階 数 l 階 2階

寸 2飲食m( m') 160 

1 0 K  l 戸 別 相/ 戸 = 4加

ｾｾ＠
2 L OK  3F' X6肺/ 戸 =18001 4 F三X 6伽1'/戸=240m'

同

住

! p X 8白げ/ 戸 = 8Om'
毛{  

3 L OK  

共m部分Ifl iW(m' ) 90 65 

1l- 日1'(01') 430 430 

24 建築と社会/ 1988年 8 月号

3陥 4階

I pX4釦が/ 戸 = 4尉ず I pX 45m' /戸 = 45m'

4 pX 6白n' /戸=240' " 4p X 6加/ 戸 =240m'

1p X 8 0m' /'戸= 8加 ' I p X 8伽 Vゾ戸 = 8伽ザ

65 65 

430 430 

合計 (m' )

160 

1，560 

1，720 

X18( 戸 2 L O  K 、3 L  0  Kの戸散 ) = 6 9人

上限人口= 6 ( 人/ 戸 ) X21( 戸) =126人

この場合69人 ( 78人かつ、 126人> 78人とな IJ 、①で算定した

78人という他は下限と上限の Illl に収まっているので、ここで

は78人を係mする。( もしも①て・求めた他が下阪の11在よりも

小さい場合は下限的f也、。てつ正めた{ 直が上阪の他より大きい

場合は上限の( 直を保問する)

2) 合計処理対象人員

115. 2( 人) +78( 人) = 194( 人〕
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建築技術安全審査委員会について

@ 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

所 在 地… 吹田市議白台5- 8 ー 1 〒565

電 話・・( 06) 872 - 0 3 9 1  F A X.. .  ( 06)  8 7 2 - 0784 

業務時間・・・平日: 9  :  ＰＰ ｾ ＱＷ＠ :  00 

土 曜 Ｚ Ｙ Ｚ ＰＰ ｾ ＱＲ Ｚ ＰＰ

1. はじめに
.， 

当委貝会は 、昭和50年 1 月近畿建築行政述絡会議の要請により建

築主事の諮問機関として、同連絡会議が定める構造等取扱要領に掲

げられた建物等の安全審査( 以下「審査J という) を行うことを目

的として発足しました。同要領は、昭和56年 6 月の建築基準法施行

令の改正に伴なって建設省住指発第96号の通達を受けて改訂され、

高さが4 5 m ( 鉄筋コンクリー卜造は 31m) を超えて 60m以下の高層

建築物についての構造安全性を判断する「評価」が追加されました。

なお、当委員会では近畿以外の地域の物件についても「評価」や

「審査J を行っております。

2.運営

当委員会は、主に近畿における大学の先生方で構成されており、

月 1 回開かれる常任委員会において申込み案件を審議し、案件ごと

に 2 ・3 名の委員からなる小委員会( 部会) を設けます。詳細審議

はこの小委員会で行われ、通常 2 ・3 回聞かれます。審議終了後、

担当委貝により報告啓( 案) が作成され、常任委員会での審議を経

て報告書が交付されます。

常任委員会での受付から報告書ーの交付までのJ ¥l l聞をできるだけ短

縮するよう配慮しておりますが、その期間は通常ほぽ 2 ヶ月余とな

っています。

3 申込み方法

建築主事から建築確認申請予定物件について、当委員会の評価あ

るいは審査を受けるように指示された場合、下記の書類をそろえて、

常任委員会開催 1 週間前( 原則) までに当試験所にお申込み下さい。

なお、資料等の作成にあたっては、事前に当試験所と相談の上進

めていただくようお願いします。

0 評価又は審査申込書( 当試験所所定の用紙) … … … … … 1 通

0 建築主宰の意見書( 審査項目を記11はしたもの) … … ・… … l 通

0 総括説明啓( 常任委員会及び小委員会用資料) ・・・… 17部

0 構造設計図書一式( 小委員会用資料) ー………・・・……… ... 6 部

4 評 価 料 ・ 審 査 料 に つ い て

常任委員会での受付終了後、当試験所より申込者に対し、請求書

を送付致しますので、所定の銀行に振込んで下さい。

5.評 価 シ ー ト に つ い て

当試験所では、評価を完了した物件について、評価内容の概要を

一般の方にお知らせする目的で 、申込者のご協力を得て評価シート

を作成し、機関紙 i GBRCJ tこ掲載しておりますので、ご利用し

て下さい。

ご不明の点は、当試験所の企画室までお問い合わせ下さい。

財団法人 8本建畠健会民厳司時 11 
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精進審査( 肝価 ・審 査 ) に 伴 う 事 務 手 続 き の フロー

日目56. 6.  1.  改訂

近畿建築行政述絡会議

次の各号に該当する綿造方法について、 Ｇ ｬｾ ｬￌ ￭ｪ に財団法人日本建築総合試験所得資

機関の技術的審査を受け、村i造血げJ 上支l噂がないと判定され、かつ、 ill 築必 t相法施

行令第 8 :1在のm定を満足するものに対しては、姐E築恭準法第20粂のm定に! J ; ; づき安

全性を確認されたものとして取倣う .

(1) 審貨を受けることによリ建築基琳法1 1 ¥20粂に基づき確認される高層 ill 築物等.

(1) 高層建築物

鉄骨鉄筋コン 7 リート造

4 5 m < 一 一 I 孟60m

主" 'f :f  .t立

31m< 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 孟6 0 m

の内建築主'1'>が意見を; J < めるのが適当と判断したもの.

(2) H  P  C 工法 ( ただし、建築主併が在来工法のみなすものは除< )

(3) 現場打ち及びプレキャストコ ン7 リートによる壁式鉄筋コンクリ ー ト造で特

殊なもの.

ω  硲認上、判断の似拠として審公を必要とするもの。

(1) 肉強度コンクリート ( 29F  c  >  270kg/ cm' ) 及び太径鉄筋 ( 051 世等) 、その他

特殊な材料を用いるもの.

(2)  典観基礎を併用するもの.

(3) 壁式とラ メン締法の大縦十比な併用 . ( 立体的及び平面的併用 )

(4)  その他建築主4 ) . > が意見を求めるのが適当と判断したもの.

( 例 )¥n 解析が特殊なむの

付) 継手( 鉄筋 ) の特妹なもの

り，) 1書状物の特殊なもの

同 水 中 綿 造 物

(オ) 吊リ下げ情造物

(カ) ラックヒソレ及び立体駐111場て'特殊主もの

(キ) プレストレスト摘巡で機造計画上疑波を生ずるもの

(外 電子計算機の使用に附して判断の困難なもの

( 外大脱線工作場

(a) 令第 138条 lJ j' ll 号( 煙突 ) 中、向きがl∞m を超えるもの.

(b)  令第 138条11)'i 2号( 鉄筋コ ン7 リート泣の位、鉄枝、木柱等 ) 中、高きが50

m を超えるゴルフネ y トm.

(c) 令第 138条 1 m3号( 広告俗、広告板、装飾俗等 ) 中、高きが100mを超える

もの。

(d)  令第 138条 11貰4号( 高架水憎、サイ口、物見浴等 ) 中、高さが100mを越え

るもの。

(e) 令第 138条 l 耳15号( 線虫) 小、問さが10mを超えるもの.

( 原目1) として 10mを越えるものは認めない . )

( 1) 令第 138条21)'[中、 1. 2. 3 号で、その情造が特妹なもの.

(g) 製造砲設でその榊造が特係なもの.

( 以下、別記省略)

近 復 建 築 行 政 連 絡 会 機 構 造 等 審 査 取 扱 要 領
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精 霊流

互 の 陽 の 暮 れ 淀 む 中 、 門 火 の 麻 幹 が チ ロ チ ロ と 燃 え 尽 き る と 、 供 物 を 包 ん て 精 霊 流 に 出 か け る 。子 供 の

頃 の 8 月15 目、毎夏のことであった 。 そ の 頃 、 海 か ら 速 い 大 阪 の 東 部 で は 、 供 物 は 最 寄 り の 運 河 で 舟 に

預 け た 。夜 の 薄 暗 が り の 中 、 見 知 ら ぬ 町 を ト ポ ト ポ と 2 キ ロ 程 歩 い て 通 り 抜 け る の は 、 毎 年 の 、 家 族 と

共 の こ と と は い え 、 一 抹 の 不 安 と 輿 哲 が あ り 、 日 頃 見 慣 れ た 件 ま い と は 迩 っ た 、 別 の 不 思 議 な 光 景 を 眺

め る 思 い で あ っ た 。 辿 り 靖 い た 橋 詰 は 、 カ ー バ イ ト の ラ ン プ に 照 ら さ れ 、 立 ち 込 め る 香 の 中 、 船 頭 さ ん

に 包 み を 投 げ 渡 す 人 々 で 賑 わ っていた 。

今 で は 、 新 興 住 宅 地 や 団 地 に 限 ら ず 多 く の 町 で 、 送 り 迎 え の 火 も 、 供 物 を 流 し 得 る 川 も消えた。生死を

さ 迷 う 人 の 体 も 、 使 え る 部 品 の リ サ イ ク ル を と 切 り 刻 み か ね な い 「 合 理 的J 議 論 が あ る 一 方 で 、 盆 の 帰

郷というあの毎年の難行や、都市の墓場の払底からみて、単に世間を↑ 1' jL る形だけのことにもせよ、 「先

祖 の盤 を祭る J と い う 「 非 合 理」 な 心 情 も い ま だ 恨 強 い 。亡 き 人 を 偲 ぶ よ す が に は 、 墓 標 や 墓 地 が こ れ

か ら も 必 要 と さ れ る の で あ ろ う か。

盆には殺生を禁じられて、赤島!j 虫令や精霊童躍も 1: ! 5 々飛び交い、微かな秋の気配が j漂い初める頃、宿題の始

末 を 気 に し つ つ 、 十 日 程 後 の 地 蔵 盆 の お 下 が り を 待 ち 佑 び る 。 ( K .  F )  

そして大阪- 2

最初の勤務地である名古屋から、時々京都へ遊ひ' に行くようにな っ たのは、もう 10年 以 上 も 前 の こ と で

ある 。始 め は 日 帰 り で、エ リ ア を 決 め て 歩 き ま わ っていたが、ふとしたことで春絹屋という宿を知り、

利用するようにな っ た 。 扶に鏡が然主 ｦｾ 作に置かれた、正面大橋の近くにその宿はあった 。 狭い間口と深

い 奥 行 を も っ 2 階 家 は 、 典 型 的 な 京 の 町 家 で あ った。 老 婆 と 、 そ の 娘 さ ん の二 人 で 営 む 宿 に は 、 彼 女 た

ち の 住 ま い の 他 に は 5 、 6 室 の 客室 が あ る だ け で あ っ た 。 た い て い は 鴨 川 に 面 し た 部 屋 に 泊 った が 、 残

り の 部 屋 は 長 期 滞 在 の 、 そ れ も 外 人 さ ん が よ く 利 用 し て い た 。 だ か ら 、 風 呂 場 に は 注 意 書 が、英 語 で 普

か れ て い た 。 r湯 舟 の 中 で 石 け ん は 使 わ な い よ う に リ と 。部 屋 に は 、 床 の 間 に 使 い 込 ま れ た 朱 塗 り の

鏡 台 が 置 か れ 、 周 囲 に 何 と は な し に な ま め か し さ を 深 よ わ せ て い た 。 朝 、 五 条 駅 の 喧l換で自が党めると、

部 昼 の外 に は 、 盆 の 上 に パ ン が ひ と 切 れ と イ ン ス タ ン トコーヒーのびん、それに リンゴが l 個 釆 せ ら れ

て 世 か れ て い た 。 こ れ で1500円 は 十 分 に 魅 力 的 で あ っ た。 外 に 出 る と 、 狭 い 小 路 に は 打 71<が さ れ 、 前 夜

の あ や し 気 な 呼 び 込 み は ど こ の 世 界 か 、 と 息 わ せ る 爽 や か さ を 感 じ さ せ て く れ た 。 この宿も 、老 婆 が 亡

くな って し ば ら く し て 、 廃 業 し て し ま っ た 。 ( K .  T )  

素

一 般 的 に 、 私 達 設 計 者 は 、 ク ラ イ ア ン 卜から、敷地、用途、予算等の条件を受け、形を考えてゆく 。 そ

の 考 え て ゆ く 過 程 で 、 ク ラ イ ア ン 卜 に は 従 順 で も 、 余 り に も 作 者 と し て 、 つ く ら れ る も の に 対 し て一 方

的 な 姿 勢 を 持 ち 過 ぎ て は い な い だ ろ う か。建 築 設 計 の 姿 勢 に は 、 放 初 か ら 強 引 に か た ち 化する方法と、

敷 地 と し ば ら く 対 話 し て か ら か た ち に す る 方 法 が あ る 様 に 、その プ ロセスにおいても、鉛鋒が動いた制に

よ って 作 ら れ る 客 体 化 さ れ た 対 象 に 思 い 入 れ 強 く そ の 対 象 の み を 把 え て そ れ を 変 容 さ せ る 方 法 と 、 答 体

化 さ れ た 対 象 が そ れ そ の も の と し て の 独 自 の 現 れ 方 に 注 意 し 、 自 ら も そ れ に 影 響 さ れ 変 容 し て ゆ く 方 法

があると思われる 。 ラフプラ ンに し て も 、 ラ フ ス ケ ッチ に し て も 、 作 者 の 気 持 と は 別 に 、生 み 出 さ れ た

ものとしての独立した現れ方をする 。私 達 設 計 者 は 、 そ の 現 れ 方 を 如 何 に 素 直 に 、 自 ら の 思 い で 控 造 す

る こ と な く 、 ク リ ア ー な 鋭 に 映 す 如 〈 、 把 握 す る 事 が 大 切 と 思 う 。生 み 出 さ れ た も の は 、 そ れ そ の も の

としての命を持ち、発展する併記Eカを秘めている 。 そ の 潜 在 力 を 如 何 に 引 き 出 す か は 創 作 力 の l っとも

思える 。私 達 は 、 土地 ( 敷 地 ) 自 身 の 思 い や 、 描 き 出 さ れ た 形 態 自 身 の 意 図 を 、 私 達 自 身 と は 離 れ た 存

在 と し て 認 識 し 、 現 象 を 現 象 と し て 、 心 落 渚 か せ 、 耳 を 澄 ま し て 向 い 合 う 、 ま ず 、 そ う い う 索 直 さ が 大

切 に 思 え て な ら な い 。 ( 建 築 現 象 に つ い て ) ( S  .  M )  

数 寄屋 に つ い て

数 寄 屋 に つ い て の 用 語 は 多 種 多 彩 に わ た って お り 、 実 に 範 囲 が 広 い 。 そ れ ら を 理 解 し よ う と す れ ば 、 そ

の t ' f 鋭からの勉強が必要となる 。移転更に難解な用語ならばいざ知らず、日常何気なく受け止めていた用

語の中にも、時として勘巡いに気付くことがあり、数寄屋には気が抜けなし、 。 そう言えば、 「数寄昼」

と は ど う い う こ と だ ろ う か。 主主}奄 j瓜の茶屋は勿論のこと、笠12院のある答: 殿も数寄屋と称、している 。茶 道

に 立 脚 し て 建 築 様 式 ぐ ら い に 考 え る と 、 高 級 和 風 住 宅 や 田 舎 風 民 家 を も 数 寄 屋 と 呼 ぶ の は 、 様 式 の 模 倣

な ど に よ る 拡 大 解 釈 と し て も 、 数 寄 屋 の 幅 が 広 過 ぎ て 、 建 物 の 構 法 や 手 法 だ け で そ う 呼 ぶ の に は い さ さ

か無迎を感ずる 。 こ う し た 疑 問 と は別 に 、 村 井 康 彦 氏 は 「 千利休 J ( N  H  K ブ ッ クス ) で数寄を次のよ

うに説明している 。 ・: ・ー・ 室 町 時 代 「 茶 湯 」 の 展 開 に と も な って、これを r ( 茶 ) 数 寄j とも称するよう

にな った。 し か し 数 寄 と は 、 も と も と 何 物 か を 好 き 、 そ れ に 心 を 寄 せ る こ と で あ って 、 茶 湯 に 限 定 さ れ

た用語ではない 。 ・・・・・ ・すなわち、数寄を心の動きとして把え、物の具像とは把えていない。 そ う で あ れ

ば 、 色 々 な 建 築 に 数 寄 屋 の 呼 称 も 建 築 す る 人 の 好 き と 理 解 す れ ば す む こ と で あ る 。 あえて構法や手法に

こだわらなくてもよし、 。 し か し 、 新 材 料 や 新 工 法 を 使 用 し た 建 物 に 、 数 寄 屋 造 な ど と 言 われてみると、

や は り 気 分 的 に そ ぐ わ な い何 かがある 。 ( H .  K )  
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世界で有数の地震国であるわが国では、地震の被害を数多く経験し、この被害ーから人命や建築物を守ること

は、いにしえからの願いでした 。古くは、法隆寺の五重塔が長周期化による池袋入力の低減という柔構造物

で、広義の免蕊構造であるといわれています。

免笈に対する具体的なアイデアとして、日本では明治時代に河合浩蔵氏により地業に段層丸太を用いる考え

が、アメリカにおいては基礎に雲母層を設ける基礎絶縁方式が示されています。さらに日本においては 1923

年 ( 大正12年 ) の関東大地震が日本の耐謀工学に大きな彬響を与えたといわれていますが、とくにこのとき

以降、免震構造に対するいくつかの提案がなされています。

昭和初期には、日本の免艮構造の先駆者の一人である岡隆一氏は、基礎免震に関する理論の検討および実験

を進め、その設計法を提案し、特殊な機織のスウェイ式ピ ン柱を実際の建築物に実現させています。一方、

積層ゴムという新しい構造要素を用いた免震機造物として、 1969年にユーゴスラビアで ペスタロ ッチ小学校

に採用 されています。

これら先人遠の幾多の理論考察や実験による硲認、実施を経て、日本においては 、今では数十件の免震建築

物が建築セ ンターで評定を うけ、 実施に移されています。 ここでは、今話題の多い免渓のみならず設備機器

の防娠、精密機械工場や大ス パン 床の防振もとりあげる 一方、今後の制仮および制民技術の動向も読者のみ

なさまに伝え、設計の一助になればと考え、 「制娠特集」を組んでみました 。

「市IJ振」、 「制震」とし、う用語の定義が明確に定着していませんので、ここではとくに深い意味をもたせず、振

動を制御するという単純な意味で、タイト ルに 「制振」 という用語を採用しました 。なお誌面の都合上、数

多くある制民技術のすべてをお伝えできませんが、これを機会にみなさま の理解が少しでもひろまり、さら

なる制振情報の収集、市IJ娠技術の実施へと結びつけていただければ、今回この特集を企画した目的は一応果

たされるのではと考えています。 ( 制JI! 幹4 外園隆 )

株式会社不動貯金銀行下関支庖

(図は、「控雌築維臨誌J II沼百醐和1ω0年 6 月号 P ω

- 1ω06 を型曾Fき起こした もの
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制 振 ・ 免 震 ・ 制 震

井 上

l  はじめに

藍皇

五五

最近の 2 、 3 年になって、免震構造とか、制振装置とい った用語が建築物について急に多く用いられるよ

うになってきている 。 これは、建築物の振動を抑えようとする試みが、種々工夫されてきつつあることによ

っている 。すなわち、建築物の基礎部分に免震機構を用いることによって、地震時の上部構造に作用する地

震力を軽減しようとするもの、また、制振装置を建築物内に設置して、強風時等における建築物の振動応答

を抑制し、居住性を良くしようとするもの、あるいは、免漠床と呼ばれているように、コ ンビュータ等の重

要機器の機能の大地震時における保全を意図して、 二重床を設けて上部床の動きを制御しようとするものな

ど、種々の目的で、種々の要素、機構が考えられ、用いられてきている 。

そして、その目的や機能によって「制振」、「除振J 、「防振J 、「免震」、「命IJ 艮」などの用語が用いられてい

るが、必ずしも正確な定義が定着しているわけではなく、用いる人や場合によ って少々異な っているように

思われる 。

2  建築物と 振動

ここで、まず、これらの振動問題を少し分類、整理することを試みる 。建築物への振動入力を大別すると、

1  . 雑微動、 2 交通振動、 3 機械振動、 4. 強風、 5 . 地震、などが挙げられる 。 しかし、一般の建築

物に対して、これらの入力のすべてが問題となるわけではない 。すなわち、 L S  1加工工場、電子顕微鏡や

レーザー装置などを使用する研究室等において、雑微動等によるごく微細な常時微動応答が問題となる場合

から、通常の建築物におけるきわめて稀な大地震時の、構造部材の降伏を伴うような弾塑性振動応答を対象

とする場合まで、相当に広い幅が考えられる 。

入力の動的な特性は 表 1 に示すょっに分類されるが、これらの入力を受ける建築物の動的特性を考慮する

ならば、 1 雑微動ではおおむね20H z 程度以下の振動数城、 2 交通振動、 3 機械振動では、やや振幅の

大きい場合が対象となるため低振動数側に移行し、 15- 10H z 程度以下、さらに、 4. 強風、 5 . 地震の場合

表 1 建築物への振動入カ には、一層低振動数域に限定

定常性

1. 雑 微 動 定 常

2  交 通 振 動 やや非定常

3. 機 械 振 動 定 常

4. 5虫 風 やや非定常

5. j也 震 ｾｉ ， 定常

2 8  建築と社会/ 19桝 8 月号

振 動 数 特 性

ランダム ( 平坦な振動数特性 )

調 和 的( 狭い振動数域)

調 和 的( 特定の振動数 )

ランダム ( 低振動数が卓越)

ランダム ( 卓越振動数有り )

方 向

水平および上下

水平および上下

水平および上下

水平

主として水平

され、 10H z 以下が問題にな っ

てこよう 。また、 1 .  - 3. の

入力については、水平成分と

ともに上下成分も同程度に重

要であるが、 4 お よ び 5.

の入力については、一般に水

平成分を主として扱っている 。



これみの振動入力を受けて生じる建築物の動的応答について、制御 ・抑制する目的に応じて分類を行うと、

a. 機能性 : 作業等のための有害な振動を軽減させる 。

b  居住性: 建築物内の人の不快感、不安感を低減させる 。

C . 安全性 : 大地震における建築物の構造安全性を保持させる 。

と表すことができる 。

その建築物内で行われる作業等の内容によ って振幅および振動数は異なり、前述「機能性J については、

「居住のように振幅数ミクロン程度の微小な振動から、人体に感じる振動の程度までが対象となっている 。

性」では、 図 1 に示される有感の領域における知党の程度が、振動数の関数として含まれてくる 。一般に、

「安全性」は建築構造物の骨組の設計において検討され振幅は数十ミクロンから数ミリ程度が問題となる 。

るものであり、通常の場合、弾性域を超えて崩壊に至る聞の変形であり、層間変位で数ミリから数センチ程

荷の許容限界(Dogdy. Swedly) 

時間10日連続て国定した家兎の内耳lこ車邸鎚ワ変化を生ず( 中村)

4 時間続時間l∞時間で固定しない家兎の内耳に軽度の変性( 山本)

.!!，) 

ロy 卜の主観による機体振動の実用上支障ない限度( 松平)

-脈はく ・反射 0利直陣容による障害域(Coermann)

を覚える限度( 大島 ・20名の平均)

ＩＨ［ｾ各Ｉ

える限度( 大島 ・20名の平均)

度の振幅が対象とな っている 。

(
E

)
盟

峰

神

毎 秒 振 動 数 ( cps)
正弦振動に対するじよ限度(大島 ) ( 文献 1 )  図 1

3  「制震」と「帝u=t辰」

これを制以上のように種々の特性を有する入力に対し、生じる応答の振l幅レベルも幅広く存在しており、

この多様性から、多くの用語がさまさまに用いられることとな

ここでは地艮を除〈っている。その関係を図示してみると、 図 2 のように表すことができょう 。すなわち、

すべての入力による振動の応答制御を「制振」と呼び、地震応答の制御を「制謀」

御する手法、装置、構法なども多様で、ある 。

と称することとする 。

「命1] 振J については、一般に定常ないし定常に近い入力に対する応答制御法を指すものであり、雑まず、

微動、交通振動、機械J辰動、強風等が入力として考えられる 。これらのっち、強風を除〈比較的振幅の小さ

目的とする機器等にこれ「除振J は、い場合を扱うものとして「除振j 、「防振」の用語が用いられている 。

「防振J は、逆に、振動j原あるいは振動源側の応答を他へ伝えにくらの振動を伝えにくくする手法を指し、

29 

くする手法として用いられている場合が多い 。 さらに振幅の大きい強風時を主な対象として、狭義の「制振」

手法が与えられている 。広義の「命1] 振J の対象となる入力は、その発生およびその特性を比較的容易に把握
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刺立能iluJ 型およひ' 受! f YJ型の両者が考えられており その他は、 一 般に受Ａｦｙ ｊｾ として考えられている 。

図 2 振動応答制御の諸相

することがある程度可能で・あり、したがって、これらに対する応答を効果的に低減させ、建築物の機能性を

確保する手法、あるいは、振動による心理的効果を弱め、居住性を向上させるための手法は比較的容易であ

り、多くの装置、構法が用いられてきている 。

一方、地震入カに対する応答の抑制を、一般に「命Ij 震」と称している。 地震動は、 地盤から基礎を介して

建築物への振動入力となるため、その入口となる基礎部分に装置等を施して、地震入力を低減させる試みが

種々考えられてきたが、これを一般に「免震」構法と呼んでおり、その他の地震応答を抑制し制御する方法

を狭義の「制震J として用い、この両者を含めて地震動に対する広義の「制ilJ 構法とすることが妥当であ

ろう 。7J IJの言い方を用いるならば、 「市IJi 莫J 構法は、建築物の地震応答を可能な限り低減させることを目的

としており、その中で「免震」構法は、建築物の上部構造を地盤 ・基礎から分離し、 地動との絶縁をはかつ

てこれを実現しようとする方法( 建築物を絶対静止座標系に固定させることを目指す方法) 、狭義の it者|濃」

構法は、建築物に地動と同ーの動きを生じさせることによって剛体に近づけて、これを実現しようとする方

法( 建築物を地動運動座標系に固定させることを目指す方法) と表すことができる 。地震動入力についても、

きわめて稀な大地震と比較的頻度の高い中小地震とでは建築物の動的応答は当然異なり、後者では、 「耐震

性」として終局的な構造安全性が目標となっている 。他方、構造安全性は十分であっても 、比較的発生の多

い、規模のやや小さい地震動による建築物の振動応答は、高層ビルのみならず一般の建築物に おいても、中

にいる人に大きい不安感を与えるので、これを減少させて居住性を高めることも試みられてきている。

「命IJ振」および「市IJ 震」で表される二つの手法の大きい相違は、入力の特性の違いによると考えて良〈、

比較的定常的な入力による応答の低減を計る「制振J 構法と、きわめて非定常性の強い入力による応答の抑

制 を目指す「命IJ 震」構法とは、笑現の容易さに大きい差があると言えよう。したがって、 「制震」構法をも

ってすれば、もちろん「制振」も可能であり、図 2 に示す種々の応答制御手法の全体を包括する用語が必要

な場合には、 「制震」が適切であろうと筆者は考えている。また、同図中の 長印を付した「制振J 、「免震」、

「命IJ 震」は、予め設定された特性値を有する装置、構法による受動的な手法 ( pass ive r esponse control )  

と、振動入力および振動応答を検出し、これに応じて装置、構法の特性値を時々刻々変化させて、応答申IJ御

を行う能動的な手法 ( act ive r esponse contro 1) の両者が考えられている。

4  制振 ・制震構法の要素

前節までに述べてきたように、種々の入力による建築物の振動応答を減少させるための要素 ・装置は、

運動方程式 m三 (慣性力 ) + c止( 減衰力 ) + R ( x，五) (復元力 ) =j ( t) ( 入力) (1)  

において、応、答ぉを小さくするようそれぞれの項を制御することである 。すなわち、 ( i )慣性力に含まれる質量

あるいは質量効果を調整することによって固有周期を変化させ、入力の効果を弱める。 (ii )減衰力を増して応

答を減少させる。( i ii) 復元力の剛性を調整することによって固有周期を変化させ、入力の効果を弱める。 (i サ復

元力を弾塑性型とし 、履歴によるエネルギー消費によって応答を減少させる 。(v)入力を減ずるような力を作

用させて応答を減少させる 。あるいは 、これらを組み合わせて用いることによって、効果をより一層高める

ことができる。このような目的に用いられる種々の要素 ・装置などには、以下のようなものがある 。



4.  1  減衰装置( ダンパー)

これは上記の( i  i  ) および( i v) に属するもので、振動エネルギーを吸収させるための装置である 。

粘性型ダンパーとして最も一般的なものはオイルダン パーて、ある。 粘性流体がシリンダー内の狭い管路を

通るときの粘性抵抗を利用したもので、減衰係数が一定で、相対速度に比例する減衰カを与えるもののほか、

速度の大きさによらず一定の減衰力を与えるものもある。免震装置部に用いて、その大変形によるエネルギ

ーを吸収させるほか、非耐力壁部に挿入して、層間変形によるエネルギ一吸収を行う制振要素としても使わ

れている。同様に粘性抵抗を用いたものとして、粘性体ダンパーがある。免震装置部に用いた例は、下部基

礎に粘性体の入った容器を固定し、その中を動〈抵抗板を上部構造側に取り付け、両者の間隔を小さく、抵

抗板の面積を大きくして減衰効果を高めている 。また 、柱と縁を切 った 中空壁の内部に粘性体を満たし、上

階の梁に固定された抵抗板をその中で移動させて、減衰カを働かせる制震壁も開発されている。粘性体ダン

ノぞーの減衰力は両者の相対速度土の関数で、一般に cx αで表され、 αは l より小さいため微小振幅時にも大き

い減衰力が得られる。

弾塑性ダンパーと呼ばれるものは、金属の大変形時の弾塑性履歴によるエネルギー吸収を利用したもので、

一般の鋼のほか、降伏後の変形能力の高い特殊鋼や、降伏流動後、直ちに組織を回復する性質のある高純度

の鉛などが、主として免震建築物に使用されている。これらのダンパー装置は、塑性化する部分を拡げて大

きいエネルギー吸収能力を持たせるとともに、塑性変形能力を高めるよう形状が工夫され、変断面材や曲線

型、スリットを有する板状のものなどが開発されている。これらの装置の復元力特性は bi l i near 型あるいは

紡錘型 ( Ramber g- Os good型) で近似することができ 、大変形時にエネルギー吸収量が大きいため、免震装

置部に用いるのに適している。

同様に履歴特性を利用したも のに摩擦ダンパーがある 。内筒外筒聞の摩擦を用いた円筒状のもの 、腕の付

いた円形の摩擦板を重ねて中心軸廻りに回転させ、両腕聞の変形に応じて摩擦カを与えるものなどが開発さ

れている。作用力が一定値を超えると静摩擦から動摩擦に移り、復元力特性は完全履歴型に近い形状を示し

ている。初期の立ち上がりを有するため、微小振幅域で、は効果カリj、さ〈、また、高振動数成分を伝えやすい。

したがって、免震装置部に使用したり、強風時の制振装置として壁部に用いられた例などがある。

以上のほかに、これらの各種タン パーを組み合わせ 、欠点を補 った装置も開発されてきている。また 、こ

れらのダンパーを X 型ブレースの交点に用いて減衰機能を高めることや、複数の建築物の聞にダンパーを設

置して、両者の相対運動に応じて減衰性を付与する機構も考えられている。

4.  2  免震支承( アイソレーター)

免員建築物は、基礎と上部構造との聞に柔らかい水平ノくネを伸入して固有周期を長周期化し、上部構造に

作用する地震力を弱めようとするも のである。このために用いられるのが積層ゴム支承であり、数ミ リ厚の

ゴムと、さらに薄い鋼板とを交互に数十層積み重ねて、加硫接着して作られる 。支承の水平方向のせん断変

形は、ゴム層の総厚の数百ノ f 一セントまでほぼ弾性的である。鉛直方向には、各ゴム層を薄くすることによ

って 剛〈作ることができ、通常では固有周期15Hz 程度としている 。このような積層ゴムを 用いて、わが国で

はすでに二十数棟の免震建築物が評定を受け、十数棟が竣工している。これらの例によると、積層ゴムのみ

とした水平方向の 1 次固有周期は 2 - 3 秒であり、鉛直荷重をゴム面積で除した面圧は 50kg/ cm' 程度となっ

ている。さらに、固有周期を 4 秒程度と長くし、面圧も 100kg/cm'付近まで高めた建築物についての検討も行

われている。積層ゴムの形状は、鉛直荷重、水平剛性および最大許容変形に基づいて定められるが、多く用

いられているのは、直径50cm- 1  m前後、高さ 40- 50cm程度のものである 。

積層ゴムの種類としては、上記の水平ノ〈ネとして用いる天然ゴムを使用した標準型のほかに、 j成衰機能を

持たせたものとして、中心に鉛棒を封入した鉛入り型、あるいはゴムに充填剤や可塑剤を混合した高減衰型

の積層ゴム支承が作られている。これらの積層ゴムの復元力特性はおおむねbi l i near 型で近似でき、安定し

た履歴減衰性を有している。

このほかの免震支承として、すべり支承が開発されている 。これは高分子材料膜を用いた摩擦係数の小さ

い支承で、水平方向には滑らかな金属板面上をすべるよう用いられる 。この支承を使 った免震建築物では下

部基礎と上部構造とは完全に絶縁されることになるが、弱い水平ノ〈ネおよび鉛直パネが一般に併用されている 。

31 
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以上のような免露支え柔を建築物の床に用いた免震床構法も、多くの実例を見ることができる。

4 .  3  付加振動系

質量効果を調整して応答制御を行うものとして、振動系を付加する方法が用いられている。建築物が共娠

するような入力を受けるとき、閉じ固有振動数を持った小質量の振動系を付加して連成させることによって、

共振振動数を shi f t させ、共振振幅を大幅に低下させることができるため、ダイナミ ック夕、ンパーと呼ばれる 。

この付加振動系の質量は本体の 1/ 100程度で良〈、減衰性もあまり大きくないことが望ましい 。 この付加振

動系は通常の質量一パネ系のほかに、水槽と水を用いたスロッシンクヲ。ンパ一、変形に応じて水を移動させ

る償性ポンプダンパーなどが考えられている。これら付加振動系は、一般に l 次固有振動の制御に用いられ、

そのモードの優勢な建築物頂部に設置するのが効果的である 。

このほかに、てこ一振子系を用いて質量を増す構法も用いられている。

5  アクティブ制震へ向けて

以上述べてきた制娠・免艮 ・市1 ] 震の構法は、振動外力を予め想定し、応答を効果的に低減させるよう特性

の定まった要素 ・装置を用いるものである。これらの装置等を持つ建築物の側から見れば、外力の作用を待

ち受ける受動的な構法て passi ve r esponse cont rol とl呼ばれる 。 しかしながら、地震はもとより、一般

に外力には多くの不確定要素があり、バラツキの幅を有している 。 したが って、予め想定された特性以外の

外カに対しては、応答制御の効果は小とな らざるを得ない。

そこで、より効果的な応答制御を意図して、外力に応じて、また、生じた応答に応じて装置等の特性を変

化させ、応答を制御しようとする方法が考えられてきている 。この方法は act i ve r esponse cont rol と呼ば

れるが、機械系の自動制御理論として発展してきたものであり、建築物への応用を目指している 。

簡単な例によってアクティブ制震の説明をしよう 。図 3 に示す 1 自由度系に

ついて、地動加速度3のみによる運動方程式は応答をx ，として、

? 丸山 + c x，十 kx，= - my (2) 

と表される 。 また、 F ( t) を制御力として、これによる応答m は次式となる 。

mx a c x a k x 2 = F( t) (3) 

したがって、両者が同時に作用すると、

m(x，+み) + c( 土，+お ) +k( X，+ x 2 ) = - my+F ( t ) (4) 

F(t) 胃、

ここに、 F (  t)  = 吋 (5) 図 3 寸 高 む の 振動

が実現できるならば、 (4) 式の両辺は O であり、系に変形は生じず、完全な制民化が行われる。しかしながら、

一般に (5) 式は満足されず、応答 (x，+X2) が生じる。生じた応答を打ち消すような制御力 F' ( t) は、

F' ( t)  = - m(正， + お) - c ( ふ+お ) - k ( X，+X2) (6) 

両者の和より最適な制御力 F ・( t)は、下式で与えられる 。

F 本 ( t) =  F (  t)  +  F '  (  t)  (7) 

このように act i ve cont rol は、入力および出力応答を検出し、それぞれに対応させて、

i ) 入力を打ち消すような制御力を作用させる f eedf or  war d con t ro I  ( 閉ループ制御 )

ii ) 出力応答を打ち消すような制御力を作用させる f eedback cont rol  ( 閉ルーフ・制御 )

の 2 稜の制御を含んでいる。そして、後者の f eedback cont rol が一般的で多〈用いられてきている 。 また、

上記(4) 式左辺の (x ，+ぉ ) を ( x ，+お +y) となるよう変形して制御力 F ( t) を同様に求めるならば、アクテ

イブ免震の制御が得られる 。あ るいは、 (2) 式右辺の - mYの代わりに強風外力を与えることによ って 、強風に

対するアクティブ命IJ 振の方法に用いることができる 。

このようなアクティブ制御をすべての入力、出力応答に対して完壁に行うことは、不可能で‘ あり、かつ、

きわめて大きい制御力が必要とな ってくる 。そこで、比較的小さい制御力で効果的な応答抑制を行うための

方法が種々検討されてきている 。たとえば、応答抑制に最も効果的である減衰力を増加させる方法で、応答

速度に応じた制御力を与え、その f eedback ga in を増加させることによ って行うことができる 。あるいは、



応答加速度、または応答変位に対応して、制御力を与えるならば、質量または剛性を変化させて系の固有振

動数を入力の卓越振動数域から遠ざけることに相当し、入力効果を減少させ、応答抑制を行うことができる。

これらの制御力を与える装置としては、高性能の電気油圧式アクチュエーターや大型の電磁式装置が考えら

れている。また、これらの制御を外部からカを加えることによって行う代わりに、系に予め組み込まれた要

素 ・装置を切り換えることによ って笑行させる semi - act i ve cont r ol の手法も考え出されている。

制御の判断、指示を行わせる al gor i t hmについて分類すると、つぎのようなものが挙げられる 。

(a) 動特性調整制御; 入カの特性に対して系が共振しないように、目標とする特性を設定し、全体系として包

括的に制御する。

(b) 固有モード制御; 入力および出力応答を系の固有モード座標に変換し、卓越する固有モードについて重点

的に制御する。

(c) 最適制御，応答と制御力の両者を同時に考慮、して 、系の状態変数ベク トル U と制御力ベクトル F に対して、

重み関数マトリ ックス Q 、R を用いた次式の評価関数 J を最小とするよう制御する。

J =f b j [JTQU+FTRF! dl  (積分評価の代わりに被積分関数の直接評価も可能で、ある)

(d) 許容状態制御; 系の応答の許容範囲を設定しておき、その範囲内に収まることを目標として制御する。

以上のように種々のact i ve cont r ol 手法が考えられているが、建築物に対する実用化に向けては、未だ多

くの解決すべき問題を残している。すなわち、

①系のモデル化における誤差の評価

②出力応答検出位置および制御力作用位置などの最適化

③入力および出力応答検出 の誤差の評価

④命Ij 御力 の時間遅れなどの能力限界の評価

⑤制御algor i t hmの最適化

⑥各種制御装置の開発

などが挙げられる。また、これらの制御理論は線形領域での理論であり、非弾性材料ないし弾塑性挙動に対

する扱いも、今後の検討課題であろう。

6 むすぴ

以上述べてきたように、多様な振動入力に対して多様な応答制御目標があり、これを笑現するための各種

の装置・構法について慨観した。とくに免震建築物については、昭和58年に建設された R C造 2 階建住宅を

皮切りに、研究所、集合住宅、察、事務所等の最高 14階建の建築物が出現してきている。このようなすう勢

のもとに日本建築学会では、免震構造を多くの技術者に広めていくことを目的として「免震構造小委員会」

を設置し、設計の指針づくりを進めている。また、建設省では、これら免振建築物のほかに、強風時の振動

を低減させるため展望タワー等の超高層建築物に設けられた制震装置や、アクティブ制震技術までを含めて

「新建築構造技術研究委員会J を発足させ、 制振・免員・命lj i J ; l 技術の開発、普及を支援する意向を示してい

る。建築物の振動応答は、入力の動的特性と建築物側の動的特性の双方から定まってくるわけであり、ここ

で紹介した個々の要素、装置はすべての振動応答の制御に効果的といつことはできない。したがって、目標

とする応答抑制の範囲に応じて、これらを組み合わせて用いるような多段型、あるいは非線形性を念頭に置

く必要もあろう。また、遠い目標として語られている建築物の制民化システムを、より現実に近づけるべく、

研究開発の進むことを願っている。

〔文献〕

1  ) 日本建築学会「建築物の耐震設計資料J 、昭56. 4

2  ) 小堀鐸二、南井良一郎: 制震系の解析( 市11震構造に関する研究・ 1 ) 、日本建築学会論文報告袋、第66号、日召35. 10

3  ) 日本建築センター「免箆t構造建築物の技術開発について J ( 新建築構造技術セミナー ・テキ スト) 、昭62. 10

4  ) 小堀鐸二ほか・耐震構造の新しい展開ーダイナミ y クなインテリジェントビ J レの試み一、日本建築学会大会学術講演梗慨集、 B1l 61. 8

5  ) 武田寿一編「構造物の免震 防震 ・制娠J ( 技報堂) 、昭63 . 5

( いのうえ ゆたか 大阪大学工学部建築工学科 目教授)

3 3  



制振・防振の諸相

34 建築と社会/ 19腿 年 8 月号

制振 ・防振の諸相.1

煙 突 等 の 制 振

松 本 竹

煙突、吊橋、斜張橋主塔などの塔状構造物の制振の対象は 、地震、

風による振動である 。 このうち、風による振動、とくに渦励振振動

対策は古くから実施されており、古くはワイヤを張る対策またワイ

ヤの端部にスライテψ イングブロ ックや、オイルダンパなと事各種エネ

ルギー吸収機構を設けた例、あるいは渦の発生を乱すためのヘリカ

ルストレイクスを設ける例などが見られる 。最近では美観上の理由

もあり、これらに代わる対策としてダイナミ ックダンパ( 以下 D/

D と略す ) を設ける例が増えているようである 。

この装置は、原理的には、構造物と振動数を一致させた別の振動

体 ( D/ D ) を取り付けることにより、構造物が振動し始めた場合

D / D の方を大きく振動させることにより 、逆に構造物の振動を 小

さく抑えるものである 。この D/ D装澄の構造物への適用に際して

は、振動数の一致度とともに D / D の大きな振幅に対する対策が必

要である 。煙突などの場合、地員時には数10cm程度の振幅が生じる

ため、風振動対策として設けた D/ D といえども、構造物より大き

く揺れる D/ D の地震時の振幅を設置スペースの面などからある程

度小さく抑える工夫が必要となる 。 また構造や D/ D 自体のある程

度の振動の変化 ( 振幅依存性や劣化等に対する ) によ って制振効果

が損なわれないようにする工夫も必要となる 。以下ではこれらの実

用化された D/ D の例を紹介する 。

実 用 例

- 煙突

これまで10数基の煙突に採用されているが、そのうちの 120 mー

筒鉄塔支持型煙突に設置した例を示す。 D/ Dは、 図ー 1 に示すよ

うな 2 方向に振動可能な逆振子タイプで、筒身頂部近くのプラ ッ ト

フォーム上に 2 基設置している ( 図 - 2  )。 図ー 3 は、 D/ D 設置前

後の加振試験時の自由減衰振動波形であるが、 D/ D 設置前には約

図ー 1 D / D 概略図
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図- 3 振動波形
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図- 4 塔架設時制援用 D / D

図- 5 実機での効果確毘試験結果

た。構造は、図 - 4 に示すような逆恨子タイプで、娠子アームの中

間部がコイルぱねとオイルダンパで支持されている 。J震動体の質量

は18 t  ( 塔の重量は完成時で約4200 t  ) である。

図 - 5 は実僑での効果確認試験結果の例で、 0 / 0 固定時と作動

時における、加娠後の主浴の自由減衰振動波形の比較を示している。

0 / 0 を作動させることにより、主塔の減衰比が 2 %程度地加して

おり、十分な効果が出ていることが認められる。

・橋梁( 完成時)

完成系に対する 0 / 0 実組例として、荒i宰大僑主t苔の制振対策を

示す。本主塔は、 2 mX 3 mの矩形断面を持つ高さ 60mの一本柱で

あり、橋完成後も主主答の橋紬直角方向の振動数は低〈、僑軸方向の

風による振動が懸念された。 b答の j成哀比を1 . 6 %以上にするよう D

/ 0 が設計された。

3α) ( )  

(a )  

(b)  

図- 6 塔完成系用 D / D

本 0 / 0 は、 図 - 6 に示す塔mに近い第内に設置されている 。構

造は、同図に示すように 3. 6t の娠動体が振子を兼ねた 2 枚の板ばね

で支持された振子タイプて¥減衰器でh あるオイルダンパは、振動体

位置に設置されている 。本 0 / 0 も、娠動体の娠中高を小さく f!jl えて、

搭内の所要のスペース l勾に納まるように設計されている。本 0 / 0

も笑橋での効呆確認試験により、十分な制振効呆が磁認されている。

まとめ

煙突、斜張僑主培等に採用された 0 / 0 のいくつかを紹介したが、

0 / 0 方式ても国内外とも実に多くの案が提案、実施されている 。

今後も 0 / 0 方式に限らず数多くの笑が構造形式に応じて提案され

ることが期待されるが、制振効果のみならず構造、メンテナンス、

美観等多方面からの検討が必要になると思われる。

参考 文 献

1  ) 松本、山下、阿比切. 削l仮装世による t晶状械泣物の防娘、日本位築学会J ! t 北支部研究

発表会、昭和60年 l l JI

2  ) 江倍、斉雌、阿比旬、佐々木; 俄梁の耐風安定性( その 2 )  制服対策編一. 三変重

工技報VoJ. 24Nn 4  ， 1987 

( まつもと たけじ 三愛重工業保式会社広島製作所鉄権部部長 )
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制振・防振の諸相.2

設 備 機 器 の 防 振 装 置

畑 輝

はじめに 建築物の高層化、軽量化が進歩する中、設備機器の防

振対策が重要視されてきている 。 これは、設備機械室が中間階に配

置されることや軽量コンクリートスラプの普及による『揺れやすい

条件j の増大、さらには振動 ・騒音環境に対するニーズが高ま って

きているなどの理由があげられる 。

建築物内部の振動・騒音と防振

S ， 

s， 

図ー 1 建物中の振動・騒音モデル

隣接内乱エネルギー

di : 直接音、 fi : 通風音、51 固体音、ti 透過音

図- 2 エネルギーの形態とその伝搬過程

建築物内部の振動 ・騒音は、 図一 1 、 2 に示す通り、多くの原因

からなっている 。これらの諸構成要因の中て設も障害発生率が高い

のは、『固体音 _1 J による騒音障害である 。固体音は、コンクリー

トや鉄骨を伝搬媒体とする振動が主因であるため、伝搬j成衰が小さ

く騒音発生域が広いことや、非常に小さい振動で大きな騒音を発生

させることを特徴とする 。

こうした国体音の発生機構より判断すると、国体育に対する有効

な対策は防振であり、設備機器等の発生振動を構造体への入力点で

絶縁することが必要になる 。

発生振動を構造体への入力点で絶縁するというのは、言い換えれ

ば防振装置を設置するということになるが、笑際には必要に応じた

性能を有する防振装置を選定していかなければならない。諸設備機

擦の防振装置の選定については、 1 ) 設備機器の振動特性、 2 ) 床

板等の振動応答特性、 3 ) 建築空間の環境目標値、等の条件を評価

して選定していく必要がある。

設備機器の振動特性と床板の振動応答特性

機器の振動特性は、その駆動方式、負荷構造によ ってさまざまな

違いを示す。 とくにその発生振動の大きさと周波数特性は重要な要

素である 。

床板等の振動応答特性を解析的に扱 っていくには困難なことが多

く、評価に当た っては、十分な計測データをベースとした近似的演

算法が有効的な手法である 。

加速度アドミ ッタンス法で、の例をあげると、ある床板に周波数問z

て F k gの振動入力があ ったとき、その床板がAgal で振動したとす

る。その場合の、床板の振動応答特性 Y (加速度アドミ ッタンス )

を、 Y(f ) = A(  f)! F(  f) と置く 。これをテ。シベル表示すると、

20 l og 1 0 A  (f )  = 20 l og 10 Y(  f )  +  20 l og 1 0 F(f )  

となる 。つまり、床板の加速度アドミ ッタンス Y ( f )d Bが求まれば、

設備機器の諸元にて得られる発生振動量F (f ) とのテヂシベル和によ っ

て、床板でいの振動加速度A ( f )d Bが求められることになる 。図 - 3 、

4 に、笑 illI J された加速度アドミ ッタンスと予測淡t ) : を示す。

1> 1平価主1孟杭

VI伝干Lイ的{轟d量Bレ} ベル

よ>1拘置宝騒音

騒E干f音a量レベル

dB(A)  

α3  

τコ

'ai 120 

塁 110

吾1∞
〈

. D 90 

且

凶 80

70 

ω  

50 
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30 

円

八 N¥H 

川 ¥1
I 11  

ν  

/  
V  

10 20 50 1∞ 2∞ 5∞ 

F r伺岨' Cy( Hz)

図- 3 150mm厚R Cスラブの加速度アドミッタンス実現| 組

富E山

l∞ 

90 

ω  

ま70

ω  
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検討干 iA'jj 直
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υナ'

， ｾ ＭＭ ｲ Ｍ
;末 レ/

斗十

10 12. 51620 25 31. 5崎 50 日 田 1(旧国 315200出 31日∞

Fr岡崎' Cy(Hz)

波 1 ) 固体音 (S，ructur e Borne  Sound) ;柵造中を伝織する可聴周技数帯域の仮動がJ 末、日主、天井等を肱射而l として発生する騒音

図- 4 デッキプレートスラブの加速度アドミッ

タンス実測値と検討予測値の比較
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種々の環境における振動および騒音の推奨値

振
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動
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微かに人じが j震 動

特に気にならない一一一一一不快て' あると感じ始める
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騒

N C - N R  15- 20 50- 55 

う る さ き 無音昭島 非常に i持か 特に気にならない 騒音を感じる一一一一騒音を無視できない
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の彬特 き声が聞こえる flt 僚は支障なし 包括は可能 f 1! 穏やや困難
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ｾ＠ 集会・ホーl レ 音楽堂 劇場( 中) 舞台劇場 - 硫酸1・プラネタリウム・ ホールロビー

病 院 聴力試験室 特別病院 手術室 ・病室 診察室 検査室 待合室 タイプ ・計11: 機室

間

ホテル・住宅 E空 斎 寝 室 ・ 客 室 宴会場 ロビー

用

一般事務室 重役室・大全議室 応接室 小会議室 一般事務所

公 共 建 物 公会堂 美術館・博物館 図 舎 閲 覧 公会堂兼体育館 屋内スポーツ 施政( 拡)

途
学校 ・教会 音楽教室 講堂・礼拝堂 研究室 普通教室 廊下

商 業 担 物 音楽喫茶庖目宝石庖 書籍庖 ・美術品随 一榔行・レストラン 一般商庖 ・食堂

袋一 1

絢1振 動 空 間 を要求されるものに分けられる。

静 粛 な 空 間 を 求 め る 場 合 、先に述べたように、 『固体音j に 対 す

る配慮が重要な要素となってくる。団体音の主因は振動でトあること

か ら 、 床 板 等 の 振 動 値 を 環 境 目 標 値 に 合 わ せ た 値 ま で 制 御 す る 必 要

がある。 図 - 5 に、床板の振動値( 振動加速度) とそれによって放射

される騒音値との関係を示す。なお、 V L 線 図 は 、 人 体 の 振 動 知 覚

感 度 の 評 価 で、 また N C線 図 は 、 騒 音 値 の 大 き さ を 評 価 す る も の で

あ る 。 ( 表 ー 1 参 照 )

微 細 空 間 分 野 で は 、 人 体 の 匁1党 限 界 値 を は る か に 下 廻 る 領 域 の 振

動値が要求される。 図 - 6 を 参 考 に す る と 、 団 体 育 放射 領 域 で 問 題

になる周波数帯域に比べて、 3Hz- I OHz と い う 比 較 的 低 い 周 波 数 帯

域が問題になるのが特徴的である。

建 築 物 の 環 境 目 標 値

建 築 物 の 環 境 目 標 値 に つ い て は 、 そ れ ら の 用 途 に よ っ て 異 な り 、

大 別 す る と 、 ス タ ジ オ ・ホ テ ル ・病 院 等 の 静 粛 な 空 間 を 要 求 さ れ る

建 築 物 と 、 半 導 体 製 造 工 程 お よ び そ れ ら の 研 究 施 設 に 代 表 さ れ る 微
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お わ り に 防 振 装 置 の 設 計 は 、 環 境 目 標 値 に 対 す る 床 板 の 予 想 振

動 値 に て 必 要 な 防 振 量 を 把 握 す る こ と が 大 切 で あ る 。 防 振 材 の 種 類

に つ い て は 、 金 属 コ イ ル ス プ リ ン グ を 主 部 材 と し た も の の ほ か 、 空

気 パ ネ や ゴ ム 系 の も の が あ げ ら れ る 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 長 所 、 短 所

( 表 ー 2 ) を理解した上で決定していかなければならない。 加 えて、

諸 設 備 機 器 の み な ら ず 、 接 続 さ れ て い る 配 管 、 ダ ク ト に 対 す る 防 振

配慮も必要になってくる。

防振材の特性比較

- - - -旦空ff
金属コイル

空 気 1;1.'ね 防 振 ゴ ム コ・ムパット

スプリング

選娠択可動能な数固( H有z) 2  - 1 0  

1 - 5  

7  - 2 0  15以上

'I1i 際i型 3 - 1 0  

i球 変 比 率 0. 005 0. 1- 0. 2 0. 05- 0. 1 0 .05- 0. 1 

高成での絶縁性能 ム
。 。 。

加機 娠 カ の 大 き い 。 。
6.  ×  

械 へ の 適 用

f面 絡 A  ×  
。 。

設計に対する信頼度 。 。
ム ×  

製 品 の 均 一 性 。 。 t斗
。

品子 命 。
ム 6.  ×  

共仮有通過時間1空気圧を保った 温度の影響が大 防娠に弁片る効

の長いものはダ めのメンテナン きい。製品の1;1.' 来はあまり JUH寺

使 用 上 の 注 意

ンパーを併用。 ス必要。密閣型 らつきが大きく、 できず、補助的

ゴム等と併用し のものてt まあま 余裕のある設計 な使用が望まし

て高次の改普を りf齢、間有猿動 をする。 し、.

lまカ‘ る. 数を得られない。

最後に、検討の際、入力される、設備機総の振動特性。やホ床板の

振 動 応 答 特 性H の デ ー タ に つ い て も 、 い ま だ 十 分 で は な く 、 今 後 さ

ま ざ ま な 実 験 や 経 験 を 重 ね て 、 設 計 精 度 向 上 に 努 力 し て い き た い と

思っている。
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制振・防振の諸 相.3

精 密 機 器 設 置 施 設 の

防振- 軟弱地盤における研究施設-

内田直樹/ 多賀謙蔵

近年、超 L S  1工場や研究所の設計では、ミクロン単位の微小振

動対策が不可欠なものとなりつつある。機器 ・装置に影響を与える

振動源と伝播経路は、 図一 1 に示すようにさまざまなものが考えら

れる。ここでは、軟弱地盤という非常に不利な環境条件下で、精密

機器設置建家を計画する際に行った調査 ・検討の概要を紹介する。

計画された建家は地上 5 階建の研究施設で、精密機器は振動の少

な い 最 下 階 ( 1 階) に設置することが前提となるものの、地銀が非

常に軟弱であること、建家付近に霊草綱が走行する道路や振動 i原と

なる工場群があることから、とくに外部振動を対象として、 図 - 2

に示すようなフローに従って調査 ・検討を笑施した。

まず、建設予定敷地の振動的な環境条件を把握するために、振動

調査STEP( I )を行った。その結果、敷地内外の道路を重車輔が走行

した場合に、防振材で低減することが困難な低周波数領域の振動が、

精密、機株の振動許容値を大きく上廻るレベルで発生することがわか

った。これは 、軟弱地盤の場合、地盤の問I j 性が小さく、卓越周期も

低周波数領域にあるため、地表面を伝播する低周波数の振動の影響

が大きくなることによる。このような場合の対応策としては、建家

の構造体そのものの振動レベルを低減させることが最善であるとの

結論に達した。他の対策としてたとえば、①防振溝を設ける、②設

置基礎のみを独立させる 、などが考えられるが、前者の場合は理論

上かなり深い構が必要となり、現笑的でなく、後者の場合は外部振

動に対して質量効果の面でかえって不利になると考えたからである 。

つぎに、建家の 1 階床上で精密機器の設世を可能とする構造形式

を検討するため、振動調査S T E P(I Dを行った 。詳細な地盤調査およ

び微小振動 iWJ 定を実施した後、基礎構造形式をパラメータとして地

盤ー建家のシミュレーション解析を行い、主として低周波数領域の

振動性状について比較検討した。

解析結果はつぎのように要約される 。

1  ) 水平振動については、杭の水平剛性程度ではほとんど効果が

ない( 建家規模による入力損失効果程度) 。 一体となった連続地中壁

のように水平剛性の高い基礎は、 1 - 3  Hz の振動に対してかなり

効果的で、精密機器の振動許容値を満足し得る。

2  ) 鉛直振動については、杭あるいはj ! [ 統地中壁の鉛直方向剛性

により全般的にかなり低減されるが、建家平商の外周昔日では 、ロ ッ

キンクー振動により振動許容値を必ずしも満足できない。

これらの検討より、以下の点を防振対策の基本とした。( 図 - 3 )  

a ) 建家規模による入力綴失効果を生かすため、水平振動の大き

な、道路に対して直角方向に建家の長辺を配置する 。

b) 基礎の剛性を高めるため、主主家外周昔日の基礎を連続地中壁と

する 。

c  ) 主主家平面の外周部に、精密機器設置ゾー ンを設けない。

上記の諸対策の効果およびシミュレーション解析の妥当性は、建

物竣工後、振動調査STEP( II Qとして行った振動測定により確認でき

た。
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樹苦・装置設置建家

図- 1 機縁・装置に影響を与える振動; 原と伝矯経路

( 振麟周査、開庁)

調査項目の決定

振動調査 S T E P ( I)  

. 工場手掛同振動レベ) [，;p，' 区

. 交通振動による影響調査

・振動源調査

( コンプレ γ サ一、溶銅設備、工場内

クレーン)

・ 常時我漣方 Ｕ ｾＱ 民

調査結果の分析、評価

調査結果の

分析、評価

振動調査 STEP( I I )  

・土質調査、 P S検層

・動也中央の地表、地中同期騒制l庭

Ｎ 鯛以 ｒｃ 閉鎖拠隠力 ｾｈｉ 庭

- 地盤ー建家のシミュレーシヨン解析

-振動レベ) [ ，( 1) 予測

・建家の構i圭%式の検討

図- 2 微小振動調査・検討フロー
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図- 3 防援対策としての建家配置と基礎梅造伊l

以上、軟弱地盤における精密機器設置建家の防振対策に関する一

つの設計例を紹介した。

| 坊娠対策の基本は、 ①おのおののプ ロジェク トにおいて振動的な

環境条件を適確に把握すること、②その特性に応じた効果的かつ経

済的な対策を立案することである、と言えよう 。

( う ち だ な お き 株 式 会 社 日 建 設 問 ト 附 脳 部 長 )

た が け ん ぞ う 同 4揖遣部



制振・防振の諸相.4

機械振動に対する防振

寺 村 彰

機械振動の防振に当た っては従来から防振ゴム、空気パ ネ等によ

る弾性支持方法、構造的に向IJ 性を高める補剛方法などがあるが、本

稿では、 1也鍛上の機械基礎や構造物 ( 以下、振動体と H乎ぶ) に小 さ

なおもり ( コンクリートや鉄のブロ ック) とパ ネ ( 鉄板等 ) で形成

される振動系 ( 付加振動体) を取り付ける防仮方法を紹介する 。

理論概要

図ー 1 に、 地盤( ム 、C ，) に支持される機械基礎 ( m，) に小 さな振

動体( 町、 k，、c ，) を取り 付け、強制外力 ( p . e'μ ) が作用するとき

の、振 動 体 ( m，) に生 じる変位x，と 小 さ な 振 動 体 に 生 じ る 変 位h の

振 動 解 析 モ デ ル を 示 す。振 動 体 の 変 位 解 X ，を導い て、強制振動数

比 (g =振 動 体 の 国 有 振 動 数/ 強制振動数の比) 、質量比 (μ = m，/m，

の比 ) をパ ラメータにして防振効果を調べると、 図 - 2 になる 。点

線は比較対象のも の となる振動

体だけの応答盆 ( hl = 5 % ) であ

る。実線はノj、さな振動系が取り

付けられたときの振動体の応答

量 ( h2=0 .5 %) であり、たとえ

ば、 g = l. Oで点線上のO 印で示

す振動体だけの応答品 10 .0が、

質量比 μ = 1 / 100 の場合に口印

図ー 1 達成 2 質点系モデル の0 .951こ減少して約 1 / 10の防
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図- 2 振動体の応答値

仮効果、質量比 μ = 1 / 50の場合には ・印の0. 48 に減少し約 1 / 20

の防振効果が得られることを表す。構造体の固有振動数が機械振動

数と異なる ( g* l. O) 場合についても、同様に評価 できる 。11

実施例

1. 鉄骨造4層精造物の水平振動の防振例

重量約500t onの構造物 ( 図 - 4  ) は、

2 階に設置されている 165r. p. m. の回転プ

機械 2 台に よ り、 R II皆で約 1500μ m 、 2

1I皆て、約650 μ mという大きな揺れを生じ、

作業者にきわめて不快な振動を与えてい

た。小 さな振動系は 、 2 階に重盆 10 .08

tonのも の とR 階に重量0 .73t のもの ( 図

- 3  ) を取り付けた 。

おむり

振動方向

パネ

図 - 3  R  階の付加娠

動体の形状

① ② ③  ⑤ @  

図 - 4 建物断面図

表ー 1 対策前後の測定値と計算値 1000μ m=  l mm 

X  

(b)  2階 (c) 2階 ・R 階

(a) 対 策 前 付加t辰Oil Ji 本 付加振動体

lflllJ 付け後 取り付け後

iltll 定 値 計 算: 値 社 ＱＱＱ Ｚ 定値 ｾｉ Ｇ t) :  1111 測 定 他 計 算 値

(μm)  1  (μ m)  (μm)  I  (μ m)  (μ m)  I  (μ m)  

R 階 約 1500 1211 車守 250 209  ギ] 110  102  

2 階 約 650 607 ま力 110 97 事当 110  115  

M 2 階 軍司 215 257 ま甘 36  41 主1 40 51 

振2 階動付体JJ[I 
2500 3080 2500 3170 

R 附 イ寸JJ II

11000 8322 
孤 軍OJ 休
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対策前( a  ) と、対策後の 2 階に小 さな振動系を取り 付 けた後( b ) 、

2 階 ・R 階に取り 付け後( c  ) の、振動測定値を 表ー 1 に計算値とと

もに示す。建物の振動量は 、最終的に 2 階で 1 / 6 - 1 / 7 、 R 階で

1  / 14- 1 / 15に減少して 、建物内で振動をほとんど感じない程度に

収ま った。2)

2. 回転数可変型機械の建物防振例

l 階が R C壁構造である重量約500t onの建物 ( 図ー 5 ) は、 2 階

に設置されている 回転式機械により振動を生じ、周辺地盤に振動を

伝えていた 。小 さ

な振動系は建物の

地 中梁上に張り 出

して取 り付けてい

る。機械の 回転数

は 650 rp m - 750 

rpm の範囲で時々

変化する 。そこで 、 ｉ ｾ＠

張り出し部分のお I  I  l盟

も り の 位 置 を 電 動 料 品 場 川

モータでスラ イ ド 山

する構造により、

防振振動数を 可変型にしている 。

対策前 ・後の 1 階床端部の上下動測定値を、 図 - 6 に示す。対策

前の振動量は機械が遠心力を発生するタイプであるので、回転数が

増すにつれて図のように右上がりに増加する 。一方、対策後の振動

量は、①機械回転数約 680r pmの場合と、②機械回転数約 750rpmの

場合におのおのおもりスライド時の建物振動量の変化 を示すが、防

振振動量は V カッ ト状の最小値である 。他の回転数の防振振動量は、

①と②の場合との両者の最小値を結ぶ線上にあり 、防振効果は、約

1 / 10である 。3)

制振 ・防振の諸相・5

大スパン床の防振

- フ。レビームを 使用した 建物 -

金野千代美/ 樋口雅善

富

山
一

Q

U
凶

寸口

山

由

m

-

立菌図図 - 5

近年、社会的ニーズとしてインテリジェントビル、コンベ ンショ

ンホール等の高度情報処理機能を備えた建物、人間にと ってより快

適な室内環境づくりを目指した大空間の建物等が増加しており、ス

パ ンの長大化 、低はり成化の傾向にある 。 この結果、 一般的に鉄骨

造の床ぱりでは、人間に不快感を抱かせる振動が発生しやすく、設

計者を悩ます問題のーっとな っている 。

ここで紹介する「プレビーム」は、防振効果が大きく、長大ス パ

ンに適したはりである 。この構造は、もともと橋梁の分野で開発さ

れ、道路橋、鉄道橋に 350 余橋の実績があり、鋼橋、 P C橋に次ぐ

第三の橋梁として位置付けがなされている 。建築においては、当初 、

屋根構造に用いられていたにす ぎなか ったが、昭和56年10月に建設

750  
7∞ 

回転数(r .p.m.)

対策前後の測定値と計算値

650 

0. 10 

(
ω

¥

5

0

)

桝

尚

昆

捌

指

大臣より建築基準法第38条による 認定 を受け、建築物への本格的適

用が開始され、その後、前述した社会的背景から、床ばり構造とし

ての採用が急増している 。

本稿ていは、建築ぱりとして 注 目され始めた プレビームの特長 と実

施設計例を紹介する 。

図 - 6

本稿は、構造物に小さなおもりとパネで形成される振動系を取り

付ける防振方法を述べた。一定の周波数て、振動する機械基礎につい

ても 同様で、あり、かなり大きな防振効果が得られる 。 多少なりとも

ご参考になれば幸いである 。

あとがき

プ レビームとは

プレビームは、 鉄骨断面をコ ンクリ ー トで被覆した構造で、下フ

ランジコ ンクリートにはプレストトレスが導入されている ( 図ー 1 )。

鉄骨には、 S M5 0 A 、538 の高張力鋼を用い、下フラ ンジコ ンクリ

参考文献

1  ) 武 田舟一編 : 織造物内免震 防振 ・制娠、昭和63、技報堂、 pp.16 9 - 176

2  ) 問、 pp.17 8 - 183

3  ) 問 、pp.J 84- 186
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S大骨にキャンノて をつける プレロード徹附る( プレ7レルョンl コンクリ トを打言止する
プレロードを解放する( リリース)
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断面図

建物は、地下 1 F 、地上12F 、塔屋 2 F 、延べ面積38，Ol l m'の一部

屯t ) : 室を含む事務所ビルである 。プレビームは、 4 - R F の大梁に

採用されており、支問25m、はり成l . O mである。はり端部は、短

期祈重時に断面が決定されるため、通常の S R C構造とし、長期荷

量時の正の曲げモーメ ント区間にプレビームを用い、防振効果を図

っている( 図 - 4  ) 。また、防振の問題とは離れるが、地価の高騰、

専門工不足等から、工期の短縮、音[1材のプレファブ化が求められて

いる 。この建物は、ウェブ、下フランジコンクリートを工場にて打

設し、このウェプコンクリートで直接スラブ型枠を支持する構造と

し、型枠支柱を省き、はり下の作業性の向上を図るとともに、工期

の短縮を図っている( 図 - 5  )。

現在、建築に求められている機能の多様化の中に、大空間1の確保、

インテリジェント化、高層化、使用性の向上などがある 。プ レビー

ムは、これらのニーズに対応し、長大スパンの各種体育施設や駐車

場、階高低減がメリ ッ トになる中高層建築、積載荷重が大きく、か

つ低振動を要求される電算ビル等に利用されており、時代に呼応し

た相』造と言える 。

図 - 5制組図図 - 4

あとがき

振動感覚幽線と計算値

ートには、 F c400kg/α1 1 ' 以上の高強度コンクリー卜が使用されている。

プレビームの製作は、まず各死荷重によるたわみ量に相当するキ

ャンパーを考慮、した鉄骨を製作する。つぎに鉄骨にプレロードを載

荷し、正の曲げモーメントを与える 。 この状態のままで下フランジ

コンクリートを打設し、養生後、プレロードを解放すると、下フラ

ンジコンク リートに プレストレスが導入される( 図ー 2 ) 。この後は、

一般の合成ぱりと同様に、スラブコンクリートを現場にて 打設する。

このように、プレビームは、 P C鋼材等を用いず、鉄骨の曲げ剛

性を利用して下フランジコンクリートに圧縮応力を導入した一種の

プレストレス構造であり、かつ、スラプ、下フランジコンクリート

等と合成された合成構造である。

プレビーム建築ばりの実績は、支間 13- 25m、はり成O. 7- 1. 0 m

のものが多〈、同条件で設計した欽骨合成ばり、 S R Cばりに比べ、

2 - 3 倍の l曲げ剛性を有している 。 このため、 Mei ster のl曲線およ

び日本建築学会「建築物の振動隊筈防止に関する設計規準値( 案) J

の曲線上にプロットすると、無感覚領域に位置する( 図 - 3 )。

このように、プレビームは長大ス パン に用いた場合においても、

振動障害の生じないはり構造である。

図 - 3

阪支社 ｾｦｴ Ｎ十謀長 Ｑ

主任/

41 
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長 大 ス パ ン の 実 施 例

プレビームを、長大スパンの床ばりに用いた例を紹介する。この



制振 ・防振の諸相.6

大 ス パ ン 床 の 防 振
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タイポスト( 室内)図 - 2
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近年、インテリジエントビルとして大スパンのオフィス空間が計

画されることが多くなっている 。この場合、大スパン梁の断面諸元

の決定にあたっては 、構造安全性( 終局限界) だけでなく、供用性

( 機能限界) の検討が不可欠となる。すなわち、歩行などによる日

常使用時の振動障害が、梁や床断面決定のク リチ カルファクターと

なる 。

主在者らはこの問題に

対して、 図 - 1 に紹介

する 地上8 6 mで2 6 mX  

2 9 mの重層大スパン執

務空間を基本に織成さ

れる高層事務所ビルの

構造設計にあた って 、

「タイポスト J と名づ

ける 図ー 2 に示すよう

な防振材を開発した。

タイポストは上下階の

床を述結し、振動エネ

ルギーをより広範囲に

分散させ、振動障害を

軽減させようとするも

のである。

O A空間としてなぜ大スパンが要求されるのか。その利用状況を

より具体的に検討すれば、必ずしも「全| 培同時無柱」である必要は

ない。必要なのは「完全無柱」なのではなく、柱の存在によって建

物のライフサイクル内で予想されるレイアウトなど「将来にわたる

自由度の喪失」が問題なのである 。さらに、府f主性としての振動環

境は単に恕限度をクリアしていればよい、というもので1まない。空

間の質の高さとしてのグレードは連続的に評価されるべきものであ

る。すなわち、同じコストなら居住性のグレードは向ければ高いほ

どよい。

以上の考えをもとに、この建物の屑住性をより向上させるために、

通常行われる大ス パン梁と R C床版を一体化して合成効果や平行す

る大スパン梁に直交する! 坊振用小梁のほかに、 図 - 3 のような着脱

自在の「タイポスト J を採用した。なお、タイポストをすべて撤去

した状態でも同種の大スパン構造物桜!立の振動環境は保持できるよ

うにしてある。

設計にあたっては、コンビュータによる予測計算けにより振動数

や振幅を求め 、マイ スタ ーの感覚曲線などを参考に判断した。者工

後、施工の段階に応じてやや組織的な強制振動実験を行って笑 iRI Jデ

ータを待た。その一部として歩行振動時のタイポストの効果の実 isIJ

結果ωを図 - 4 、 5 に示す。筆者らの実感としては劇的な効果があ

ったと考えている。
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図 - 5

歩行振動の比較と

評価( マイスター

感覚幽線)

タイポスト詳細図図 - 3
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太陽神戸銀行本部ビル図 - 1

l∞ 

現在の構造設計は、決定因子として「崩壊安全性」に偏重し過ぎ

ているようである。今後、より自由な設計を可能にするためには 、

「美観性J [ " 耐久性」とともに、 「供用性」の定量的な検討が不可

欠である。このために、この程テータの警松をすすめるとともに、

恕限度についての合意形成を経て、より適用範囲の広い、障害予 illi J

システムの確立が望まれる。
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制 振 技 術 の 動 向

制振技術の動 向.1

日 建 設 計 の 制 振 技 術

寺本隆幸/ 北村春幸

筆者は制振という言葉を、地震または風による自然外力および交

通機関等の人工的外力による建物の揺れを技術力により制御する、

という意味で用いている。

日建設計の制振技術というタイトルをいただいたが、これらの技

術は、とくに一組織に固有のものではないと恩われる。現在の構造

設計者の技術レベルからすれば、個々の制振技術はそれほど難しい

ものではない。制振の目的に使用されるテ' パイス( 機器や機構) は、

他 のメーカーとの共同闘発によるものが多く、それ自体は技術的に

特殊なものではない 。何か特筆すべきものがあるとすれば、どのよ

うな目的意識を持って開発を行ったかという点であろう。

むしろ、問題点は、何々技術 ・何々工法という呼称、に隠れて、単

にテーパイスを使用するに留まり、個々の制振技術を利用した設計に
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図 - 1 各種の制緩梅法
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おけるフィロソフィーカずおざなりにされカf ちであることであろう 。

その意味で、臼建設計の技術という内容とはならないが、 一応筆

者らが考えている事柄、実施した内容を簡単に紹介することとする 。

制 緩 構j去の分類

制振構法は、絶縁機構 ( いわゆる免震構法) 、質量効果機構、履

歴エネルギー吸収機構、ダンパ一機械の 4 種に大別される 。 この分

類は、主として地震・風を対象とした場合であり、分類自体に意味

があるわけではないが、各構法を位置付けて評価していくためには

必要であると考えている 。( 図一 1 参照 )

「絶縁機構J は、積層ゴム等を用いて建物と基礎構造を絶縁 ( ア

イソレート ) するものである 。通常は、履歴エネルギー吸収機構や

ダンパ一機構と併用される 。

「質量効果機構」は、建物内部に振動する質量を付加するもので

ある 。その代表例であるダイナミ ックダン パーは、質量 ・水平ノ〈ネ

とi成衰機織よりなる 。地震時に建物が振動すると、共娠によりその

何倍もの振幅で付加した質量が振動し、その効果により建物自体の

振動を減少させる 。

「履歴エネルギーl吸収機構J は、特殊な機構を降伏させることに

より、その履歴エネルギーを利用して建物への地震入力エネルギー

を吸収させ、建物の応答盆を減少させるものである 。

「ダンパー機構J は、建物に入力する地震のエネルギーを夕、ンパ

ー ( 減衰機構) を用いて吸収することにより、建物の応答量を減少

させるものである 。

このようにいくつもの構法 ・機構が挙げられるが、対象とする振

動現象や使用目的に合わせて、種々の構法の中から最適な構法を採

用していくこととなる 。このためには、より多くの構法や機構が開

発され利用できることが望ましく、新構法の開発と提案を今後とも

積極的に行っていく予定である 。

制 振 構j去の例

制振構法の開発例としては、質量; 効果機構のひとつであるダイナ

ミックダンパ一、およびエネルギー吸収機構である摩擦ダンパーが

ある 。

千葉ポートタワーでは、質量効果機椛のひとつであるダイナミ ッ

クダンパーを設置した 。 タワー頂部にダイナミ ックダンパーを設置

し、常時風に対する展望室の居住性の向上を図るとともに、強風 ・

大地震時にタワーの全体変形や構造体に作用するせん断力が減少す

る効果を期待している 。( 写真一 1 、 2 参照 )

産業文化センター ・オフィス棟は、鉄骨造超高層建物である 。こ

の種の建物の構造設計においては、大地員時の挙i f f }J を十分に検討 し

て耐震設計を行っているが、中小地震時や風に対する建物の変形を

経済的に減少させることは難しい 。建物変形を効果的に低減するた

めには、ダンパーの設置が有効である 。

中小地震や常時風に対しての揺れを減らし、ビル居住者に与える

心理的影響を改善する、すなわち吋岳れ心地。 を良くすることを主

目的として、摩擦夕、ンパーを各階 ・各方向に設置している 。摩擦夕、

ンパーは、プレキャストコ ンクリート 壁 を介して鉄骨・フレームに取

り付けられている 。( 写真一 3 、 4 参照 )

また、現在工事中の某本社ビルでは、同様に j李被ダンパーを使用

することとしているが、その鉄骨フレームへの取り付けは鉄骨プレ

ースによ っている 。

( てら もと たカゆき 抹式会社 日建設 計 服 構造部長 )  

きた む ら はるゆき 同 榊泣設計主管
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写真一3 産業文化センター( 大宮)

写真一4 摩燦ダンパーの取り付け状態



制振技術の動向.2

住 友 建 設 の 制 震 技 術

有 馬 文 昭

絶えず「地震との対話」を交わしてきた地震園、日本。この対話

なくして今日の強度と靭性に基づく耐援設計技術の発展はあり得な

かったし、今やその技術はほぼ成熟の域に達したとみることができ

ょう。その考え方はきわめて堅実であり、既往の幾多の大地震によ

ってその有為性が実証されたことは周知のことである 。しかし、今

日のように「建物の高機能化J が要求される社会背景の下では、建

物の耐震安全性は、構造体のみならず収容施設をも含めたものとし

て捉えられる時代となった。これとともに、この社会的要求に答え

られるだけの技術力の蓄積がなされてきたことも、今注目の免渓・

制展構造が世に出現した大きな要因であろう 。

建物のより高い対地反安全性と居住性を実現するには、何らかの

方法で建物の非共振を導くか、あるいは動的応答を制御 ・抑制し得

るような高度な技術が不可欠である。その技術として Pas s i ve Con-

t rol 技術に属するところの『免艮J と、人為的に減衰機械を利用する

『伽Ji1f J との二つの構法の笑用化に取り組んでいる。

「免震構法J は、昨今、新聞その他のマスコミでも広〈報道されて

いるので、ここでは「命IJ 震構法の開発J について、住友建設の取り

図 - 1

Q=μA(  d，/d， )' 

where 

組みを、事例の紹介とともに述べる。

『制 震 壁j による「制震構 法J

建築分野を取り巻〈環境には、さまざまな振動が存在する。人体

にわずかに感知される程度の微弱な振動から、建物などの構造物に

被害を生じさせる強い振動( 地震) まであり、その対象と振動レベ

ルに応じた対策を施すことが賢明である。住友建設は、それぞれに

最適な構法を使い分けまたは組み合わせて、安全性 ・居住性の高い

快適な建物の実現に努めている。

図 - 1 は、振動制御技術の概略を示したもので、①建物レベル、

②床レベル、 および③機諜レベルのように分類できょう。ここで紹

介する「制震構法J は、主に建物レベルにおける制御技術であり、

これを可能とするものが高粘性減衰壁 r制震壁J ( V i s c ous  Da -

mpi ng  Wa l l = V D W) である。 r制震壁j とは、 図ー 2 に示すよう

に耐震壁と同様の外観を有する外壁内に高粘性物質を封入し、これ

に平行な鋼板を上階より内蔵したもので、きわめて高い粘性減変性

能を有する壁( 減衰装置) である。

これは、建物振動時の層聞の相対運動( ずれ) を内 ・外鋼板の運

動に置き換えて、ここに発生する粘性抵抗力によって応答を抑制し

ようとするものである。粘性抵抗力の発生原理は、 図- 3 に示すよ

うに「二つの板の間に粘性流体があり、両者間にずれ( 速度差) が

生じると、流体と壁との聞にその速度勾配 ( dv/dy) に比例した抵

抗力が発生する」という Ne wt on の粘性法目IJ に基つ' いている。 図 -

4 は、実用大命IJ 震壁 ( W2 mX H1. 5 m) の履歴ループの一例 1) であ

り、ループは滑らかな安定した桁円形を呈し、加速度応答の低減に

有効であることが確認できょう。これを、減衰評価指標である等価

粘性減衰定数he qて

e

表したものが図 - 5 であり、 he q孟 4 0 %できわめ

て高い減衰性能を有するものである。制震壁の性能は、面外変形時

にあっても同様に発揮され2) 水平 ・鉛直の両方向に有効的な i成変装

l∞ 

図 - 2  ltlJ & 壁の構成図

Q  :  VISCωs resi stant shear Icrce 

μ ・∞effic嗣 t 01 visc国 ity

V  

、、

.> 

A  :  area 

d， :  relative vel 田 ity difference 

d， :  distance between 2  plates 

。expooent ぬtained Irom ex閃nm凹 t

図- 3 粘性抵抗力の基本原理
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3)  r制捜装置の特性絢査J

建設省主主築研究所受託研究 昭和63年 度

4  ) 宮 崎 有 馬 他

「建築t構造物の地震応答殺計法への研究( その 1 - 6 )J

日本建築学会大会学術講誠艇概集; 昭和62年、 63年

写真一 25 層模型の比較振動実験

[参考文献]

1)  r制鍵笠の粘性減衰特性に l測する研究」

「伽l獲及び免震栂造の特性関査J

建設省主主築研究所受託研究報告轡，昭和61年、 62年

2)  r制震及び免震裳置の特性調査J

主主股省建築研究所受託研究報告書: 昭和63年 3 月

写真一 1

実物大比較振動実験

0 .. ..  F RAME 

- 一企- 8 R A C E

-・ー_ V OW
(市1) 震)

一一仁トー BI B

( 免震)

V OW+日B

Input V由ve KT∞8[ 隠〕

附ax . Acc. = 70.  3(gal ) 

写真一 3

4 F  

〉

匡

。
ト

( f )  

3  F  

0 ......_. F RAME 

- ーゼ〉一一 BRACE

一一. _ VOW( 車I); [)

一一仁ト一日IB( 免震)

一一・1 - VOW+BI B 

Input Wave KT∞8( NS)  

Max. Oi sp. = 34 . 6( mm)  

60 

R F  

4  F  

〉

E  

O  

ト-

( f )  

3  F  

( 5 F)  

。
Wi thout V. O.w 

一← Wi th V D  W 

i量糊
SHA附IIGTABLE 

。 MDOE L  

11 

11 
?  

。

。

向。
。。

I A 

。。

J  0  

。。

。4A0:ムら‘
同:画 。のp。むn  

40 

35 

30 

15 

10 

5  

。

35 
凶

ロ

コ

ト

一

」

止

芝

〈

3∞ l∞ 2∞ 

REL A TI VE ACC. (  gal )  

地震応割蛾の比較

( 実験 : 加速度)

20 40 

RELA TIVE OI SP .( mm)  

地震応、割生状の比較

( 実験: 変位)

25 20 10 15 

FREQUENCY( Hz )  

5  

図- 8図- 75層模型の振動実験・応答性状図- 6

4 6  



置である。これにより、建物が弾性領域においても減衰性能が付与

され、応答を抑制することができる。

『命lJ 震壁j の用途は多岐多様で 、小型化すると床レベルあるいは

機器レベルの防護・除娠にも適用される。また、この原理は他の昔日

材要素 ( プレース・柱 ・梁 ・免震用ダン パ - e t c . ) にも応用され、

現在その用途開発3) が進行中である。

一一- Wi thout V. OWal l ( RF)  

Max .Acc.  =  - 832.  3(gal ) 

( SI MULA TI ON)  

f伽l震壁j による制震構法は、過去数年に渡り数々の検討や実験

が精力的に行われた。 写真一 1 、 2 、 3 にその笑験状況を示す。 図

- 6 は、 5 層模型振動実験の結果を示したもので、非命lJ 渓建物との

応答差( 約 1 / 12) が歴然、とし、高次の振動モードにあっても減衰

性能を発表ｾすることが磁認できる。

一方、一昨年、建設省建築研究所内で実施した鉄骨 4 階建て( 総

重量 = 10 2 . 8 t  ) の笑物大比較振動実験 ( 写真一 3 )4) に お い て も 良

好な成果を収め、本構法の有為性が実証され、実用に供する構法と

判断された。 図一 7 、 8 は実地震波入力による応答結果を示したも

ので、在来架構に比べ変位 ・加速度応答が低減され、架構の負担せ

ん断力が軽減されることが確認された。その後、建屋は同敷地内に

地震観測建屋( 在来 ・免震 ・制民構法の可変構造) として、地震そ

の他の笑証データの収集に利用されている。 関 - 9は、千葉県東方

沖地震( 19 8 7 : マグニチュード = 6 . 7 ) の加速度観測波形と解析結果

とを比較したものである。制震建屋の実淑l J 1 直が最上階て。最大2 1 9 ( g -

a l ) であるのに対し、非制民建屋の最大応答加速度は832 ( g a l ) とな

り、市lJ 謀効果は約1 / 4となっている。これらの地謀記録等の分析 ・

検討は、建設省、および社団法人建築研究振興協会内に設立された

「制震 ・免震地展観測研究委員会J において進められている。

最後に、制震建物、免疫建物および在来建物の地震応答の比較検

討結果を示す。市 ｉｊ ｾ 壁の標準配置例は、 図ー ＱＰ のように Ｑ フロアに

4 基のものであり、他方、免震建物は L R B免震構法によるもので

ある。 図 - 1 1 に最大応答値を階数別に示した。制! 漠建物では、変位

応答が低減されることはもとより加速度応答値が11階高程度で免震

建物と逆転の位澄付けとなっていること( 免震効果の有効限界) 、あ

るいは階数に対し免震建物と同様に地震波の特性にあまり影響され

ないこと等、特錐すべきいくつかの有為点が見出される。

『制J草壁』による 制震構法は、建物の安全性は 言うに及ばず 、工

期の短縮化 ・施工性の改善 ・コストの低減等にもつながるものであ

り、今後幅広い分野で応用できるものと期待される。

実証一一地震の掲れを ＱＯＳ ｾ ＱＯＵ に

一一一一 Wi t h V. OWal l ( RF)  

Max. Acc. = ー 219. 7( gal )

( RECORO)  

Input Accel erati on CHI BA- ( EW) 1987. 12 . 17 
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TIME( sec)  
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おわりに

免震 ・制震技術が実用的であるためには、シンプルな機構 ・作動

の確実性 ・メンテナンスの容易さやランニングコストを含めての経

済性等の条件を満たす必要があろう。この観点から、 P a s s iv e  C o n-

t r ol に属する振動制御技術が最も実用化の可能性が高〈、現段階で

は、 「構造物の地誌応答制御J 技術の実現化に最短の距離に位置す

るものではないかと思われる。

免震 ・制民構造に関する技術はきわめて多種多様であり、これら

の構造に対する本格的な対応はまさに始まったばかりと言えよう。

幸いにも、近年の急速な社会的関心の高揚で、その技術がより発展

する社会的基盤が堅いつつあるように思われる。住友建設は、今後

制震 ・免震構造における幾多の実証データの蓄積と設計法の合理化

が進められ、これらの技術が社会の発展と公共の福祉の増進により

一層寄与できることを期待とともに願うものである。
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制振技術の動向.3

竹中工務屈の制振技術

木 下 勝 弘

図 - 1 建 物 規 模 と 伽l娠方式
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竹中工務庖における制振技術開発の考えと現況について記述する 。

何を制御するか

制振技術の開発目的として、

①地震によって建物が被害をうけない一一地震時の安全性確保

②強風によって建物が大きく揺れない一一強風時の不安感除去

という制御システムを開発する。

都市の中枢機能を司る建築群には、高層化、情報化、居住性能化

が強〈要請されている現状にあり、このような複合的な要求に対し

て、将来、制振システムは必須な技術になろう。当面の効果として

は、建物の付加価値を高めることによって 、都市における社会的、

経済的な効果が得られる。

建物規模と制振方式は、 図ー 1 のように図式化し て考えられる。

外乱( 地震、風) と制振技術の適切な組み合わせがこれから多様

化し てくるであろう。

表ー 1 適用基準( 案)

1也 震 風

5虫

強震( V ) 激震( vn) 強風

さ

- 250ga}  25ki ne 400ga} - 50ki ne 5 年再現期間

狙物E  
中低層 高 層 中低層 高 層 超高層

耐

弾 性

層1/弾間2  性

柱梁耐力有
塑 性 率下

船酔い

変形角

内倒部壊被せ害ず大

2 以

!!( 

一部壁キレツ 00以下 梁は相当被害

不安感

免震 弾 性

3単 性

一部壁キレツ

伽l
郊 性 弾 性

開 性 弾 性 ほとんど

振 一昔日壁キレツ 一昔11壁キレツ 感ぜず

表 - 2 惜l振システム技術上の問題

建物の数学的モデ

ルによる伽l振効来

を検討する

地震時 ・強風時に

建物が安全で人間

の居住性に影響の

ない建物を作る

最適な市1) 振機構を

開発する

安 全 性 ・信頼性の

商い機総を開発す

る
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[ A MDの概念]

[ 実験装置システム図]

ｲｬ ｾ ｾ 高恥伽叩併

切仙

[ A MDの模型実験] [ A MDのアクチュエータ] [ 実験結果( 地震波応答l]

図 - 2 A M Dの模型実験

制 振 の 基 準 を ど う 考 え る か

地震や風による現行構造設計基準に対して、命iJ 振設計の基準とし

て表一 1 のような考え方ができる 。すなわち、激震時においても命iJ

振設計では構造体は弾性範囲、 一昔Ji の壁に亀裂が入 っても現状での

躯体被害、とくに内部二次郎材の大きな被害予想、に対して相当被害

を小さくする基準にできる 。強風時、 5 年の再現期間程度 ( 大阪で

は、平均風速16m/ s ぐらい) では、居住者に対しては振動の揺れは

なく、現状での不安感な揺れをなくしたい。

このような適用基準は、これから学会などで、公に検討されるべ

き性質であろう 。

制 振 技 術 の 諜 題 と 問 題

耐民設計には約 3 / 4 世紀の歴史の重みがあり、制振設計は将来

その一角を担うことになるであろうが、開発上多くの解決すべ き問

題がある 。

大きくは、技術上の問題と、社会的なコンセンサスを得るという

世の中に定着するためのソフトの問題である 。後者は、これから行

政、学会、産業界で論じられ漸次社会認知されていく上で必要にな

る。技術上の問題を検討する系統図の一部を 表ー 2 に示す。

制 振 シ ス テ ム の 開 発 ( A MDの開発)

制振開発中のうち A M D ( アクティプ ・マス ・ダンパー) につい

て、以下に述べる 。

A M Dの原理確認のため、 20階程度の振動特性を想定し、 4 層模

型の振動台実験を行 った。制f辰効来として 1 / 2 以下の制御ができ、

その有効性が確認された 。

図 - 2 に、その内容を示す。

命iJ 振 実 施 プ ロ ジ ェ ク 卜 計 画 ( T M D風制振計画)

T M D  ( チューンド・マス・ダンパー ) による風制振の実際建物

の計画を紹介する 。建物は 37階、 157 m の高さであるが( 表 - 3  )、

高さ幅の比が 6 とスレンダーで、強風時の居住性をよくするため、

振子マスダンパーによる制振装置を開発する。

最上階には、空調設備として氷蓄熱槽の設置が計画されており、

その重量1000t on を利用して付加マスとし、振子吊り支承によって

T M Dのパ ッシブ制御を行う 。設計基準としては、 5 年強風再現で

1/ 2 以での制御効果を得、良好な居住性能になる 。

表 - 3 建物概要と完成時写真

- 名称

クリスタ J レタワー

. 所担也

大阪市東区域見 1丁目

2番ー 1

・建築面積

3062m'  (926坪)

・延床面桜

85994m'  ( 26013坪)

. 基準階面積

185Om'  (560坪)

.  ｾ轍

地下 2階 地 上3祁皆

塔屋 2 階

- 最高高さ

OB P標準地盤面157m

. 構造

地下/ RC及びS RC進

地ι / Si 盆

・着工

B?:l和63年 3 月

. 竣工予定

昭和65年 8 月末

. 設計総工

竹中T I事庖

( きの した かつひろ 株式会社竹中工務庖特殊締造本部専門役 ・工学博士 )
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制振技術の動向.4

大林組の制振技術

武田寿一/ 寺 村 彰

大地震に対し 、建物はもちろん安全なように耐震設計がなされて

いるが、 中 ・低層の建物は水平周期が比較的短いため地震動の激し

い動きをまともにうけ て しまう 。図ー 1 は1940年アメリカのE L- C

E NT ROで記録された水平地震動のレスポンススペク トラムで、こ

の地震動は 、比較的、地震動の一般的特性をもっていることもあり、

超高層建物の耐震検討に一つの尺度として{ 変われているものである 。

特徴的なのは建物の水平周期が長くなるにつれ建物に入るカは減り

( 図ー 1 ) 、反対に 、水平変位が大きくなることである 。

超高層建物ではこの水平変位を各階で吸収するのに対し、免震構

造では免震装置でこれを吸収しなければならない。積層ゴムは水平

方向にはフレキシブルで大きな変形ができる? 鉛直方向の力、すな

わち建物の重量に対 しては 、ゴムとゴムとの聞の鋼板がゴムの変形

を拘束するので、 非常に硬く 剛性が高い。減衰を高める装置として

事項

ま

き

が 1 . 0

。
。

1. 0  2.0 一一 3. 0 

周 矧 T (  5  )  

応答せん断力係数

図ー 1 地震応答スペクトル

は、長期的に安定し力学系の計算にのるものでなければならない。

当社は鋼材 ダンパーシステムを使用しており、水平荷量一変位曲線

で図まれる面積がエネルギー吸収の尺度である? 積層ゴムの水平

抵抗と鋼材 ダンパーシステムとで地震時の水平外力に抵抗するわけ

である?

免 震 構 造 物 の 設 計 例 [ ハイテク R & Dセンター ]

写真 一 1 はわが国の本格的免震ピルの一つで、鉄筋コ ン クリー卜

5階建である? 各柱下に高さ 45cm、直径74cmの鉛直荷量 200TON用

積層ゴムを配し、鋼俸ダ ンパーが配遣されている様子を 写真 一 2 に

示す。最上階はスーパーコンビュータを含む屯算室、 3 階はノ 〈イオ

研究関係、 1 - 2 階はスーパークリンルーム関係の研究室 である 。

屯算設備や研究機器の破倒防止、常時微動の低減、等を意図したも

のである 。

竣工以来、地艮記録がとれている 。いずれも 小振動であるため、

大 ・中地震用に設けた鋼俸の塑性化による夕、ンピングが効く範囲で

はなく、本来の設計範暗にないのであるが、 1987年12月17 日千葉県

東方沖でマグニチュード 6. 7 ( 民央距離98km) の地震が起こり、東

京地方の震度は W と報告されたときの観測l結果では、 図 - 2に示す

通り、 5 階屋上および地盤で得られた加速度波形から免艮建物の加

速度は地盤の加速度より 小 さく、約 1/ 4 にな っている守通常建物

では地盤振動より大きくなるのが普通である? }

地下部の免震装置

max =  10 .9gal  

，.ー 一 ・ＮＮ Ｎ ＭＮ Ｎ ＮＮＮＮ，Ｎ Ｎ ＢＮＮＮＮＮＢＮＮＮｬｖ ＮｖＭ Ｎ， ＢＢｙｖｹＭｬｖ Ｍ ＮＮ， Ｍ ｾｾ胃ｬｔＧ V  ..，- ..，. "' V V - - ＧｉＯ ｾＭＮＮＮ ｶ＠ y....w......... 司 ...... '" .  ｾ＠ ..， 

ハイテク R &Oセンター屋上 ( x方向)

max =43. 8gal 

40. 0 5 0 . 0 ω ρ  70.0  

TIME(SEC)  

写真一1 ハイテク R & Dセンター( 免震ビル) 図ー2 千葉県東方沖地震 ( 昭和62年 12月17 日11時 O自分) の観測波形
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除振・免震構造物の設計例〔無機材質研、無振動特殊実験棟〕

昭和63年 3 月に竣工した科学技術庁の上記の実験棟は、電子線、

X 線あるいはレーザ一光などのビームを用いて高度、かつミクロな

レベルで無機材質の研究 ・開発を行うための施設で、常時微動とか

地震動の抑制lが重要である 。従来型と巣なり、水平方向は建物全体

を積層ゴムと鋼棒の組み合わせで、鉛直方向の除振には空気パネを

用いて対処している fJ 写真一 3 に示す全長において、左側に見える

建物が免反されている。 図ー 3 に示す地盤の常時微動では、 3 Hz -

70Hzの0. 05- 0 . 10gal  ( l gal  =1/ 980 ・G) の振動が卓越しているが、

図 - 4 に示す屯子顕微鏡除振台位置では、 0. 005gal 以下に振動量が

大幅に低減されているのがわかる。この図てすま、機軸は振動数を表

し、加速度は右下がり、変位は右上がりの尺度に対応して読みとれ

ばよい。

写真一 4 は屯子顕微鋭とそれによる金単結晶の分析結果て¥格子

縦模様が約 2 オングストローム (2 . OX 1O- 8c m) 間隔の原子構造であ

る。従来、夜間でしか使用できない場合もあったが、昼間でも最高

分解能で使用できるようになった。除振については、周波数別に、

振動を嫌う精密機器などの許容限度以下になるように設計する。こ

の建物では、予め振動レベルを予 islJ 計算し、許容限度と 比較し除振

設計を行い、同時に建物の免渓設計を行つことによって、除振と免

民というこつの目的を同時に達成している。

大地漢に対しては建物の固有周期は約 2.3秒とし 、ハイテク R &

Dセ ンターの場合と 同様に設計がなされている 。1988年 5 月30 日、

鹿島灘深さ 51kmでマク' ニチュード 4 .7 の地震が起こった。鋭 islJ 結来

てすま、 図- 5 に地盤および免渓建物内の電子顕微鏡除振台で得られ

写真一 3 無振動実験棟の全景

0.01 
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)
恒

剤

事

指
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5  10 

領勧数 ( Hz)

図- 3 地盤の娠動量

( 地盤は振動数3Hz-

70Hzの振動が大きい)

とb、

金

5  10 

伝動数( Hz)

図- 4 電子顕微鏡除振台の振動量

( 3Hz- 70Hzの地盤の

娠動か司削除かれた)

電子顕微鏡

電子顕微鏡による金単

結品の80万倍分析結呆

( 絡子縞傑織が金の原

子配列を示す)

写真一 4 電子顕微鏡と金単結晶の分析結果

電子顕微鏡台U - D

20 

Ｐ 嗣嗣輔雌鍋揖魁軒阻踊飯田柑仰削恥峰崎地跡 ＪＧＮ Ｎ ｬ ＧｴＭｴｾ .. ・E  地鍍GL - l . 8 m U- D  

o  5  10 Ti me( sec)  

図 - 5  鹿島灘地震( 昭和63年 5 月30 日19時 45分) の観測波形

た加速度波形を示すように、建物内の加速度は地盤の加速度より 小

さく 、水平方向も上下方向も約 1 / 10になっている。

おわりに

免涙建物 2 例を紹介したが、東京都渋谷区に地下 l 階、地上 5 階

建てのオフィス免震ピルが昭和63年 4 月に完成した。わが国では、

ここ最近30年聞の有名な池滋としては新潟地震( S  .39 .  6  ) 、十勝沖

地震( S  . 43.  5  ) 、大分県中部地震( S  . 50 .  4  ) 、伊豆大ぬ近海地反 ( S .

53.  1  ) 、宮城県沖地震( S  . 53.  6  ) 、日本海中部地震( S  .58.  5  ) で、

大きな被害を建物に出している。建物の耐震安全性はもちろんであ

るが、最近の情報 ・通信ネットワークの全国的拡充に対しでも高度

の安全性が必要になってきている。また、ハイテク産業関係ではま

すます微小振動の抑制lが要求されてきており 、この拙文がお役に立

てれば幸いである。
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制振技術の動向.5

清 水 建 設 の 制 振 技 術

横 田 治 彦

近年、建築構造の分野では免震構造 ・制振構造など、従来の耐震

建築の概念に捉われない構造や建物に付加する装置を、あらためて

見直そうといった機運がおこっている 。振動学的には古くから知ら

れている理論やアイデアであっても、多方面にわたる技術開発、技

術革新の結果、信頼性の高い装置やシステムの開発が可能となり、

実際の建物に適用可能な装置 ・システムとしてあらためて検討する

意義がでてきたものも多い 。また、建物に求められる機能が高度化、

多様化した結果、大地震時の耐震安全性だけでなく、中小地袋・風

による振動、設備振動 ・交通振動 ・生活振動などの微振動対策が求

められるようになっている 。建物、構造物の振動に対しても多様な

対策を求められる時代がやってきたといえる 。

本稿では、研究開発中の 3 例を紹介する。

スーパースロッシングダンパー

スーパースロ ッシングダンパーは、容器内の液体のスロ ッシング

( 揺動) を 利用して、一種のダイナミ ックダンパーとしての機能を

持たせたものである。構造物の固有周期とスロッシング周期を一致

させることで、容器内の液体が大きく揺動し、逆に構造物本体の振

写真一 2 灯台室に設置されたスーパースロッシングダンパー

52 建築と社会/1988年 8月号

動が低減される 。主に強風による構造物の振動応答を低減する目的

で開発された 。容器内の液体の挙動( とくに大振幅時の挙動) は綾

雑で、単純なダイナミ ックダンパーの理論では説明できない部分も

あるが、それだけに魅力的な部分も残している。

スーパースロ ッシングダンパーの特長を、以下に記す。

(1) 容器の内径寸法や水深を変えることなどで、スロ ッシング周期

を構造物の固有周期に合わせることが容易である 。

(2) 構造物の振動が微小振幅でも制振効果を発揮する 。

(3) 構造物の振動応答が大きくなったときに 、容器内の液体の振幅

をおさえるためのストッパーや安全装置が不要で、ある 。

(4) 装置の取り付けが容易であり、設置スペースが小さい。

(5) 維持管理が容易である 。

スーノマースロ ッシン グダンパーは、液体の揺動を利用しているだ

けの非常に単純な装置てーあり、既存建物の振動低減のために後から

取り付けることも容易である 。

f右1) 振効果を実際に検証するために、横浜マリンタワー( 氷川丸マ

リンタワー附所有、固有周期1 . 82秒) の灯台室にスーパースロ ッシ

ングダンパーを設置した( 写真一 1 、 n ここに用いた容器は直径

50cm、高さ 50cmのアクリル製円筒容器て¥内部が10層に仕切られて

いる 。各層にはタワーの l 次固有周期に合わせた水が入 っており、

灯台室に設置した合計40個の容器内の水の総重量は 1. 6 トン( タワー

全重量の約0. 3%) である 。風速15- 20m/ sの強風時のタワー頂部の

振動振幅をダンパーの有無で比較すると、夕、ンパー設置時の方が 1

/ 3以下になっている( 図一 1 ) 。また、人が振動を感じる時間も大

幅に減少している 。

今後、風による振動が問題となるようなタワーや超高層ビルなど

への適用を推進する予定である 。
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写真一 3 慢性ポンプダンパーを組み

込んだフレーム試験体
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図- 3 慣性ポンプダンパーの有無による応答波形の比較

粘 弾 性 ダ ン パ ー

高層ビル、超高層ビルの強風時および地震H寺の振動低減を目的と

した、粘弾性ダンパーの開発研究を行ってい る。構造物の架構に減

衰性能を付加して、振動の低減をはかるものである 。振動減衰材料

として開発した粘弾性体は、コPムアスフアルトと呼ばれるもので、

石油アスフアルト、熱可塑性ゴムを主成分として過熱混練して生成

する 。任意の厚さのシート状に成形可能で、材料自身が強い接着性

を持っており、減衰装置製作上のメ リッ トがある 。野断変形に対し

て大きな粘性努断抵抗が生じ、野断変形能力も大きい。耐久性、信

頼性、安定性がよく、材料は低価格である。命IJ 振装置として構造物

へ取り付ける形態として、多くのバリエーションが考えられている

( 写真一 4 )0 

基礎的な材料の動的試験結果、 6 屑鉄骨モデルに粘弾性ダンパー

を取り付けて行った振動台試験およびそのシミュレーション解4斤の

結果( 図ー 4 ) 、さ 一 一

らに笑大 1/ 2 モ

デル制振装置の動

的加力実験の結果

からは、f l j I Jt辰装置

として非常に良い

結果が得られてい

る。実建物に設置

した場合の地震応

答 解 析 ( 図ー 5 )  

でも、その効果が

確認されている 。

今後、超高層建物

の制振装置として

さらに研究する予

定である 。

写真一 4 娠動台試験用銅製試験体の概要
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免 震 建 築 物 建 築 セ ン タ ー 評 定 物 件 リ ス ト ( ビルデイングレターより ' 88. 5 まで)

評定番号 主主 築 .名 称 建 築 物 概 要 免 君主 装 置 構造設計データ( 周期カ ッコ内小変形時)

設 3十 者

評定年月 建 築 場 所 用 途 延べ蘭桜 階 数 軒 高 支 承 ダンパー l 次固有周期: 秒 設計用明断力係数

CJ - LC- 99 八 千 代 台 ユ ニ チ カ 式 免 震 住 宅 ユニチカ

町l ' m 

P C版 X  1. 83 (0. 06)  0 .20 ( 1階 )

CJ - D 013 東京建築研究所 住宅

114. 39 

地上 2 階

6.50 

積層ゴム

57 .4， .8 千築県八千代市 隆明星ダンパー Y  1. 83 ( 0. 07)  ー 0.20 ( 1階 )

BCJ - 免1 沢 田 美喜 国 際 福 祉事業 記 念 キ リ シ タ ン 資 料 館 三宅敏郎一級建築士事務所

m'  
地上 2 階

町1

ル ー プ 状 鍋 様 X  1. 9 ( 1. 4)  0. 15 ( 1階 )

東京建築研究所 資料館 積層ゴム

60. 7 担割安川県中郡 ユニチカ

547. 22 
地下 1 階 7.75 

弾塑性ダンノｾＭ Y  1. 9 ( 1. 4. )  0 .15 ( 1階 )

BCJ - 免2 奥 村 総 筑 波 研 究 所 管 理 棟 奥村組

ロl ' m 

ル ー プ 状 鋼 様 X  Z . 1  ( 1. 4)  0. 15 ( 1階 )

東京建築研究所 研究所

1，330. 1 

地上 4 階

13.75 

積層ゴム

60. 11 茨城県筑波郡 弾塑性ダン. 1' ¥- Y  2.1  (1 . 4)  0 .15 ( 1階 )

BCJ - 免3 大 林 組 技 術 研 究 所61 実 験 棟

πl '  町1

直 線 型 鋼 榛 X  3.12  (1 .33)  0 .15 ( 1階 )

大林組 実験室

1，623. 89 

地上 5 階

21 .85 

積層ゴム

61.  2  東京都清瀬市 弾塑性ダン ｊ ｾ ー Y  3.08 (1 .24)  0. 15 ( 1階 )

BCJ - 免4 オ イ レ ス 工 業 藤 沢事業 場 T C練 安井建築設計事務所 研究 ・笑験

m'  m 

鉛プラグ入り X  2.14 (0. 90)  0. 20 ( 1階 )

オイレスエ業 及び事務室

4，765. 4 

地上 5 階

21. 20 

( 鉛プラグ)

61. 3  神奈川県必沢市 住友建設 積層ゴム Y  2. 15  (0. 91 )  0. 20 ( 1階 )

BCJ - 免5 船 橋竹 友 寮

ロl ' m 
X  2.09 ・ 0. 15 ( 1 階 )

竹中工務庖 寄宿舎

1，530 .20 

地上 3 階

10. 995 

積層ゴム 粘性体ダン ｊ ｾ ー

61. 4 千業県船f品市 Y  2. 10 0 .15 ( 1階 )

BCJ - 免6 鹿 島 建設 技 術 研 究 所 西 調 布 音響 実 験 棟

m'  m 

片 持 梁 式 鋼 棒 X  0. 83 0 .20 ( 1階 )

鹿品建設 研究所

655. 99 

地上 2 階

10. 20 

積層ゴム

61. 5  東京都調布市 5単塑性ダンパー Y  0. 81 0. 20 ( 1階 )

BCJ - 免7 沢 田 美喜 国 際 福 祉事業 記 念 キ リ シ タ ン 資 料 館 三宅敏郎一級建築士事務 所

m'  m 

ル ー プ 状 鍋 俸 X  1. 9 (1. 3 )  0. 15 ( 1 階 )

東京建築研究所 資料館

293. 82 

地上 2 階

6. 00 

積層ゴム

61.  7  判i予告川県中. I l 1l ユニチカ 弾塑性ダンパー Y  1. 9 (1 .3 )  0. 15 ( 1 階 )

BCJ - 免8 ( 仮称) Apt . 福 宮 奥村組

ηl '  町1

ル ー プ 状 鋼 棒 X  2. 2 (1 .4 )  0. 15 ( 1階 )

東京建築研究所 共同住宅

681. 80 

地上 4 階

11. 57 

積層ゴム

61. 12 * 京郷中野区 弾塑性ダン ｊｾ ー Y  2. 2 (1 .4 )  0. 15 ( 1階 )

BCJ - 免9 渋谷 清水 第 1 ピル

ηl '  

地上 5 階

町1

直 線 型 鋼 様 X  2. 99 (1 .3O)  0. 15 ( BI 階 )

大林組 事務所

3，385. 09 

地下 l 階

16. 95 

積層ゴム

62 . 2  東京都渋谷区 主苔昼 1 階 弾塑性ダンパー Y  2. 97 (1 .24)  0. 15 ( BI 階 )

BCJ - 免10 フジタ工業 株 式 会 社 第 6 実 験 棟 改 築

m'  町3

鉛プラグ入り X  1. 86 (0 .90)  0. 15 ( 1階 )

フジタ工業 研究施設

306. 63 

地上 3 階

9.80 

( 鉛プラグ)

62. 2 神奈川県徽浜市 積層ゴム Y  1. 86 (0. 90)  0. 15 ( 1階 )

BCJ  - 免11 科 学 技術斤 無機 材 研 無 振 動 様 建設大臣官房官庁営給部

m'  町、

直 線 型 鋼 棒 X  2. 26 ( 1. 17)  o  15 ( 1 階 )

筑波研究学園都市施設管理センター 研究所

616 .00 

地上 1 階

7. 10 

積層ゴム

62. 6 茨城県新治郡 大林組 弾塑性ダンパー Y  2. 26 ( 1. 17)  0. 15 ( 1階 )

BCJ - 免12 清水 建設 土 浦 営業所 事務所、

m'  m 

鉛プラグ入り X  2. 33 (0 . 84)  0. 15 ( 1階 )

h'l 水建設 寄宿舎

636. 764 

地上4I l 皆

13. 42 

( 鉛プラグ)

62 . 6  茨城県土浦市 積層ゴム Y  2. 33 (0 .85)  0. 15 ( 1階 )

BCJ - 免13 大 成建 設 株 式 会社 技 術 研 究 所 J 様

01'  

地上4I l 皆

m 

積 層 ゴ ム + X  一 ( 1 .21 ) 0. 15 ( 1 階 )

大成維設 事務所

1，173. 20 19.10 

ル ー ロ ン ( 支承部愈 篠)

62. 7 神奈川県績浜市 事苔昼 l 階 すべ り支承 Y  一 ( 1. 21) 0. 15 ( 1 階 )

BCJ - 免14 ( 仮祢) 庚 申塚 第 3 ハイ ツ 奥村組

01'  打、

ル ー プ 状鍋俸 X  2. 2 ( 1. 3 )  0. 15 ( 1階 )

東京建築研究所 共同住宅

476. 28 

地上 3 階

8.70 

積層ゴム

弾塑性ダンパー
62. 7 東京都練馬区 Y  2  2  ( 1. 3 )  0. 15 ( 1階 )

BCJ - 免15 虎 ノ門三丁目 ビル

ロl ' m 

直線 型鋼 榛 X  2.61 (1 . 62)  0. 15  ( 1階 )

h'l水建設 事務所

3，372. 99 

地」ニ8 階

29 .70 

積層 ゴム

62 .12  東京都港区
弾塑性ダンパ ー Y  2.57 (1 . 56)  0. 15 ( 1階 )

まとめ i 徳 山国夫 編 集 委 員 ( 竹中 工務庖 )



三 菱 の 制 振 装 置
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要概置装

煙突、橋、塔、自動倉庫、ビル、 工作4鋤戒等の

制振に多 くの実績があり ます。

制 振 効 果 の 一 例

装 置 作 動 前

t辰

H寺芸IJ

- - ;・

。

装 置 作 動 後

娠

中高 l時五IJ

-ー一一今

- ピル吹き銭けに殴置する窃合

太陽光 太陽光

三 菱 の 太 陽 集 光 シ ス テ ム

/  装 置 概 要

12F 

I I F 

I OF 

9F  

8F  

7F  

6 F  

5F 

. へリオスタ γ ト

鏡 : 普通ガラス、平面鋭、 l mX l m、 8 枚 1

セット

向動追尾袋ili :  9 時から 17時まで 2 分ごとに、

0.51支回転、屯動機0. 2kW、角度の検出は、

パルス発信ifit による

公転事Ili 正装ili :  i由。J式、 1 日に l 固有Ii 正

運転妹作 : 自動( 押 しボタ ン操作も可能)

運転可能肌率 : 30m/  s 以下

・第 2 反射鋭

材質 : アクリル樹脂材

庁 Ｚｾｴｫ : ノl、j杉山1面板集合ノ 守ネル

- トラス移街地主詮

速度 4 m/ min 

';.wvJ) 機 : 1  kWX  2 台

駆動方式 ワイヤロープ牽号|方式

運転操作 事JI しボタン娘作

. 遮光業芭

t推進 : 折りたたみ式、スチールサ y シュにポ リ

カーポネイト ホ回収 り{すjt

迷度 : 6.2m/ min 

駆動方式 ワイヤロープ着封|万式

電動機 0.5kW

運転操作 : jl Jl しボタン操作

設 備 概 要

λ 三 羨 重 工 業 株 ま 釘t

広 島 製 作 所

干 730 広 島市 中 区 江 波沖 町 5 番 | 号

建築と社会/ 1988年 8 月号 55 
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チラ一周

MODEL  R A  
a払

2弘

特 長

① 金属コイルスプリンク内蔵の吸振体によ っ

て高い防振性能を長期間発慢。

② 吸 振 体 移 動 方 式 に よ り 正 確 な レ ペ リ ン グ が

エアコン用

MODEL  C T  

可 能。

エアハン用

MODEL U R  

‘  
‘  ら

手

③ 耐 震 用 ス ト ッ1 '1ーを標準装備。

④ 施 工 が 簡 単。

ポンプ周

MODEL  P X  
種 目IJ 用 途 タ イ プ

ポ ン プ P X 型

チ ラ ー R A型 - R W型

設 備 機 器 系 エ ア コ ン C T 型 ・C S 型

フ ァン S A型

エ ア ハ ン U R型

フレキ F X 型

配 管 系 防 振 サ ポ ー ト C V型

防 振 ハ ン ガ ー H S 型

p ど4

ｾ＠

/' -._ 娠董h制 御の トータルシ ス テム を めざす

冬多> 特 許 機 器 株 式 会 社

兵庫県尼崎市街場口町 5- 17-

東京 〒 101 東京鶴千代田区岩本町 3- 10-

大阪 〒541 大阪市東区平野町 3- 6- 1 (平野町センチ ュリー ヒJ レ) 宮 0 6

あなたもアイデアマンになれる

マンのアイデア発想

企画: 日本建築協会

四六・ 224頁・定価1800円

;金頭

戸田建設株式会社 合 原 一 夫 著

厳 し い 時 代 を 生 き ぬ く 原 動 力 は ア イ デ ア だ グ

・どうしたら施工のコ ス トが下げられるのだろう?

・どこを改善したら現場がスムーズに動くか?

厳しい不況からの脱出 を目 指 し，各社 ともコス ト・品質競争に必死である 本

舎は， そうした現ぬ で生かせる施工のアイデアや，盲点になっている改普テー

マなどを数多く集めた. また，どうすれば役立つアイデアが得られるのかなど，

日常生活や職場でのアイデア発想、法などを提案. IlI J 実行に移せるアイデアの本.

マンシ ヨンバルコニー手V りを

先旬けでき宅よいか

金属工事ではコストを大きく左右する 7 イデアテーマか'多い

*hLhTI 好評発売中 |

T QCから見た建設業問題解決の決め手

• 

荒木陵彦著 / 四六・ 192頁・定価1600円

建物の値打ちの高め方 ビルマンションの新しい評価ほ

小林清周著 ・四六・ 208頁 ・定価 1700円

空調設備のトラブル50 建築に燐わる人へのヒント

建築設備トラブル研究会著・四六 ・ 224頁 ・定価1800円

衛生設備のトラフル50 建築に携わる人へのヒン ト

躯体工事監理のチェックポイン卜 100

須賀好富著 / 四六・ 224頁・定価1800円

パソコン会計術設計事務所編

西部明郎著 / 四六・ 224頁・定価1800円 建 ｾＱ 宣傭トラブル研究会著・四六・ ＲＲＴ 頁・定価 ＱＸＰＰ 円

( 目録進呈〉 6 学芸出版社

千600 京都市下京区木浄l五精通商j同院点入

T  E  L  075  (343)  0  8  1  1  
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. プロのノウハウ新刊紹介

出 版 委 員 会 山 田 修

."'"凶"".

- 傘' 竃看.
ゼロ災への道

ゼロ災への遺

〔著者略歴〕褒 一郎 ( おもていちろう)

1949年 目立鉱業専修学校卒業

1966年 ( 附松村組入社

建設現場の安全管理活動

現 在 同社安全衛生部長』転中央安全衛生委只会事

務局長

1971年 通商産業局東京鉱山保安監督部長賞

1982年 大阪建設業協会会長必膨

表 一 郎著定価， .600 

学芸出版社刊

1985年 全 国 建 殴 業 協 会 会 長 波 彰

1986年 大 阪 労 働 基 単 局 長 表 彰

1  . わたしの概評

「表一郎」の姓名がよろしい。ズパリいっ

て著者向きです。

わたしは「はじめに」と「おわりに」を先

に読み、第 l 章「セV 災への旅」から l順次に

第10章「安全担当者のあゆむ道」へと読了し

ました。地味な本ですが、内容は充満してい

ました。

建設現場の安全管理活動は、一般的に目立

たない仕事で与す。いったん事が起こって一気に

表面化します。その時点で、どんなに悔やみ

反省した所で「すべてが無に帰す」運命を背

おわされている職場です。

現場は、いつの時代でも効率第ーが優先さ

れ、金 . a霞・心のいる安全管理は最後に固さ

れてきたように思います。

この誤りを筆者は強調され、各自の心の中

に「安全第一」の緑十字のシンボルフラッグ

がはためくようにならなければならないこと

を、情熱と体験を通して訴えていました。「静

なる中に動のゆらめき」を感じました。

全国の建設現場の所長クラスの方に、是非

とも一読をおすすめしたい本て' す。現場所長

のやる気 ・生きがいが 「セV 災への道」に通

じている、と確信させてくれる本でした。

2.本の中味を点検する

第 Ｓｾ r労働災筈防止対策の推進」には、

ミーテイングと指差喚呼を一体化すると相乗

効果を高め「見まちがい J r聞きちがい J r思

いちがい」などのヒューマン ・エラーが防げ

る、と記されています。

ヒューマン・エラーは、単純な間ちがいか

ら起こります。指差喚呼は、あらゆる職場で

実践してほしい制度です。ともすれば単調に

なりがちな記述の中に、表記・図示 ・写真が

入り、読者に親しみを持たすよう配慮されて

いました。木村芳子さんのイラストも花を添

えています。

「何回い っても駄目な人に対して 、サ ジを

投げたのでは、それまでの努力が水泡に帰す

るのみならず、管理 ・監管者としては失格で

ある。 ホ考え直す愉というサイクルは教育の

基本であり宿命と考えるべきだ」の項は、指

導者 ・監督者のあるべき姿を教えてくれまし

た。

第 6 章「ヒューマン・エラー事故防止」で

は「人間は欠陥だらけの動物で、見まちがい、

聞きちがい、操作のしまちがいなど、さまざ

まのエラーを引き起こす。不注意の状態にな

ったり 、エラーを起こすことが人聞の特徴と

いえるようだ」に出会い、わたしは安心しま

した。ときどきエラーを起こし、人様に助け

て貰っているからです。

これで安心していては、プロの管理者とは

いえません。本はそこから、ヒューマン ・エ

ラーの防止へと展開していきました。不安全

行動の分析から事故 ・災害防止の要点まで、

事例を上げて解明されています。ベテランの

筆力が流れるように息づいていました。

第 8 :'(i r安全のこころ」は、やる気を出さ

せる方法が述べられています? 。第 9 章「職場

の人間関係管理」では、心の通い合う親しい

人間関係の復活・リーダーシ ップ ・求められ

る現場監督者像が心に残りました。

3.筆 者との対談から思う

すぐる目、筆者を職場( 松村組本社) に訪

ね対談してきました。その中から要点を記し

ます。

①「セ' ロ災への道」の苦労話を、いくつか

あげて下さい。

「始めての本で、何もかもが大変でした。

今まで各所( 職場安全大会の講師として一ヶ

月に一週間は各地を回る) で講演したメモを

持っていましたので、それをもとに時の流れ

に順応するよう往き改めました。」

「わたしの会社は、社長が安全管理にものす

ごくカを入れています。その理解があるから

こそ、安全関係の各種講演会に引っぱり出さ

れても文句をいわれないのです。ありがたい

職場て' す叫

褒 一 郎 氏

「その分、わたしも安全管理には粕一杯力

を入れています。これに関しては全社貝が、

大手には負けない自負を持っていますねエり

「こんな立派な本にしていただいて大変に

総しいですよ。当初は還暦を記念して、自費

出版をしょうかと考えていた矢先に執筆依頼

を受けました。それが今では、本屋の庖頭に

並ぶ本がてe きたのですから、光栄に思ってい

ますU

「さっそく、 札幌のスナ ックの7 7 さんがお

祝いとして 30冊買ってくれました。全国のフ

ァンがホあんた今度本を出したんやなれ、と

¥11話をくれました u

②どんな 人に読んで欲しいですか。

「ゼネコン ・サプコンの安全担当者、安全

協力会の職長、作業員の親方には、是非とも

読んでいただきたいですり

「安全管理活動は 、自主活動として各人が率

先してやらない限り、安全はなくなりません。

わたしは、特桶に入るまでホ安全の道前を

歩いていきます。建設業界の安全玉であり、

安全気違いでありたい、と願っていますり

③今後の抱負を語って下さい。

「出だしが好調だっただけに、あと教冊は

書いてみたいです。今度は、、夜の安全活動→

セ・ロ災への道、を考えています。カメラ 2 台

をかついで、全国の夜のスナ ックを取材した

いで与す。全国を講演して歩いたとき、夜の盛

り場で一杯飲みながら疲れをいやしますから、

一杯飲み屋は全国に散在しています。スナッ

クの7 7は、接遇方法が豊かです。人の扱い

方 ・従業貝の指導法などを、わたしは多くの

7 " 7 から学んできました。そんなマ? を中心

にした、夜の安全活動→明日への縦、、という

ようなものを全国を歩いて取材してみたいで

すね。ハッハッハ… … ( 笑 ) J

最後は、表さんの表情が輝やいていました。

夜の二部作は、ペンネームを「裏 次郎」と

しては と、話はとんでもない方向に脱線

しました 。

( ゃ ま だ お さ む/ 大阪市立工主高等学校lli 築科)
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(1)  輸 送 効 率 が 大 幅 に 向 上

従来の心理的待ち時間方式に加え、新たに大局

観割当方式如、混雑階へのフレキシプル配車、個

々の乗客の待ち時間を考慮した割当方式の採用に

より、平均待ち時間を 15- 20%、60秒 以 上 の 長 時

間待ち率を 30- 40%減少させた。

(2)  ピル内交通に合った最適群管理ルール選択

ピル内交通は、オフィス、ホテル、ショッピン

グなど用途により奨なり 、 また 1 日の時間帯別に

よっても変化する 。 さらに長期的にはテナントの

入れ替わり、各階レイアウトの変更による交通変

化も起こり得る 。 これらおのおの異なるピル内交

通に最適な群管理ルールを選択し 、 ピルの個性に

合ったエレベーター運行を実現する 。

(3) 気配り機能により使いやすさを 向上

エレベーターを快適に利用 で き る よ う 気 配 り 動

作を行う 。 たとえば、

① 戸 間 釦 や 戸 開 釦 の 使 用 頻 度 を 学 脅 し 、 戸 開 時間

を自 1luJW司援する 。

②ホテルなどでは、閑散時に空かごを優先的に害IJ

当て、他の乗客と乗り合わせる機会を減らす。

③混雑時に乗りきれない乗客のために 、 か ご の 追

加割当てを行い、つぎにくるかごを乗場に表示す

る。

(4) ユーザー自身で運転モードの変更が可能

ユ ー ザー プログラミング機能により、ピルの交

通状況や使い方の変動に応じてユーザー自身で運

転モードが変更できる 。運 転 修 正 機 能、予約機能、

コンサルティング機能があり、専用ラップトップ

コンピューターにより群管理ルール、 I時刻、階床

などをディスプレイを見ながら入力できる 。

特長AI 群管理方式 ( Aト2100)

AI  ( 人工知能) 技術の一つであるエキスパート

システム劃と、人間の主観的な概念などのあいま

いさを扱うファジ一理論削の応用と、大1誌の情報

を高速処理できる 32 ピγ トマイクロコンピュータ

ーの採用により、エレベータ一群( 速度 120m/mi n

以 上 で 3 - 8 台) の効率的な運行を行う群管理シ

ステムである。

1 6 3  

AI 群管理エレベーター

システム構成

図 1のように 、群管理装置、各台市IJ御 装 置 、 ユ

ーザープログラミング装置、および来湯の表示総

で梢成される 。

芳博加 藤

機能構成 (図2 参照)

群管理装置は、知識データとしてエレベータ一

群管理の開発技術者、設計技術者、保守技術者な

ど専門家の知識を 、 その知識に最も適合した表現

形態( ファジールール制 、プロダクションルール刷 、

および手続き型プログラム削) で記憶している 。

また推論エンジンは、この知識データを使用して

制 御 に 必 要 な 結 論 を 導 き 出 す。

群管理装置は、各台車IJ 御 装 置 か ら 得 ら れ る 交 通

状 態 デ ー タ ( エ レ ベ ー タ ー の 位 置 、 方 向 、 呼 び の

発 生 な ど ) に 基 づ い て 、心 理 的 待 ち 時 間 評 価 制 の

婆 索 と な る 待 ち 時 間 、 予 報 外 れ 、 満 員 、 乗 車 時 間

等 の 予 測 を 行 い 、交 通 状 態 デ ー タ と 予 測 結 果 に 基

づ い て ル ー ル 条 件 部 (IF......) の 評 価 を し 、 条 件

が成立すれば実行部 ( THEN. … ・) の処理を行う 。

この処理は、三段論法で繰り返し行い、導き出し

た結論を制御指令として各台制御装訟に出力する 。

おわりに

昨今、ピル内の 居 住 環 境 の 向上 が叫 ばれており、

エレベーター遂行サービスもその一環として考慮

されなければならない。そのためには、建築とメ

ーカーの両者で事前に十分なエレベーター設備計

画を検討し、 利 用者もピル管理者も満足できるサ

ーピスを提供する必要がある 。前述した AI 群 管 理

がその一端を担うことができれば幸いである 。

i世論エンジン

Ｈプ ロダワ ショ‘ ＯｊｾＭｊｾ 用 Ｉ

|桂論エンジン

( ファジールーJ レ用)

と竺竺

[ 群管理装置1

Ｈ］ｆｾｉＷｬＺｊ ＿Ｗｾ＠

ｾＰ ＺＱ ＿ＺＯＳＯｊｾＭｊＰ＠

(?7'-;- J H0  

工

レ

ベ

l

ヲ

l

群

管

理

の

専

門

家

i主)

※ 1. 専門家の持つ知織や経験則を知織データとしてコンピ

ューターに記憶させておき、それと入力された状態デー

タより結論を導き出す。

員百 2. 人間の主鋭的な概念( あいまいさ) を級う理論で、あ

いまいさを 0 から l までの1直を持つメンバーシ γ プ関数

で表し、あいまいな慨念を数学的に取り扱おうとする理

論。

※ 3  . あいまいな表現を伴う知織を J もし・ な創;!... ... j

という形に定式化したもの。

※ 4  . 確定的に表現される知識を、「もし … …告ら I;! .. ....j と

いう形に定式化したもの。

※ 5. 実行手順を明確に記述する従来のプログラミング手法

により知織を定式化したもの。

※ 6  エレベーターを待つ人のイライラは、待ち時間が長〈

' " ' るほど加速度的に大きくなる。そこで、物理的な時Hl I

を待つ人が心理的に感じる時! 日l に変役して鮮価する方式。

※ 7  現時点の状況のみならず、将来のかご{ 立法や呼ぴ発生

を予測し、現時点から近い将来にわたり最適なサーピ λ

を行う方式。

交通状態テ一世

・工lバ一世ーの位置、

対旬

・乗場呼ひ; かご呼0 : 等

各台制御装置

三菱電機株式会社関西支社ピル シス¥

テム部昇降機技術課長/

越築と社会/ 19総 判 月 号 59

帝11御指令

・乗場時。切割当て・

予 樹 齢

・戸際問車11御指令、等

図 2. Aト2100の機能構成
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エレベータ一群管理システム Aト2100群管理装置

現在使用されている建築設備に対するアンケー

ト調査結果によると、エレベーターの待ち時間が

長 い と の 不 満 が 結 構 多 い 。 エ レ ベ ー タ ー が l 台 か

2 台しかない場合はともかく、 3 - 8 台 も あ る 群

管 理 方 式 の 場 合 は 、 台 数 が 多 い の に な ぜ す ぐ に 来

ないのかと思うのであろう 。

待ち時間が長い主な原因は、

1  ) 建物の規模、用途に見合った適切なエレベー

ター設備がなされていない。

2) 当 初 計 画 に 比 べ 、 エ レ ベ ー タ 一 利 用 者 が 大 闘

にI曽加している 。

3  ) 交通需要の変動に対し、エレベーターがフレ

キシプルに対応できない。( 旧形群管理)

4  ) 利用者が許容できる平均待ち時間が、時代と

ともに短くなってきている。

等が考えられる。

わが国で初めての群管理エレベーターは、昭和

30年代の初期に「パタン自動選択式群管理方式」

として開発された。その後、昭和40年代後半に「ゾ

ーン 11手割当方式」 、昭 和50年 代 初 め に は 予 約 案 内

機能を付加した「個別呼害IJ当方式」、 50年 代 後 半

に 「 学 習 機 能 付 群 管 理 方 式 」 が開発 さ れ 、 今 日 に

至 っ て い る が 、 こ の た び さ ら に 機 能 UP した rAI

群管理万式」が開発された 。

「

|

'
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'
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配
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図 1.  AI-2100のシステム栂成



みんなが喜ぶ技術があります:

数

々

の

測

量

を

通

じ

、

社

会

環

境

を

繋

備

し

つ

づ

け

て

き

た

測

機

舎

の

測

故

機

械

。

自

動

レ

ベ

ル

の

ロ

ン

グ

セ

ラ

ー

「

B

2
」

は

、

測

機

会

ロ

独

自

の

舷

気

制

動

方

式

の

向

動

補

正

機

能

を

備

え

、

高

い

信

頼

性

と

安

定

性

で

、

も

う

M

年

も

愛

用

さ

れ

つ

づ

け

て

い

ま

す

。

そ

し

て

、

測

距

t

測

角

を

一

ム

口

で

こ

な

す

「

S

E

T

3

A
」

は

、

迅

速

か

っ

正

雌

な

観

測

を

実

現

。

ト

ー

タ

ル

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

の

時

代

を

業

〈

ベ

ス

ト

セ

ラ

ー

と

し

て

、

さ

ま

ざ

ま

な

測

抵

現

場

で

治

維

し

て

い

ま

す

。

み

な

さ

ま

に

再

ば

れ

る

測

H

皿

機

械

に

は

、

人

と

現

場

を

理

解

し

た

高

度

(

イ

ン

テ

リ

ジ

ェ

ン

ト

)

な

技

術

と

、

次

代

の

測

量

を

み

つ

め

た

提

案

、が

あ

り

ま

す

。

さ

ら

に

盟

か

な

環

岐

づ

く

り

の

た

め

の

効

率

の

良

い

測

量

技

術

。

ト

ー

タ

ル

サ

ー

ベ

イ

シ

ス

テ

ム

の

測

機

舎

で

す

。

[so似亘面 Total Survey System 

l:ii f早期後智烹惨果意書

繰式= 日 ＮＮＮＮＮ空軍ｾ ＧＢ祉問本部東 京 都 Ｎ ｴ ､Ｚｦ ｬｩＡＺ ［ｉ￬ ，ｬ＾ Ｑ 1  1 車王 代々木 ヒル 干 151

会 社Ｎ，ｾ軍司ｾｾ 州 官 ＨＰ ＳＩ Ｔ ＶＵＵＲ ＱＱ 川畑 ＨＰ ＳＩ Ｔ ＶＵＵＰＳ Ｑ FAX(03) 4  

サービスセンター ・北海道 (011J  737-7015・東北 (022) 291 4271 ・聞東 (03)465・5031 ・北限 (025) 243-8238・東海 (045)413-1171 ・中部 (0521782・9111 ・間西 OO) 302・3931 ・中国 (082) 295-1194 

・四国 { 関99133-70却・九州 {ω21473-5761 / 宮舞踊 ・柏田 (0188)63-0456・東京 (03) 465 -5031 ・町田 (0427) 26-981ら・多摩 (0425) 74-0696・松田 (0465183-46J8・情活 ( 目的)413-1171 ・新 渇

(0251243・8238・富山 <07臼 )25-6441 ・壷沢 (0762) 62-7430・三島 (0559) 73-1091 ・名古屋 (052)782-9111 ・込書 (0722)21-3931 ・大骨 ω975) 36・2566・嶋本 ( 的印 369-1788・逗岡 (0982131-0259 

。株式会社 Ｂ｢ｾ ・ - 本 社 干550 大阪市西区江戸堀2丁目4 番 6号 T E L ， 06: 443-8612，1t) F AX ， :06 ，445-7423 

・和敬山支庖(0734)26- 2346・田辺営興所(0739)23-1180・御lJ j 営業所( 仰38)23-3120・縄本営繁所 : 0736 :34-1102 

i J ! 祭と社会/ 1988年 8 月号

60 



L  
施工材料の頁

J  

161 

曲面を有する建物の墨出

しのためのテクノ口ジー

松 瀬 慶 夫

従来、建築税局における測虫 ・量出しには一般

的にトラ ンシ y 卜等を 使用していたが、特殊な主l !

物形状の場合には能準が悲〈、これの省 }J 化が求

められていた。

ここにトータルステーションを 1舌閉したi J l i J i 止 ・

墨出し技術について紹介する。

光波距離計とは

ここに紹介するトータルステーションと呼ばれ

る測量絡の前身は、昭和40年代の初めに光j肢を利

用した iJli出I機械として登場した。当初J は主として

テープに仔わる ￬ｊ ｉｩｊ ｾＵ 装白として使用されてきたの

で、「光波距離 ｊｾ J と呼ばれていた。

光波距離討を用いた湖IJ : l l t と従来のテーフを使用

したi別立を比較してみると、

(1) 温度変化( 円周および年周) による測定距雌

への影響がほとんどない。

(2) 測虫する地表面の防t'} 物除去は 、機械点と ifflJ

断面図

点の問の視野カ匂在保されていればよい。 トータルステーションを使用した場合、

(3) 1  iJ! IJ Jl e単位は、メートル単位からキロメート ( 1 ) 機械点は複数の既知点を観測することで、 そ

ル単位を対象とするので、盛り伴え誤差を最小に の座標を算出できるので、任意の点に据え付けれ

できる。

とiJl IJ Jl 5商の平IJ点が強調されていたので「距離計」

の名が付いていた。

トータルステーションとは

J: ，ieの光j皮Jl e自生計は、最近ではトランシ y トと

体化し、 I C を組み込み電子化されて、

( 1 ) 観測情報のデジタル化

(2) 演算機能

を有するようになり、「光波距離;n'J は、その機能

をJIUlll 的に向上させ、 1 i.則点につき、

(1) 距離( 斜距離、水平J l E ! 雄、点低差)

(2) 角度( 高度角、水平角)

(3) 座線 ( X 、 Y 、 Z )

をデジタル't ，'r報として持ち、外許11のコンヒ。ュータ

と直結できて多機能な活mが可能になったので、

トータルステーションと 11引Z れるようになる。

事 例

大 ｩ ｬＡフリンスホテル主主投工、 ｊ ｾ における ｩ ｊｬｬ ｊｬｬｬ . 量

出しに、本トータルス テーションを使用したので

紹介する。

この辿物は 図 1のように予而が弓形であり、円

弧のrl' ，じ｜ＮｲＮｾ，が ｩｬｬ 物の外にある必刈府主ｬＡ物なので、

従来の選出し方法ではいろいろなI i ll 組があった。

、ｾ工 目 ｮ の均合、基本ポイ ントをトータルステー

ションでフロットし、それで得られた基準退から

の洋紺1 b . " Q出しは従来のトランシットとテーフも! 井

川した 。

1;t 米のトランシットを佼 JTIする iWJft l : と比べて、

ばよい。

(2) その際、地盤に高低差があっても、通常の浪IJ

盆で済む。

(3) 測点の角度および距離が同時に測定できる 。

( 本使用トータルステーションの測角制度は水平

角 4 " 高度角 5 " )  

(4) ポイントを設けるときは、 isIJ点傾IJ ( ターゲッ

卜(J! IJ ) を所定の位誼に移動させるだけでよい。

(5) その作業は 、機械点側( トータルステーショ

ン! ] ! I J ) と測点側の 2 人だけでよい。

といった特徴があり、当工事では下記の作業に大

きな効果があった。

杭の芯出し トランシ γ トを、通り芯上にその

郁度移動する必要がなく、 地盤に高低差があった

り、重機類で踏み予定されていても、杭芯; をダイレ

クトにプロッ卜することができた。

測量 ・墨 出し ポイン卜の談話・およびチェック

に当たっても、①と問機にトータルステーション

を見通しのよい所にセットするだけで容易に作業

できた。

高さ方向の測量 建物高さが高くなるほどテー

プ追いは大変であり、 i即日立誤差が累積する。 トー

タルステーションを地上にセットし、建物各部を

観れば、 GL からの高さを即座に知ることができ

一'_。

コスト ダウン化 従来の測量 ・墨出し方法に比

べ、省力的、効率的であり、コストダウンにつな

がった。

反面、 問題点としてつぎのような指摘があり、

今後の諜題と考えている。

機械の操作性 トランシッ卜を使い慣れた者な

らば、すぐ使いこなせるようにすること。単に測

A タ穴 JlE! i.則角のためならば従来のトランシ γ トと同様に

/ ' 操作できるが、本体が保有する多機能をフル稼動

させるとなると確かに熟練を要する。より簡便な

• •... 
ー・.......- ] i 箆富 ，/  

-ー

図 1 大津プリンスホテル

基準階平面図

、

， 

11稽平面図

操作方法を検討したい。

誤差 基準テープとトータルステーションを併

用すると、ｾ差を生じることがある 。こ れは、 Ｒ

本のテーフを使用した場合に生じる誤差と同様の

性質のものである。当現場では、初冬から定期的

に基準テープとトータルステーションの誤差をチ

ェックしていたが、最大 2mmで、あった。初夏にな

り温度上昇につれて、温度補正計算を行つでもな

お 5mm- 8mmの誤差を生じたトータルステーショ

ンに 、J兵差を考慮する機能もしくは補正方法の充

実を計りたい。

トータルステーションの応用分野

今まで述べたように 、従来多大の労力を婆して

いた計測IJ 作業、誤差の少なくなかった測量が、簡

便に正確にできるようになったが、以下つぎのよ

うな作業など、応用分野は広いと考えている。

(1) 山止壁の変位測定

(2) 傾斜地におけるポイントの設定

(3) 既存建物の外装補修面積の算出

(4) 部材製作のための現場実測

( まっせ よしお株式会社サンコー)

組築と社会/ 19邸年 8 月号 61 
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現場溶接の管理ポイント

丸 岡 義 臣

現場溶接では、不完全に施工される確率が工場

溶接に比して噌加するおそれがあるだけで、本質

的には何ら違いはない。 その違いは屋外における

高所作業 、作業範囲の拡がり、他作業との複雑交

錯、天候などの作業環境である 。

溶接工堺 の実施に際し、管埋上とくに注なせね

ばならない事項を記す。

1  ) 溶接に適した鋼材の使用

2  ) 適正な溶接方法の採用と、それに合主主した洛

接ディテールの設計

3  ) 適正な浴媛機材( 溶接峰、 ワイヤ) の選択

4  ) 適正な技術を有する溶按工の使用

5  ) 適切な溶接施工管理の実施

6  ) 溶接前 中 - 後の各段階における適切な Hキ1!fI

の適切な検査

1)  - 4) はおおむね設計段階で決定されるが、現

場の溶接管理者としても 1) - 4 ) が守られているか

をチエ y クすることは、至極当然である 。技位試

験に合絡した溶接工と違った人聞が現場で作業し

ているようなことがあってはならないからである

しかし溶接管理者に、十分な管理とチエ y クを

して貰いたいのは、むしろ 5) 、6) である 。i容J委後

の検査を厳重に行うことはもちろんきわめて重要

持されているかが主要な間組となる 。 d.湿度 高温度による結露水などで付材j制度ml

現. t J ; ¥で管理すべきルート/ I l 1隔は、設計 fuI ( 7- 9 に水分が什在した湯合、溶接を行 っても欠陥を発

mm) および使間する溶接待、ワイヤ径にもよるが、 生させる恐れがある 。相対温度が90%以上とな っ

大体設計値土 3mmで行えばよいと忠われる 。 ルー たときは、浴銭作業を中止することが望ましい。

ト間隔が上記数値より炊くなり過ぎた局合は、楽 ⑥ 溶接順序を守らせる

当金を取り付けた後、 j谷J妾純工 Ijij にアークエアガ

ウジングでl泊先内をはつりとり、所定のルート間

隔とする 。 また反対にルート 1m隔が広くなり過ぎ

た場合は、所定のルート 1m隔近くまでパタリング

を施し、その後J妾合のための溶後を行う 。

日夕 ∞ 

Uヲ∞

ガウジングによりはつりとる。

E齢胎令令Jル 一 レ

J  バt タリング( 肉E盛芸，溶富接)

伸 一

図- 1 ルート間隔が不良の場合の処置法

① 予熱の実行

母材の鋼種と板J写、外7Fijit などの条件によ って、

議後前に母材をガスバーナーで f' 熱することが多

い 。 ｩＢ熱 ｬ ま ｪ 容 ｊ 長古 ＱＱ 付近のｾｩＱＱれ防止に最も効果的で

あり、忘れた場合の逆効果もまたl Ifi . f i である 。 予

熱の範囲は、通常、溶J妾線中心より各 Jj 向 lこ100mm

ぐらいとしている 。

表 - 2 予熱温度の練準

盤ぞ
t <  25 25 S: t く 38 38 孟 t 孟 50

S S 4 1  
1.1 F書在なしも 1  

S M4 1  予聖典なし 60'C :t 10'C 1  60'C :t 10'C 

S MA4 1  

'  

E  

S M5 0  f' P.生なし 60'C土10'C 100' C: t  10'C 

S MA 5 0  

S M5 0 Y  
1  

S M5 3  
60' C: t  10'C 100'C :t 10'C 120'C :t 10'C 

S M5 8  

S MA 5 8  

，、 . . ・.

溶接的は温度が下が石につれ収縮し、溶J長歪や

残留応力となり、はなはだしい場合は吉IJ れが発生

する 。 これらをできるだけ少なくするためには浴

彼順序を; ] J liir に決めておくべきで、作業のやりや

すさから )1頃J1を無視した溶接を行 ってはならない。

a 平面順序 平蘭方向の溶接は、建物を 30- 40

m 角のプロ ックに分苦IJ し、各プロックの中心より

外(l!i lに向かつて進め 、最後に各プロ γ ク間の溶接

を行い、 ill 物全体の溶接収縮j孟の累加を少なくす

ることが望ましい。

b. 立面順序 立蘭方向の溶接は、 ilii 聞の柱継手

を最初に行い、つづ‘ いてその節の最上階位ー梁

継予から、 l順次下階へ溶接していくのが望ましい。

位一梁継予溶般を下階より行うと、その ＱｾＱＱ 分の収

縮 がJ: i >1' i のルート n日隔に影響をおよ 11 : すため、あ

まり望ましい順序とはいえない。

C. 継手部における溶接順序 溶接による収縮の

かたよりを防止するうえから、主主継手はもちろん

のこと、住Ｍ ｾ 記Ｚ継予の溶接も伎を問に Ｒ 人 ｬ 組と

なって両{ l ! 11 より同Hキに作業することが望ましい。

また位一決継予において上下フランジのいずれを

先に行うかであるが、変形上からは大差がなく、

JttIi 工1 ' ' 1 : より、下フランジつづいて上フランジへと

進める場合が多い。

;苔接収縮謁霊ゾーン

であり、また溶接工に精神的な設務! 惑を与える芯 (2) f ! l : ホ議呆以外的治機怜今 11; 111 4るJ崎合

義も非常に大きい。 しかし大事なことは、検査を ④ 適正な溶接条件で作業を行う

して不良溶接部を発見することよりも、不良i容J安

部をつくらない管理を行うことである 。

現場溶接の管理ポイン卜

重要かつ管理が可能な項目に絞 って列准する 。

① 溶接機、フラックス入ワイヤの乾燥励行

i容J妾俸やフラックス入ワイヤの充填材は、いず

れも吸湿しやすい材料である 。吸湿した材料を使

用した場合、溶接告11 には継手部として欽命的な欠

陥である測れのほか、非常に多くの欠陥を発生さ

せるおそれがある 。 とくに低水索系溶接柊の陀燥

には注意し、現場に乾燥炉を設け、必ずこれから

取り出し使用することを励行してほしい

表 - 1 溶接材の乾燥温度

銘 柄

② 開先部ルート間隔の保持

現場溶接のI l 目先寸法は、部材の製作誤差、 ill 方

誤差などによって制度を大きくばらつかせる 。 そ

の中でも、ルート間隔は溶接品質にいちばん影響

を与えやすく、重大な溶接欠陥の多くは初府ピー

ドに起因して生じるため、ルート間隔が適正に保

62 組築と社会/ 1988年 8 月号

ｪ 倒産工が ｪ 主立せねばならない浴按条件には、ＧｾｏＺ

流 ・"1I i : 圧・浴J長i率皮・シールドガス流hl . パス数

などがあり、 M本となり溶接品質に影響を与える

のは溶接電流である 泌後管理おは之の点に注 H

し、溶接姿勢もｻＡ［ぼした適正屯 ｩ たで ｩｾｊ 妾工が作業

しているか否かをチェックすることが大 'JJ である

⑤ 天候

屋外作業である税. t J ; l i谷J .11は、雨雪、風述、気温、

温度など天候に応じて作業の '1' 止、待機などの処

置を当初より iJ e めておかなければならない。

a. 雨天 降雨Hキまたは降雨の恐れがあるときは、

原則として溶接作業を行わない 作業中に降雨の

ある場合は l直ちに作業を中止し、溶接告11が雨- * に

より急、冷されるのを避ける処践を係るべきである

b. 風速 溶按作業が可能な l瓜迷 l立、各溶J妾法に

よって巽なるが、 I存按ffs近{ 芳で Fi 倒産法では6 m/

ｳ･｣ 、ガス シ ールド ￯ｾ 自動浴後法では ＲｭＯｳ･｣ 、セル

フシールド Ｇｉｾ 白到 ｉｊｩｾｊ 安法では ＱＰｭＯｳ･｣ 程度で、それ

以上の強い胤の場合は、防風袋; 況が必要である 。

c 気温 気温ー 5 ' C 以下では、議接作業は行わ

ない。気温が O" C 以下になると溶融金属が; 急冷さ

れ、主IJ れが生じたり、もろい金同となるおそれが

あるため、 0 'C - ー 5 ' C で浴後を行う場合は、時

材溶接部を最低36" C まで F熱しなければならない

仁二コ| 仁二コ

柱

溶接工2人て

同時に行う t

梁

図- 3 立面上の溶接順序

⑦ 溶接後の検査

図- 4 継手部の溶媛

i倒産後の険査として、一般には外韓飢} 比t検 f笠王と点4超t也z音

j泌皮t深草利{ω勾検1査宝が2夫九

虫袋なことは、検査J抜友き I取訳り え準準を 10∞0 %とすること

が亡常辺ましいが、やむをえず出来ない場合は、溶接

箇所. i等技工・気象条件などの普遍化を .{!;l!草した

抜き取り検査を行うようにするべきである

なお必菅波探傷検査は、溶接完了後、 i位低2411キ

11日経過しでから実施すべきである
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己主" .]N盟 主 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一一一一一石司

国 際 海 郷 都 市 福 岡 ' 89シーサイドももち住宅環境展

博多 ｩ 必の浴 ｩ［Ｇｊｾｉ 聞にＩｊｩづいて、美しい↑咋多的を

ｉｉｬ ￜ￬￭ｪ に、 ｩｦｩ 止を生かした ｗ ＮＺＲかな ｬ 耳 ｉｰｾｩ 保持Ａ目指 ｉｬｲｬ￯ f シ

ーサイドももち」の開発 JI- 副が、行政と民Kl J 一体

となって進められている。 f シーサイドももち J

の開発; 1 ! - i 而は、近年泌辺の再生をめざしているボ

ストン、ニューヨーク、ポルチモア、ロンドンま

た神戸、機浜、J l ミ京など先j j f ; ffllrli と競今しながら

も、相|珂 にしかつくれない思忽! の ili づくり、日本

を代表する 21世紀明ウォーターフロントの術づく

りの第一歩といえる。

ｩｦｲ 止は安らぎと ｾ￧ を与えてくれる 人は海に仲l っ

て旅立つ。水辺や ifl f，辺は、だ! いの場としての価値

が大きいものとなっている。水やゆを依緋として

感じている。

ＲＱ 位 ｴ 紀の泣かな生活肘ｻ主空間をＮＨｉ ｉｊ り ｈｾ すために

欠かすことのできない水や海とのかかわり、それ

をいかした環境と文化が一体となった術づくりを

目指している。

シーサイドももちのフロデューサーとして水谷

穎介氏、宮脇ll1氏を起用し、{ 釘AEみは紋道や河畔

の遊歩道、博多 j汚の f:1止 j を引き立てるしっとり

とj高ち消いたものに統一。住宅地は、 J H見を. ( I IJW

するために電話、 1丘公、 C A T V などケーブル矧

はすべて地 中化 を行い、' o II Hの!RF. " 、道路さを IHJ が形

成される 。邸主ゾーンは 、ゆとりある倣地を無機

質な I肝で閉鎖することなく、どっしりとした石総

みの上に低〈ゆるやかな紘の生 ( HI でい/ ーニング

する。度恨の色や形、外情、制裁などに全体とし

ての統一感をもたせ、家並みを結... i; 道路には、人

とクル? の共存を目指すポンエルフの予法を取り

入れて、クルマにおびやかされないのびやかな共

同の空 1mをかl出する 。

また、弁展示挫築、パビリオンについては、日

住宅展内容

展 示 館

① ＮｉＩＮｾ 川紀ｔＮ￮ ｦｩ 官

② 栄 作 栄 fi iI

③ 木J斗安史館

総合ノくピリオン

④スタンレイ ・タイガー

マン館

⑤7 イケル ・グレイヴス

⑥ i淀川 i';:lflifili

⑦出江 1i 館

会場図

展 刀主 案

f.' 良川紀市の世界J 展 世界のインテリア展

「 栄 作 栄 の 世 界J 皮 日本の文化住宅展

- 伎J反 ・六甲 ・多摩箆( 終決地区)

- 広尾ガーデン ・六 ｾｊＺ＠ - 千里

f:/ ーサイド十良も311もち{ 主 ・環境開発展(

- 開発 ・V T R ・バ ネ ル 都 市 景 観 、 建 築 協 定 緑 化 協 定 ・V O C、

';I!:紙u也下埋設など) ・総合案内コーナー ・情報コーナー ・流 彫刻l

「スタンレイ ・タイガーマンの世界」展

f 7イケルグレイヴス/ ポストモダン アメリカの住宅文化展

の世界」展

「美川淳! 市の世界」展 世界の海郷有11市 展

- 広州ー| ・オークランド・ポストン

ftll i I Jt の世界J 皮 アジアの風土建築と街並展

〈ノ、ウジンク'7 ート ・イ生ン活・部ア品ジのア展〉

アジアのインテリア、

刀τ

本と世界の秀れた建築家によって村i築し、数々の 有名建築家による街並展示 (11棟)

新しい提案を行い、戸建住宅展示は ) L州各県の代 る- i l l 築家に戸，注住宅を挫築してもらい、処築 家 ・研究専門家を掃いて、議論をぶつけあう。

ぷ往築家が各県の産品を活用およびぷ ｪＧｾ を開発し にあたっても各県の産品をもり込む ③ 「 世界の海郷都市 ・シーサイドももちから

ながら、新しい MHの住まいを従当をする。これら ex) 大分一目白杉、佐n一干HU焼、長崎ーステン の発{ ，] J シンポジウム( 予定)

の往築物を、博覧会終了後、実際に的指I i や住宅、 ドグラス 似岡市と姉妹都市広州 ( 中国) 、オークランド

公共地設など、市民の財産として iliJTJ していけば、 悩岡一鮎川 透、 f!r: n 一三 J j.: ffri .，' i典、刷なーイi !l1} ＨアメリカＩを中心として、点 ｩ 特今日本ｾ今

日本を代表するウォーターフロントの術の核とな jf; 、鹿児山一般 J I'宏万、熊本、常的、 大分、未定 問 i下の港湾・海浜者11市の現状分析・未来像を

るだろう。 共同住宅モテ'ル 館 ( 7 階 建 1棟) 話る。

「シーサイドももち住宅環境展J の概要 具なるモテル住戸 (25戸) を展示。 野外展

名紘 国際 iflt. 郷都市福岡 '89 シーサイドももち{ 主 休憩の丘・イベント広場 f  ) L'H・|の納木 ・:{EJ 展、 「野外彫刻l展と! ! 日明展J 、

毛E策上克展 ｾＡＮｴ う、ｾう場として ｍｉ ‘Ａの山々を型取った休 ｦｾ 法築図ＭｴＡＮｾフェア ｊ 、 「建築デザイン議JAJ 、「大 )11

主m: シーサイドももち住主民運営委只会 f訟の i王がある広場とよの公闘を務側l 。 家兵 ・家具展」、「出江 究 ・誠泌 j 伝統美とポス

h'( 水ハウス妹式会社、三 JI二不動産株式会社、住友 シンポジウムの実施 トモダニズム、「木島安史・ドームが詩る世界観1

2動産株式会社、野村不動産株式会社、制|苅商事 ①「住定地サミントー住宅地文化を巧えるー」 展、 「菜 作栄の主主築 ・一人と l当然と技術のイン

株式会社、福岡地所株式会社、株式会社 ) L毛協、

制岡市住宅供給公社

日目HiiJ YIIH] 昭和64年 3 Jl 17日~昭和64年 9 月 3 日

( 予定)

トータルフロテ' ューサー水谷級介、宮脇 信t

戸建住宅展

.  ) L外11  ｬ｜ｾ＠ 1 品住宅 7 戸 九州各県を代表す

六鎚ｾｊＺ Ｍ 怯 ｉ 反 ・ 多 ｉｾ 理ニュータウン ・ 広尾ガー ターフェイスデザイン」展、 「黒川紀市 ・共生の

デンヒルズ ・問 問調布成城学園 ・六巾アイラ 思念. u 展

ンドの代表者を交え、日本の住宅地について シーサイドももち開発室

々る 制 l吋市 Ni - 多区博多駅前 2 - 2 ー l 福岡センターピ

②「アジアの i町並、住宅を巧ーえる J シンホジ ル 8 階

ウム( 予定) T  E  L  ( 092) 475ー77l l

アジアの住' もや集終 ・町並みについて、総築

建築と社会/ 19腿 年 8 月 号 63 



ｩｾｾｉＺ｛Ｎ｝ ＺｬｾｲＺＮ Ｇｉ｛Ｎｈｉ＠ お知らせ目

C C D O 中部デザイン団体

協議会発足

建 築 物 防 災 週 間(昭和63年度上期)

8月28日(日) - 9月3日出

昭和35年以来 、建設省主Il Aの下、毎年建築物防

災 週間 が全国一斉に: A 施されているが、今年度( 上

期) も 上記期間中 に各種の催 しゃ査察が実鈍され

ます。つき ましでは、昭和63年 7 月18 日づけで建

設すi住宅局長より、当協会に対し週間実胞に関 し、

協力要請もありましたので、会員、読者の皆様の

ご協 力、各種催し への参加をお願い します。

なお、参考までに、昭和62年度下WI建築防災週

間、防 災査察結果集計表を紹介します。

明年は、デザイ ンイヤーであり、 全国でデザイ

ン関係のイ ベン 卜が、数多く展開されよう として

いる。名古屋市を中心とする中部地方では、名

古屋市制100周年記念とも相{ 突 って、デザインイヤ

ーのメインイベントとして、世界デザイン会議 ( 10

月1 8 日- 23 日) 、世界デザイ ン博覧会( 7 月15 日 ~

11月26 日) が開催される。これを機に、デザイン

運動を恒常的なものとし、より一層地域の発展に

寄与するため、関係団体が相寄り、協議会を設立

した。デザイン博閉幕まであと 1 年の 7 月15 日、

博覧会白鳥会場で行なわれた会場起工式に次い で、

名古屋東急ホテルで↑ 必議会の設立総会が開催され

た。午後 6 時からは来賓、構成団体会員など約300

名により設立記念パーティーが催され、デザイン

運動の隆盛を替って、和やかに歓談が続いた。本

会からは中島東海支部長が織成団体の代表としで

参加したほか、本部からは、会長代攻として松田

専務理事が出席し、佐野会長からも祝電を送り発

足を祝 った。

建築防災週間( 昭和62年度下期) 防災査察結果集計表( 全集計)

防災笠原を実 改; q. 指示，'f.
指 摘 を し た 結 *

用 途 施した建築物

改善を指摘し

勧 ｾｦｲ ，! f可の交 改善涜と♀った改善予定雄築合計 ( C )  

歓

た迎築物 :1

付件数 雄第物歓 ( A ) 物 数 ( B )  I  ( A )  +  ( B )  

ｬ 胴上品、映画館、又は Ｑ 寅 ｾｊ品 110 67 62 2  21 23 

中部 デザイン団体協議会構成団体は、本会東海支

部、他新日本建築家協会東海北陸支部など10団体。

全 国 書 屈 に て 好 評 発 売 中 ! !

耐久性向上を目指す建築実務者の ために

ｾ趨ヨ ｾｾυ ート

観覧場、公会堂、又は集会均 199 126 86 9  

病院、診療所、養ｾ院又は児

事置領事'JI:n"Zl): 等
767 477 383 30 

諜( Ｉは上記のうち養ｾ，Ｚ克
(  257)  ( 132)  (  105)  (7)  

文は児童視祉胞設容の内訳

旅館又はホテル 1.187 812 617 33 

百貨底、マーケット、 1昆11' 土日

キャ/ { レ一、カフェー‘ ，{ ー 721 546 404 33 

遊技均等

そ の f也 327 232 169 13 

合 ;1t 3. 311 2. 260 1. 721 120 

2  改善済と昏った也察物数とは、今[ I i Jの防災1E僚のt . ' i 県、指摘された事'ii が改拝された挫築物紋とする

3  改再予定建築物nとは. 改持 F定年 11 日がおおむね硲定している控積物教と f る

35 44 

155 185 

(35)  (42)  

222 255 

172 205 

53 66 

658 778 

エ事@醤菰合員趨

8 5判 224頁 3.800円 加 賀 秀 治 監 修

本 書l志、コンクリートの昆質向上と縄造物の耐久性改

善にむけて新しく制定された規準の本貨を正しく理解し

実務に適用していただくために基礎的事項と実務を対応

させなガら解説しだ実用参考書 です。

里 慣と省力削叶

建 築 新 配 筋 読 本

8 5判 168頁 3.600向井上博・北小路宏共著

新うっかり間違える構造力学

8 6判 151頁 1.500円 井 上 允 彦 著

建 築 構 造 問 題 快 答 集

A 5判 1- 10集 石 黒 徳 衛 監 修

白3.800円 固3.800円 固3.800円 四3.700円

固3.800円 固3.800円 回2.900円 固2.900円

固3.000円 四3.200円 ・・分類別通巻総索引巾録

建 築 構 造 計 算 資 料 集

8 5判 全 日 巻 中 川 淳 編 著

白3.800円 回目.800円 固3.200円 四3.500円

今すぐ役立つアイデア実例集.グ

建 築 技 術 者 の 永j主 の テ ー マ ー と い え ば 、 な ん と い っ て も 工 期 短 縮 と 省 力 化 。

本 特 集 で は 、 「 あ の 製 品 ・ 工 法 は 大 変 便 利 だ .'J と い っ た 実 例 を 、 ゼ ネ コ ン 18

社 か ら 集 め て ご 紹 介 し ま す 。 設 計 段 階 で の 検 討 か ら 現 場 で の ち ょ っ と した工

夫 ま で 、 今 す ぐ 使 え て お 仕 事 の 幅 を グ ー ン と 広 げ る ア イ デ ア 集 に 、 ご 期 待 く

だ さ い /

②逆打工法による工期短縮 ③安全性向上を図りなが・1・
ら省力化・工期短縮を実現 ④鉄骨耐火被覆下地の錆・1・
比塗装を省略する ⑤鉄骨柱脚固定工法 ⑥移動式足・1・
場を用いだ貯炭場上屋鉄骨の建方 ⑦集合住宅建設の・1・
省力化と合理化工法⑧煙突工事の省力化施工⑨粕・1・
着目地桟を用いだタイル型枠先旬工法⑩空気膜構造・1・

固3.200円 固3.800円 困3.800円 固4.000円 | 圃 圃 圃 園

l ・ コ 山 の 話
練 式 会 柱 建 築 技 術冒頭

干160 東京都新宿区北新宿 1 - 8 - 1 中島ピル 山 且 -

T Eし(03)363-4211 振替東京 0-72417 1_  
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ラブの補強方法



日本建築協会

月間の動き

昭和63年 6 月分

通 常 総
A .  

.，. 

29日 5 時50分- 6 時 5 分 於 本 会 会 議 室

出 席 省 佐 野 会 長 ほ か16名

議事( 1 ) 昭和62年度一般勘定事業報告並びに決算

報告承認の件

(2) 昭和63年度一般勘定事業 Jr 画並びに収支

予算承認の件

(3)Hi' l.f D62年度創立70周年記念事業報告並び

に決算報告承認の f牛

(4) 昭和63年度創立70周年記念事業計画並び

に収支予算承認の件

定 時 評 議 員 会

29日 511寺10分- 5 時50分 於 本 会 会 議 室

出席省 高崎議長ほか39名( 委任状共)

議事( 1 ) 理事 2名補選の件

(2) 日首相62年度一般勘定事業報告並びに決算

報告承認の件

(3) 昭和62年度創立70周年記念事業報告並び

に決算報告承認のf牛

(4)11百和63年度創立70周年記念事業計画並び

に収支予算承認の件

理 事
ム一

A

第 2 固定例理事会

29日 411寺- 5  a寺5 分 於 本 会 会 滋 室

出席省 佐里子、市川、薬袋正副会長ほか 19名

議事( 1 ) 事務局職只上期賞与支給の件

(2) 昭和62年度一般勘定事業報符並びに決算

報告承認の件

(3) 昭和62年度創立70周年記念事業報告益ぴ

に決算報告承認の件

(4) 昭和63年度創立70周年記念事業計画並び

に収支予算承認の件

(5) 入退会者承認の件( 5 月中)

(6) 報告事項

編 集 委 員 会

第 3 回作品作風小委員会

1 日 511寺- 711寺 於 本 会 会 議 室

出 席 者 総 副 委 員 長 ほ か 5 名

議事 ( 1 ) 最近の街戦状況 ・予定の報告

(2) r新建築調査表」の報告

(3) r Call ery J 内容報告と今後の検討

第 3 回建築計画分科会

1 日 7 時- 10時30分 於 本 会 会 議 室

出席者 加藤幹事ほか 11名

議事( 1 ) 9 月号「超高層住宅」特集案

第 2 回精道分科会

7 日 411寺- 811寺 於 本 会 会 議 室

出 席 者 外 国 幹 事 ほ か 4 名

議事( 1 ) r構造の頁」の確認

(2) 8 月号機造特集の企画

第 3 回会員企画小委員会

7 日 6 時 - 7 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 高田副委員長ほか 4 名

議事( 1 ) 小委只会の活動内容について

(2) 新しい企画について

第 3 回編集委員会

9 日 4 時- 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 長谷部委員長ほか 9 名

議事( 1 ) 6 月号「中園地方の展望とひろしまの街

なみ」特集経過報告

(2) 7 月号 r21世紀への照明」特集経過報告

(3) 8 月号「制振」特集の企画

(4)  9 月号「超高層住宅」特集の企画

(5)10月号「共同住宅のリフレッシユ」特集

の企画

(6)11月号 r m35回ぽ年技術者」特集選衡委

ぬのf牛

11月号「建築と社会800号記念号」の企画

の件

(7)12月号以降の特集企画

(8) 計画系特集の企画の方向と調整

(9) 独自企画の報告

一大阪府営繕室の作品集

- i 員資テレビの計画から竣工まで

ー竹中工務庖創立90周年特集

(10) 収支報告

10月号 「大阪府営繕」特集第 3 回編集幹事会

13日 1 時- 3 時半 於大阪府建築部営繕室

出席者 山田幹事ほか 6 名

議事 大阪府営縛特集内容検討

第 4 回建築計画分科会

15日 6 時半 - 9 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 加 泌 幹 事 ほ か 8 名

議事 9 月号「超高層住宅」特集案

第 1 団法令分科会

17 日 2 時 - 4 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 笠 井 幹 事 ほ か 3 名

議事( 1 ) r法令コーナー」および「用語解説コー

ナー」の企画

(2)64年 5 月号法令特集の企画

第 3 団施工材料分科会

20日 4 時 - 6 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 償 井 委 員 ほ か 2 名

議事 10月号「共同住宅のリフレッシユ」特集企画

第 1 回設備分科会

248 6時 - 8 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 田中筒氏、河律委員ほか 4 名

議事 ( 1 ) 設備分科会幹事の選出

(2) r設備の頁」の企画

(3)63年12月号設備特集の企画

第 3 回広告企画小委員会

28日 4 時 - 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 長谷部委日長ほか 4 名

議事( 1 ) 6 月号「中園地方の展望とひろしまの街

なみ」特集広告収入報告

(2) 7 月号 r21世紀の照明」特集広告収入途

中経過報告

(3) 8 月号「精進」特集報告

(4) 収支状況報告

(5) 普通広告掲載拡大案検討

第 3 回機造分科会

28日 4 時半 - 6 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 外 国 幹 事 ほ か 3 名

議事( 1 ) 8 月号「市IJ 振」特集の経過報告

(2) r構造の頁」の企画

第 1 図書評委員会

29日 6 時半 - 8 1時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 伊 藤 委 員 ほ か 3 名

議事( 1 ) 7 月号以降の企画と検討

(2) r企業誌」の紹介について

(3) その他

教 育 委 員 会

第 2 回講習会小委員会

9 日 6 時- 7 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 金田副委員長ほか 5名、ゲスト ・安立

俊夫氏( 大林組) 、黒川征一郎氏( 竹中

工務庖)

滋i : 1J (1) 建築工事実務講F司会のテキス卜改訂につ

いて

事 業 委 員 会

第 1 回研修分科会

15日 6 時- 8 時半 於本会会議室

出 席 者 掃 部 幹 事 ほ か 2 名

J轟司王 (1) 63年度の事業企画

「建築と設備」をテーマにシリーズ的に

開{ 桜する。

第 2 回 「みどり学習会」企画分科会

28日 6 時半 - 10日寺 於本会会議室

出席者 田中委員ほか 2 名

;轟ヰI 本年度「みどり学習会 J (第13回) について

第 2 回研修分科会

29日 6時- 8 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者原見副委員長ほか 4 名

議事( 1 ) 63年度の事業企画

「建築と設備」シリーズ第 l 回は「建築

と電気」をテーマとする。

建 材 委 員 会

8 日 3 時半 - 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者金井委員長ほか14名

材料説明 : ガードフロン( 表面保護材) / 担当 ・伯

考委員

議 事 今 後 の 検 討 建 材

出 版 委 員 会

21 日 5 時- 6 時 於 本 会 会 議 室

出席者 須賀委貝長ほか 8 名

議事( 1 ) rプロのノウハウ」と持裟本の経過報告

制 と 社 会/ 19桝 8 H号 65



6 月 の 入 会 者 { 敬称略)
鈴木敏造氏閥間組空港述絡橋出張所長

出席者 31名 指 務 局 2 名

(2) 今後のテーマと執筆者選定

〔団体会員 3 社〕

カネボウエンジニアリング附

川鉄エンジニアリング附 附砂原組

〔個人会J J . 39名〕

見
ム一

A
学

住宅展委員会

8 日 6  I侍- 9 時 於 害IJ 烹「千寿」

出席者 片倉委員長ほか11名

議事 「住宅近代化への歩みと日本建築協会」干IJ

行の報告

第 8 回 「住まいの絵本」編集委員会

10日 4 時- 5 時 於 本 会 会 議 室

出席者 北浦委員長ほか12名

議事 ( Wなっちゃんのたんじようび」刊行の挨拶

(2) 経過報告

(3)ii 買布予定について

創立70周年記念事業

友 添 憲 一

( 鴻 池 組 )

出 川 安 一

( 鴻池組広島支庖)

奈 良 佑 啓

( 鴻池組山陰支底)

王 子 孝

( 鴻池組車京本庖)

魚 住 昭 彦

( 鴻池誕l福岡支庖)

沖 村 捻 秋

( l J ; 島県総務郎}

栗 岡 勇 次

似勝且土本綿事鯛

平 本 悦 人

( 広島 rfl 建 築 部)

繁 戸 平 日 幸

( 安井連軍設計 (事))

音 原 B1: l 則

( 戸田 建設)

木 下 史 チ

(日 本 建 設)

内 藤 娘 男

(内庫撞帯損. 研究所}

三 洋 茂 恋

{ 竹中工間百神戸支庖)

江 原 告 明

( 鴻 池 組 )

落 合 康 男

( 鴻池組広島支庖)

多 久 新 一

( 鴻池組山陰支庖)

朝 柄 十 三 失

{ 鴻池組東京本底)

小 出 孝 一 郎

( 鴻池組東京本底}

輿 石 孝

( 鴻池組北海道支底)

小 西 秀 日 月

( 広島県土本建築部)

久 森 金 太 郎

( 広島市建築部)

荻 窪ー伸 彦

ＨＧｉ＼ ｉｾ 延軍設計ｻ 事 ＩＩ

藤 井 信 孝

( 戸田 建 設)

城 憲 一

; 住宅 ・都市聾薗公団)

回 中 俊 介

( 回中工務底)

前 回 線

( 高 島 屋)

市 凹 正 和

( 鴻 池 飢)

吾 郷 光 夫

( 鴻池組広島支庖)

納; i i ' ; 健介

{ 鴻池組広島支庖}

平 弁 敏 之

( 鴻池組山陰支庖)

川 内 貞 雄

{ 鴻池組Jl(J i (本J，!i)

米 谷 実

( 油池組I軒九州支底}

悦 j芋 主 右

{ 広島県上本建聾部i

i賓 尾 毅

( 広島市都市盤情向)

宮 道 隆 之

( 広島市餌市盟慣公凶

八 木 正 雄

{ 安井漣藁段針 (事))

追 中 富 久 壮

慨控鰍宵聾且七月ー)

鈴 木 雅 夫

().;阪，!ilill ，fj 聾備局)

長 屋 野

(j渡辺住 築 () Jl ))

讃責テレビ放送新社屋の見学会

18日 2 時 - 4 時半

参加者 46名

. 展覧会

「建築工芸と空間」展

千平野E 平の IIIJj芯: によるステンドグラス/ モザイ

ツタ/ アフレスコ

23日- 2 5日 10時 - 7 時

若 い 会 員 の 集 い

於日本建築協会ラウ

ン γ

入場者数

・講演会

「建築工芸と空間」ースライド併用ー

23日 6 時40分- 9 時30分 於 日 本 建 築 協 会 ラ

ウンジ

講師 作里子旦平氏

インタヴュア 菅家克子氏

参加者 57名

119名

朝食会

14日 8 時- 9 時 半 於 大 阪 グ ラ ン ド ホ テ ル

演題 京都の焼きもの( 清水焼)

講 師 藤 平 長 一 氏 ( 消 水 焼 製 造 卸 元 )

出席者 64名

関西国際空港建設現場見学

10日 1 時- 5 時

講師 大阪府港湾局企画振興室主査絵図実氏

ブフク築建

若)

(11月10日付) →未 Jj:JJ答

・雨{ 土舞のトラブル50 ( 細谷栄一者)

5 月17円→ 5 f; i のみ脱稿原稿受取

※ 建築fl 自明の設計と実際( 東宮 { 導者)

(  7 月 7 日付) →1988年末脱稿に再設定し、努力

いただく 。

※ 場所打ち杭の設計と施工( 阪口 辺芥)

(  7 月 7 日付) →予定通り 7 刀末) J 抵抗r

※ 平日風建築を美しくつくる方法( 二村手[1宰ぎ)

l ，:Q，':，1受取済。原稿体裁等どのシリーズにも合わ

ず再検討を要する 。

・クリーンルーム( 的水建設/ 安永者)

・コンヒ・ユータのトラブル( ハソコン入門♂) (脇

山広三著)

極めて難しいテーマだが、加えて検討いただけ

る。

・住宅のリフォーム( 谷山紀チ者)

資料受取済。検討中。

※ … … 6 灯より以降に進展のあ ったもの。

- インテリアコーディネートの 100ポイント( 町田

アカデミー，f f )

(  7 月 7 日付) →1988年末脱稿 lこ再設定し、努力

いただく 0

・建築写真の織り β ( 平)1: 型+ 河 !-IU寝之+ 後藤

久太郎+ 泌岡洋保存)

(11月10日付) →未回答

・日常災害( 水里子弘之持) ※

11寺聞をかけて、お「身えいただく

しい) 。

・鉄筋工事の現場学 (，: : ，橋久脱+ 佐縦一男若)

(11月10日付) →本年 ( 昭和63年) 末から右手に

変更( 山田委只) 。

・建物躯体の健康診断( 須賀好笛著)

諸事情により本テーマのま. とめをみあわせ、「デ

ザイナーに教える構造計画 J ( )ii，!.t特装版) を新

企画とし、本年末脱稿、来春発行の予定とする。

・杭基礎の設計( 八尾其太郎符)

(11月10日付) →未阿答

・4持造図面の描き方とチェ ック リスト( 川村佳則

「プ口のノウハウ J r建築技術選書」

経 過 報 告

一 一 出版委員会活動レポート 一 一

( まとめ方が難

〈編集進行中のもの〉

※ コンクリー卜工事の現場学( 加賀秀治者)

(  7 月 7 日付) →本文一式脱稿。図表豊富理に 8 月

末まで。

※ 木造在来工法の現場学( 浅野平八者)

→第一次インキング済→改稿受取

済。近日中組上予定。 9 月、 10

月発行予定。

※ 建築と緑( 総光夫著)

7 月19 日 →本文原稿受取予定。

くその他進行中) 7 日 7 日付問合せ( 10件 11名)

〈返信あり4 f 牛〉

・室内空気汚染と換気( 冶崎正也者)

(11月10日付) →未副答

・建設工事発注者は何を為すべきか( 山本達哉符)

当って います。とき たま、わたしカずピンチヒ y タ

ーとして市15 を激励訪問することがあります。

タ在省との Jli の中で「これは期限内にできそうに

ないな 7 。ひょっとするとダ メになるかも主日れな

いな 7 J と判断します。っ かずはなれず、を守る

ことが大切です。

わたしは「仕'JJ は忙しい人に頼む」ことを実行

してきました。 f亡しい人だからこそ、 f上事がこな

せるし、{ 上'JJ をこなすことによって当人がより厳

しく向く S殺えられていけるからです。

これからも、忙しい人をご指名して J存者をお願

いすると思いますが、よろしくごthb力下さい。失

言多謝。

お さ む 出 版 委n会MIJ 委n長)( ゃまだ

ーを仰せっかりました。いっ たことをすぐに実行

に移していくことは、活性化につながります。理

論のための理論を述べて いる F 絡がありませんか

ら、結論優先というところです。

当会の目的の一つに、会J J . の人脈を利用して「若

15 を探す」ことがあります。新しい筆者を探し出

すことは、簡単でむずかしいです。; j ' E 省が見つか

って も「果たして恐いていただけるのか」と心自己

が先立ちます。 多忙なプロの人にお、腕lいするだけ

に「執筆時| 聞が持 って いただけるだろうか」と気

の毒さに目がいきます。ノドが光れる HキIt ならとも

かく、本の売れない時代になりましたから、筆者

に強い負担をおかけするからです。

筆者との接触は、今のところ学芸出版社の方が

liJ 

仕事 は忙しい人に頼む

毎月、第 三 水 ｐￎｾ 日の ＱＷ 時から ＱＸ 時まで当会を ｕｉｊ

いています。

1  時間でこなすには時間が少ないですから、能

率的にポイン卜を押さえていかなければなりませ

ん。 まさに rll 寺は金なり」です。

最近は、話題も笠宮になり、多くの芯: 兄が出る

ようになってきました。いいことです。

「新干IJ ，ＡＮ ｴ のｾ評を当委員会の委員 でＡ服審に同して

いこう」と小生が提案し、さ っそくト y プノ f ッタ

山田

t J l 築と社会/ 1988年 8 月号

出版委員会だより
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内 装 不 燃 材

社

神戸市中央区三宮町3- 7- 6(神戸 7 クトクピル5階)

電 話 神 戸 (331) 0881- 3  

大阪市北区西天満2丁目 6番8号(堂ピル5階)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

神戸市東灘区御影石町 4 丁目 (電話811-3610)

A 、

ヱミ
室 谷 商 事 株 式

本 社

支 庖

倉 庫

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

奥山化工業株式舎枇

テトカッバー防水

. 出
カッパー防水帯

東洋シャッター株式会社

本 社 : 大阪市東区両答町 1- 12 日生 ピ ル f t  (943)  6571代 表

東京・備浜 ・感岡・仙台・水 戸 ・静岡・岡崎・名古屋 ・富山・大津・京都 ・神 戸 ・広 島 ・高松 ・福岡f也全国主要都市

，，，，， 
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ゅ 二_ 2:;

Z 一一阪 フ

雇門事n t

根二一這う

工 l i L 区 ス

ま株雪烹

iE式E77

?ぞ b 二七 七

日 Z 三番四四

社 三一五
百 号 六 回

天 理 営 難 所

フ

⑮日本写植印刷株式会社

義

. 06 (鵬 ) 1111 代

，ω 92  (26)  4371 

. 0ぉ82 (4)  1771 

. 0鑓8 (55)  61∞ 

都

干545 大阪市阿倍野区阪南町7- 5・30

〒892 鹿児島市名山町4- 7 三宝ビJ レ

〒7ω 津山市大手町8番S号 機範庖会館

〒銃犯荷風原村謙域 沖縄印刷団地

田神代表取締役

本 社

日本写値セ ンヲ -

i章山写樋セ ン51-

沖縄写樋セ ン51-



空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 ・ 施工

令 都 朝 日Z 業 社

本 社 東京都港区浜松田T I - 25- 7 包括 (434) 6171 (大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1- 58-59 電話 (302) 2  2  7  1  ( 代)

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・中 国 ・九 州

営 業 所 釧 路 ・函 館 ・感 岡 ・繍 浜 ・静岡・ 京 都 ・神 戸

震 災 詞 汚 禁 処 毒 設 計 施 工

φ 語 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 1fI: 15 号 沿 活 大 阪372局7151((¥';)

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 屯 話 京 郎561局4944((¥';)

*11戸市中央区下山手通 6 - 2  - 8  '1l.i: J苫 神戸341局 5 8 9 2

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防災 ・ 産 業 廃 水 設備

設 計 施 工

e D ヲイヲ》械式会社

志E 大臣志社 〒 550 大 阪 市 西 区 江戸 縫 1丁目 91i1' 25乃 電 I k (師 ) 441 -8231

車 京 本 社 〒 104 拠掠邸中央区銀座 2丁目 2昏 17号 電 話 (03) 535-5251

支 社 名 古til 偏向

主 底 札縦・仙台 . IRi 時 大 宮 千 型車 償 浜 ・ 金 沢 神 " 天 埋 ・ 岡 山 広 島

高 松 ・熊 本

営 揖 所 帯 広 函 館 膏 森 ・秋 田 盛 岡 前崎・ 島 野 師 剛 盛 岡 . f. 富山・

編井・京t ; ! l . 徳 山 怯 山 高 知 ・ 北 九 州 IA児 島 邦覇

出 張 所 旭川 福 島 ・ 松 江 t卓島・長崎ー宮崎

海 舛 宣 底 シン ガ ポ ー ル ・ ホ ンコ ノ ・スリ ラン カ

指術 研究 所 〒 354 埼 玉 県 入 間 邸三芳 町 大 字 北 永 井 3901 1 ' 地電話 (0492) 58- 1511

空気調和設備 / " X ' ¥ 産 業 設 備

給 排 水 設 備 r J 冨¥1 水 処 理 施 設

電 気 設 備 マー- - v 環 皮 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長

取締役大阪支応長

1' 1 谷 m 二

堀 江4久治

大阪支rli 大 阪 市 東 区 北 浜 2 - 22  mJ ，li 06 (202)  3071 (代表)

本 庖 東京都千代田区有栄町1- 4- 1 電話 03(502) 6111 (大代)

支 j苫 名古屋 ・九 州 ・北海道 ・中 国 ・ 東 北 ・北 陸 ・四 国

空 気 調 和 設 備

荷 生 設 備 ，; 訂 1- Ji 血工

φ 三建設備工業株式奮社

大阪支庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電 話 (352) 1  1  3  1 刊

本 社 東京都中央区日本橋蝋殻岡r 2  - 2 2 電 話 (667) 3431  (大代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札 帆 ・ 広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・櫛 浜

。

社
時

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

株式会社三発空調

大阪市東区峨見ツイ ン21Ml Dタワー

東京都新宿区西新宿 新fri 住友ピル

大阪市北区西天満 3 丁目 13番 20号

仙 台 市 大 町 2 丁 目 2 1ft 10 号

名古屋市中村区名駅南2丁目 14需 19月

広島市 中区紙屋町 1 丁目 2 番 22号

福岡市中央区大名 2 丁目 4 祷 22号

札幌 ・横浜 ・京都 ・神戸・松江

青森 ・秋田 ・盛岡 ・宇都宮 ・千 築 川 崎 郡 山 ・椙弁 ・高級・

下関 ・熊本 ・鹿児島 ・沖縄

話 06- 949ー 1371

2舌 03- 344ー 1911

唱符 06- 363ー 1371

君主話0222- 61- 3002

括的 2- 581- 8571

0 ¥結 082- 247- 4535

ｾｴ ＰＹＲ ー ＷＶＱ Ｍ ＳＷＹＵ

営 業 所

出 張 所
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- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

倒 的 よ き 蹴 へ 繍 で 挑 む一 一 一

f i  株 式 会 社 精 研

( . 1 - 一一一

本 社 大阪市南区瓦屋町2丁目 11番16号(オートセンターピ Jレ1. 2階)

郵便番号542 電話大阪 (06) 768- 5  0  3  1 代表

メノテナンス部 電 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 ー 1 6  5  1  代表

東 京 支 庖 東京都千代田区九段南2丁目 2番5号 (九段ピ Jレ2- 4階)

郵便番号102 電話東京 (03) 262- 3  2  4  1 代表

C
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酎

斗
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空 気 調 和 L 下¥ 撮 送 機 設 備

給 排 水衛 生 可てつ7 設 計 施 工

第ーエ索抹式会壮

大阪支庖

大 阪 支l苫 〒 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 6 按 1 4 号

電 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表)

本 社 〒 100 点 京 郎 千 代 田 区 丸 の 内 3 丁 目 3 醤 1 号

包 括 0 3 - 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代 点 )

ガス設備の設計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・ 大 阪 ガ ス 住 設 機 器 特 約 底

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市北区丙天満 5 - ] 1-12  電 06- 313- ] 846

大 阪 営 業 所

枚 方 営 業 所 枚方市甲斐回東町 9 - 3 電0720ー49- 2128

「冊幅削鵬" " " ' : : ) 空 気 調 和 設 100

品 ー 設 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 臼 備

東 洋 撚 工 . 織 豆 電 盆 艦 大 阪 安 直

大 阪 市 西 区 靭 本 町 3 ー 1 ー 2 7  T  E  L  (443)  8  0  7  ]  

本 社 東京都中央区京総 2 丁目 9 T  E  L  (562)  1  3  5  ]  

支 庖 名 古 屋 ・ 福 岡

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 暖 冷 房 設 備

お 22西原衛生工業所大阪庖

大阪市大淀区中 i lt 6 丁 11 8  1ft 4 号 電話大阪 (458) 3628番

支庇 ・常業所 福岡 ・京市1. 天理 - 川丙 ・神戸



空調・衛生 ・防 災 設 備 設計並施 工

⑨日本管工業株式会社

本社及軍部宣庖 京 郎 市 南 区 西 九 条 量豊田町 2 0 番 地 の 1

電 話 (681) 5  1  0  1  - 5 ・ 夜 間 専 用 (691) 1045  

大 阪 支 I苫 大 阪 市 北区 天満 ト 5- 20 電 話 ( 06 ) 352- 3501附

三 軍 支 底 湾 市 栄 町 2 - 1  1  1 電 舘 (0592) 26- 3610側

四 日 市 営 禦 所 四 日 市 市 西 末 広 町 宮 直 結 (0593) 53- 743H的

滋 賀 営 禦 所 大 湾 市 中 央 2 T 自 4- 28 電 話 (0775) 22- 9738的

電 気 ・言十装 工 事 設 計施 工

成 栗 原 工 業 株 式 会 紅

取締役社長 栗 原 信 英

ブ

ヨ

市 北 区 角 田 町 1- 1 東阪急ビル T E L 0 6- 3 1 3- 1101

1苫 東 京 ・名 古 屋 ・舞 鶴 ・京 都・ 天 理

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・九 州

株

本

支

出

寧

買 京 支

名古屋支

神 戸 支

電 気 工 事 設 計 施 工

式 会 社 輿 社

代表取締役 土 井 敏 裕

社 大阪市北 区西天満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ピル 7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  (代)

庖 東 京 都 中 央 区 日 本 編 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 (671) 1  4  7  8  (代)

張 所 川 崎 ・ 相 綴 原 . t!f!. . 滋 賀

限りなきクリ ーンに挑服する グ

電気段傭 ・クリ ーン ルーム ・冷暖房段備

総 排 水 衛 生 設 備 ・富十厳司明' l t 甥段備・立体自 動 倉庫

エ ネ ル ギ ー 集 中 監 視 シ ス テ ム ・回 転 式 自 転 車置 渇

位 置十 施 工

& 三室電機械式会祉

取 締 役 社 長 滞 納 伝 三

社 〒530 k 阪市北 区西疋渦 2 - 6 - 8 (蛍ピル) T E L  06(364)  1  4  7  1  

T E L E X  523- 3  2  8  7  

底 〒 105 東京師港 区制措2- 16( ニュー 桁惜 ピル) T E L  03(504)  0  2  3  1  

T E L E X  222- 6  7  2  4  

底 干462 名 古 屋 市 北 区 金 械 三 丁 臼 12 - 14 T E L  052( 991)  5  1  3  1  

E 〒657 神戸市漉区岩屋中町1-2・9( エピスピル} T E L  078( 881}  5  5  7  1  

壁装材製造販売 和室に最適

四--J 31:;!?)練)副 J!I:J !J D:2 

- 防

- 樹脂

- 亀 Z

- ン ー

- 吹

ow  

。 日 事

大 阪 市

E  

T E  

営 業 種 目

水 工 事 主主布防水 ・シー ト防水 ・モ ル タ ル 防 水

注 入 築 着 工 法 各傾 IM 08 i主人f喪主T補修 工 事

繍 修 工 事 各傾 樹月日{主人 ・充 犠 ・ コ ー キ ン グ

リ ン ク 工 事 シリコ ン ・チオコール ・ウレタ ン ・アクリ Jレ

イ寸 工 事 アクリル ・リシン 5単位タイ ル・ その{ 也

E量 業 許 可 大 阪府 知 事J午 可 ( 般 ー 53 ) 第51225号

シー リ ン グ 工 事 築 協 会 今 員

ヒ区 末 広 町 3 - 2 1  I.J.ι 、比三1 = . ' Dι ，.&....1... τ 主主

地 所 府 関Tピル 201 S  '"ヨ1: 1 ..，τ 噌. <<t J 7/ C. r 宅7 4 J T l

06( 315)0 7 0 1  ，. - . / ・. . ＪＧＭ・ｾ，，Ｍ、ｲＣ・

Ci"iØ• i 舎町震房副d -

亀戸電曹司. . ，. ，

J J l ] J  

③時掛主主婦持

。 住 友 電 設

住友電設株式会社

- 電力工，

費量竃世蝿工事

費量逮配電車工・

鎗申送配電壇工事

取締役社長 相 馬 一 男

志社/ 〒邸 大曜市祖島E 橿血7丁目22-8 ｉ＾ ｾ晶Ｉ 担 ・ Ｑ Ｑ Ｕ Ｑ Ｈ 大 代ｽ

軍軍 / 〒1(1; 車京都港区芝2丁目 2-17 1>(0司4日ト矧 1(犬同}

・睡情工事 ・プラント工事

ピル電量且蝿工事 空 調 工 夢 ・情I i システム工事

工唱竃買盟情工事 桔揖水補生工 夢 先E 道システム工 "

防圃電置盟蝿工事 待 係 自E曹工 事 C A T Vシステム工・

1I 瞳 工 事 ; 機塙施厳罰咽工・ 吾帽アンテナ量E 工'

電 気 設 備 ⑤ 設 刊 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代表取締役 山 本 貴 士

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4  朝日 ピル T E L 大阪06 (385)  1361  (代)

大阪営業所 T E L  . k阪06(385) 1361  ( 代) 京都営業所 T E L 車郎075(311) 1185( 代}

東京営業所 T E L 東京03(574) 0  6  6  5  福岡出張所 T E L 福岡ω2( 771) 6 1 6 8

電 気 設 備 工 事 設 計 施 工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

常務取締役支社長 +黄 田 幸 一

大阪市東区高陀縞五丁目 二八番地 電話大阪 ( 202) 0325- 9番

本 社 東 京 郎 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社札幌・仙 台・丸ノ内・新宿・繊 浜・名古屋・九州

営業所 ・出張所 全国主要郎市32ヶ所

製 造 元 白 書 マ ス ヲ ー ピ J I ， ヲ 工 夫 揖 式 会 員

販売元 凋 ｴ モ Ｇｉｊ コｾＺｲ句届 ｅ 羽‘ Ｕ 宅重量 ｚ 鼠主
本 社 / 東 京 船港 区 六 本 木 3 - 16 - 2 6 ・03- 臼2- 8811

大阪常損所 / 大 阪 市 東 区 北 浜 3 ー 7 ・06-20宮-3294

。"' .t1- ， ｜ｩｾＭ 酬の断熱用シｾ人
1多少・ 司 令

目n/，l，イチ11ーシートP

目豆電線株式曾批判開刊 区 納 Ｒ ｔ ｉＳ Ｑ Ｎ Ｒ ｾ Ｈ 平 代 田ピ ルＩ
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Tl I J I レヲ! 乱歩ゆJl
特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料

責 任 施 工

種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5PM)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

. 鋼板製オリエンタルフネンシングル

・ オ リ エ ン タ ル オ リ セ ラ ム

「 晶 『

=  

a  色 彩 豊長 尺 物

r:::I 

ロロ

/  

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

戸 フ タ ー ケ ア ー

S 小 j皮 . S 大 j皮 . V i皮 ・ボ ッ ク ス j皮 . Wジ ャ ン ボj皮 ・V デ ッキ

S V ジ ャ ン ボ 波 ・ボ ル ト レ ス ル ー フ B L ・其 の 他

平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・堅樋・軒樋

各種換気装置 〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )  

ボーロイド( 断熱材) O.G. K. ※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

j皮板規格

途用

畿

大 阪 本 社 〒 660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26 松 本 ビ ル 電 話 大 阪 (06) 412- 513l ( 代)

大 阪 支 庖 及 工場 大 阪 ・九 州 ・ 名 古 屋 ・広 μ ・東 条 ・メIJ 谷 ・姫 路

Tl I J I !J 9J 乱暴9J l 製造線式会祖

〒335 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 厳 (0484) 42- 3115(代)

東北・東京・[ 則点・熊谷

東 京 本 社 及 工 場

支 l吉及工場

デンカC S Aファミリー製品

-零ニ. . DCSA Ｈ膨張 ｼ主 ｩｬｾ 和材 Ｉ コンクリートのひびわれ防止に

・安二 ＮＮｄＢｾ ，ヨニＮＮ Ｈクラウト用無収納材Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・子ニ ＮＮｄ 司 ｆ ＺｊＭ子 Ｇｮｊ Ｇｊｾ Ｈ意義一 ＿＿ｔＩ コンクリート躯体の漏水補修に

・安二. .DES(土質安定用急硬材) 地盤補強用薬注入

・雪ニJ DI I OOO(製品用超高度出和材) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

?  

ネ土

A

曾産 業 株 式
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖
TEL 本社 ・京都 ・網野 ( 07727 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0773) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土
ふ

玄浦 産 業 株 式
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- 分散主義の都市建築 .... .名 誉 賛 助 日 法 学 博 士 関 ー

文化生活と閏間都市.........… ー ・会員 工学士 繍浜 勉

; 定的対怠としての辿築 ( 1 ) ・ …  -雄策絡会 伊藤正文

西洋住宅と日本住宅一一私の実験しっ、ある上から …. . . ......

日山川逸郎

統一原理と「建築J 批評…. . . . . . . .・ ・本誌編JlH!! 任 江 村 郊 仰

研究 鉄筋コンクリート其の日その日 ( 1 ) ・・

ー・会員工学土 地図 消

鉄筋コンクリート柵造と施工上の諸問闘( 1  )  

会員 T  N 生

郎市 琵米利加の都市計画 ( 1 )

ウォ Jレター ・D. ムーディ Z y 生 訳

住宅 住宅と色彩 ( 1 ) ・会員 工学土建築士 lJ 野壮一郎

大阪北 港株式会社経営の住宅に就いで .".

......・・会員 建築士 小笠原j ij

;14檀 「ペイント」の種類並に応用に就いて( 上)

…・ 日日本ペイント会社技師長 伊 藤良興

資料 大阪館市の生態現. .... .... ....... .. ................K .  E  

漫 録 印IJ t 洋より …ーー ー ・ ・会員工学士i i ' t 塩草

i主むくふう一一息ひ出すま、に・ e  ・・ H ・H ・-・・・吉村美代子

l羽秀鎖絞 ・ ............... .. .. .. . ....・ H ・.. . . . . . . . . ". .…・・ M 記 者

住宅改良の希望 ・ ... . . . ". ・・…・…・雌太郎氏夫人 内藤周子

芸術生活を本位に ・ - ー ー…. . . . . . ". . . . . . .. . 一・河野咲子

時報 道路受益者規定他

会報 博覧会関係委員会他

附録 第二回懸賞改良住宅応募図案審査概 鮮

' 7 ;1.. ター ・オプ ・7 ー γ 法 学 土 石 川 点 -

i量it 波l扶日記より ( 1 ) ・ ・・会員工学士; 置J . l ¥l . f，i 

直木| 嘩士の溝泌を聴きて( 場) 一一借家人百癖 ・ー

… … 回会員 A  B  C  

街路と動勢 … … ・…...・ a ・..... . . .…・ E いーー … ... ... .秋 双 生

画家の似たる ill 築・ ・・ ・・・ ・ ・ ・ ・ ｾ煙生

時報 住宅会社法要tfi 郎市計画( 郎市計画地域案)

会報 第 1 凶懸賞図案審査会他

会 員

特 別

大正10年12月20日 現 夜 会員 775名 会員 209名

( J 也方) 78名 名誉賛助員70名 終身賛助員52名

賛助員 17名 普通賛助員 349名

. 建築と社会 ( Vo1. 5 No. 2) 大正11年2月1日発行

ロ絵・…・ 永へのかたみ一一一大限官量発去の* ( 三色版) 、大阪

毎日新聞社外観及平面図( 写真版)

巻 頭 全 我

. 諭説: ! I l 中主義の都市建設 ーー ・…

ー名誉賛助民 法学博士 関 一

所澗改良住宅祭に就いて ・名誉賛助員 農学土 井原百介

道路と住宅と建築家 ・ 一 日・会員 工 学 土 木 子七郎

熔房を奈何にすべきつ …...・ H ・・ e・-一会 員 工 学 土 日 高 勝

美的対怠としての述築 ( 2 ) ・・‘ 。 ・・・・・・ ・伊藤正文

研究 鉄筋コンクリート其の日その日・

- 会 員 工 学 士 増田 清

鉄筋コンクリート精造と施工上の問姐点 ( 2 )ー・・ー

・会A T  N  生

制sr打 並米利nnの都市計画 ( 2 )ー...・ H ・-・・ 0 ・. • • • • • .  • .  • • • • • • .  . ・ぃ

日…・・ ウォ Jレター ーD . ムーディ Z y 生訳

住 宅 住 宅 と 色 彩 ( 2 )  会員 工学土建築士 高野壮一郎

新住家を造る私の方針 ー ....... .. ...... .". .. ..… 西村伊作

講壇 「ペイント」の樋類並に応用に就いて( 下) …・

… ....・ H ・....... 工 学 博 士 伊 雌 貞 興

資料 郎市保健問題としての盛芥処理に就いて( 上) …

- … 玄 Jfi 子

t量 録 印 度i羊より ( 2 )  ー ・・ 会 員 工 学 士 置 塩 章

辿築界 にも 者s市其ものにも 偉大な恩人たる Thomas A L V A  

Edi son一一彼れの75回誕辰を迎へて ." .・ H ・...・ H ・. .・なにがし

食党の夫弁に自畿の洋画を描 いて離やかに ....・ H ・。

・日東洋汽船側専務北田彦三郎氏夫人 北田英子

生活を楽しくするために一円宛寄附のストーヴ...・ H ・-

… 羽室鋳造所長羽釜庸 之助氏失人 羽室ま さえ

時報 室内装飾図案懸賞募集他

会報 住宅改造1尊覧会関係委員会他

. 建築と社会 (Vo1. 4 No. l l ) 大正10年 11 月7 日発行

口絵… … 一ころもがへ( 三色版) 、第 l 回懸賞募集改良住宅設

計図案 ｾ･Ｉ［ｴ 図及平面図Ｈ写真版ーｾニトＩ

巻 頭 過 渡

論 説 私 の9J i に幽かれつ、ある住宅

会n J;r 出i 高等工芸学校教綬本里F料吾

彪関節市に就いて( 掛) ー ーー・ ・ 法学1嘩 土 田 島 錦 治

日本: r: : を，f llffl する. f ! li 下折衷式住宅・・会A 工学土 日高 俳

実質計算式請負制度と所滞在蛍工事

- 会 員 建 築 士 設 楽 貞 雄

住宅会社の経蛍1t に望む( 嶋) … ・.. ..

… ・・符別賛助民 農学士 大展望E城

江村郊邸主I の鑓諭せる r f.算公示論J を説みて …。

ー合名会社山本組代. & 社μ 終身賛助A 山本辰五郎

都市 都市計画に於ける * . ( 2 ) 一一市bJJ 古市の郡市計画に

就いて .............・ e・. . . . ……・ .... .. .. ....... ..... ........ Z  Y 生訳

住 宅 住 宅 研 究 ( 7 )  ・ 会以 越築士工学士 誌里子壮一郎

山科郷のバンガロー建築・ ・・ ・ ・・ ーー ー… 郊 制 生

講喧煉瓦に就いて( 中) ・ ・・・ ーー 工学1専 士 大 熊 喜 邦

木材に就いて( 上) ぃ e  ・・H ・H ・.. 会員 工 学 士 松 井 消 足

資料 世界三大師1市の制度( 中) ・・ H ・H ・-

' 7 スター・オプ ' 7 ーツ法学士石川J I . ( 一

郎市測定は目下の急務也 ー大阪市郎市計画部嘱託 石原憲治

漫 鈴 渡 欧 日 記 よ り ( 2 ) ・ ー・ ・ 会 只 工学士 i置温 1i

和洋折衷乎駄j且l江写乎 ( 1 )  ・ 会民 工 学 士 園 部 文 総

風呂場から似た生活 ・ ・・ ・…… 吉村美代子

l時 報 調IJ 民住宅改善祭{也

会 報 新11Ilde t 招待会他

' fH止 第一回改良住宅応募図書臣官査概評
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. 建築と社会 ( Vo1. 4 No. 12) 大正10年 12月7 日発行

円絵 ・ ー「平和 J( 三色版) 、白木屋呉IIU応大阪支庖( 写其版)

野村銀行北浜支庖ビルデイング( 写兵版)

巻 頭 越f主〈

論 説 住 宅 改 普 の 安 浦…. . . 本会理事長 工学士l J 野壮一郎

建築家に鎚{共すべき二つの 問題

-大阪電気軌道側社長 大槻純治

建築上の防火的胞設に就いて ・.... .". .

ー・共同火災保険側専務取締役 田所炎治

設栄氏の「実質計算式消負制度」を説みて ー ーー… ・

附 必 村 組 社 長 問 中 腹

卸会生活から ill 築の外観への - 1号察ーー ーー・会員 伊藤正文

研究 デパートメント ・ストアーに就いて ...・ H ・.... .・H ・...

… 会民 建築 士 律 問 耳障

鉛製ベイノト排斥設補遺・H ・a ・. .... 工 学 問 土 紛l木松之介

間i市 都市計画に於ける 事象 ( 3 ) 一一市加古市の郎市計闘に

就いて ー ・ ・ . ..... ...… Z y 生釈

大阪rlil ニ於ける{ 主家の趨勢 ー .. .. ...・ H ・-・・・・ 田迂恐郊邸

住宅 高節の浜に浮き出た桃源郷「キヤパシ図 J … … 郊郎夢人

講l l ' l W瓦に就いて( 噌) ・・ ・ 工学博士大熊ｾ邦

木材に就いて( 場) …. . .・ H ・."..・ H ・... 会員 工 学 士 松 井 清 足

資料 世界三大郎rli の制度( 場) ・

7 ステー ・オプ ・7 ー ツ 法 学 土 石 川 東 -

t量 鉱 波 駄 目 deより (3 ) … ・・…. . . . . . . 会 員 工 学 士 直 滋 1i

和洋折衷乎臥風 l在写乎........，.・a・ ・会員 工学士 園部文縫

私共は奈何に住ひましょう? ー西崎薬学陣士夫人 西崎綾子

画家伝 ｾｬＡ， 夫人 岡村訟校、 ! UJ;r"!<チ師範学校教授 高桑文チ

病院を設計する人に望む ・ .. .. . ・. . ...... 東京 S  T 生

時報 借地借家却l停法案他

会報 第 2 回懸賞改良住宅図案審査会他

. 建築と社会 (Vo1. 4 No.9) 大正 10年 明 日 発 行

n絵. .. .・H ・-静寂一一秋の「ホールJ ( 三色版) 、大阪市立工業研

究所( 写災版) 、同平面図( 写真版)

l，HJi むかし

φ i論説 現代の自治生活( 下) ・ ・・・ ＮＮ・ ｾｬ ｊｴＡ 1是正車新予

郎市の術生に就て・ ・ ・ ・・ 医 学 問 上 広 島 併 之 助

住宅難の級拘置Eに就て ー ー ...・ H ・.. ....

大阪住宅経営側専務取締役柿崎欽吾

工事 H f - 公示論 ー・…. ..・ H ・."... . 本持制! 品担1任 江 村 郊 郎

研 究 滋 ，'l 質屋恨1 l ' 材料に就て ・ ・工 学 問 上 納 本 紙 之 介

Jil l負人が注意すべき惟利義務 CF 1 1 ) ・

‘ … 終身賛助u イI 山相ffi nJ l、 弁 護 上 淵 本 武 編

剖i市 将 来 の r ，li bJl 古市 J (16) ・ .. ........ ..... .. .Z  y、生. l R

現象の大大阪剖1市{ 乙) ー・・…. . . . . .. … ・・... ..... ..・ a・- ・;k; Jfi f  

住 宅 住 宅 研 究 ( 6 ) ・H ・.. .. . 会員 ill 築 士 工 学 上 必 野 壮 一 郎

必壇 欧米の住宅 ｉｾｾ 姐に就てＨ下Ｉ … ・・ Ｐ ・ ・

・・・名誉賛助U 工学博土 l直木倫太郎

度以術波情統一に就て( 上) ・ー ーーー 工 学 憎 上 佐 雌;ct) ー

資料 都市社会事業と社会事業家( F) … - ー岩村 lt 三郎

泌u ui 本陣上の講演を聴きて( 中) …

借 家 人 百 締 会 員 A B C

$ いて見て ・・ ・・・ ・・ ・ ・・・ ... .  ・0草 生

、l' 周を量k望して ・ ・ - ・ー ・ー ・・ ・…・・…・想 煙 j o

F 経 Iこして文化的な生活

工学上l J 野壮一郎氏夫人 l J 野しの F

H. ¥，報 法案 WH也借家調停法案) 、郎市計画( 建築線指定 l陣l始

他) 、郎rlf 施設( 大阪市住宅不足他) 会報

大正10年 9 月 I 日 協会事務所移転大阪市北区制1笠町

9  大江ピ Jレディング37 号室へ

. 建築と社会 ( Vo1. 4 No.l 0) 大正10年10月5日発行

W 2  ・l ' i 11静閑( 三色版) 、大江ピルデイング配jit 図及平

副図ｻ写以版Ｉ、 ｾｴｩＮ 在ピルデイング自己 ｊｩｴ 図及平面図Ｈ写災版Ｉ

巻 頭 深 秋 「 臼 然 の 磁 き J

1Sd見 J 主因述築行政の現状に就いて・ ・

-本会副会頭工宇| 嘩土片岡安

生活E文書としての住宅問題 一

・ ・ 盟国火災保険附 ｾｮｾｊ ｦＩＨ締役 大谷順作

住宅会社の経包 1t に望む ( 1 ) … e ・e・...

特日'1賛助U Mlrli ，J t 凶委U会技師 大1M盆城

ｾｊｪ 火情造建築と公営物主 主 築一一神戸市に於ける小苧校々舎述

築の一進歩 ・・ ・ ・ ・・・ ・ 郊 制 生

l延[ 強制Irli に就いて …. . ...... . .. ー 法学| 嘩土 旺i島鋭治

研究必 ｾｦ 質 ｅ 量級ＱｬＧ材料に就いて ＨＲ )・ …. . . . . . . . …紺l木松之介

Jt7A人の注意すべき権利設務( 下ノ 2 }…. .  • 
.  ….υ..…….日….い. .……..….口..……..….川.

郎『市有 m市J針f画に於ける糊神的 l万3商( 什1 } 一一市b加日古r市Hの剖郎h市行

J社十tl幽函に 1現}見tれたる -日. .. .. . . . ........ . ー.... .............. . Z y 生主R

. 住宅 木崎湖畔に建つべき小住宅1洋( 所J目?.f1村) の計画に

車!.t¥‘ で ・ ・・・. . . . .. .. .... ... . .. 会U 工γJ 博 土 武 田 五 -

，111m ｉ 立ｊｩ ｴｾｩｲｊｕ 告統ーに就いでかわＩ …・ ・ 工学ｼ埠上 J!i. ii 功 -

iji 瓦に就いて( 上) ー ・ - 工 学 博 土 大 熊 寝 邦

資料 世界三大相IrI，の臨1I 皮( 上) .. ..

従一位大田明位本会名誉賛助員

発去
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. 建築 と社会 ( Vo1. 5 No. 3) 大正11年3月1日発行

口絵.. .・ H ・-・「春 J のしらべ( 三色版) 、日本海上保険株式会社 大

阪支庖( 写真版一、二)

巻頭 建築家

論説 散米の都市計画に就いて・ ・・・ 工学士 内山新之助

木造建築と耐火的処理・・ ..•.•.•...••. 

再ひぴ.主挫E築股工組合の設笹 に就いて ..会貝 迷築土 小笠原量鈎月

美『的ｾｾ現 見Ｎ匡 としての主 建 ｅ 築 ＨＳ 幻Ｉ ＮＮＮ Ｎ ＮＮＮ ・ ... . …・・絡会 伊藤正 文

表現主殺と其の思想、の建築に及ぼす影響… 絡会 川村種三郎

生活改善としての住宅問題 ・ 本誌 編 集 担 任 江村 郊郎

研究 鉄筋コンクリート其の日その日 ・…

口絵 ー かたらい( 三色版) 、日本建築協会役只小照( 写真

版) 、第二回懸賞採集改良住宅設計図当選第一等~第五等第三

席( 写真版ー~二卜)

巻 頭 迎 大 正11年

論 説 建 築 改 善 と 土 地 所 有権の制似 …

-本会話IJ 会頭工学陣士 片 岡 安

. 建築と社会 ( Vo1. 5 No. l ) 大正 11年 1月1日発行



「建築と社会」バックナンバー総目次( 号別) V ol. 5  No.4-.，V oI. 5  No. l l  ( 大正仰

会 員 工 学 士 増 田 清

鉄筋コンクリート締造と施工上の問題点・ 会只 T  N 生

都市 ! I I i . 米利加の館市計画 ( 3 ) ・

ウォ Jレター・ D ムーディ Z y 生訳

住 宅 住 宅 と 色 彩 ( 3 ) …・...・ H ・...・ H ・. . . . . . . . . . . ……高野壮一郎

資料都市保健問題としての塵芥処理に就いて( 下) ー

- ー玄 1量子

ｩ 量録 ｦ 昔 ｬ ｬｾ 務 所に就いて 献堂式所感ー

- 会 員 建 築 士 津 田 撃

東京「門 J 行脚 (1 トー名士邸の門と玄関 ・ ・ 侮谷孫吾

大阪の外廊を歩して( 上) ・ ・・・ ・ ・ ・斉藤悠太郎

私の経験した住宅建て方の失敗

… 弁護士広瀬徳蔵氏夫人 広瀬益江

「時J と生活改善. ....・ a ・-小幡大阪府内務部長夫人 小幡きみ子

泡沫録 ー ...............・"......・ H ・...・ e ・................ それがし

時 報 大 阪 府 下 住 宅 公 営 他

会報 第三回懸賞図案審査会他

附録 改正大阪府建築取締規則

. 建築と社会 ( Vo1. 5 No. 4) 大正11 年4月1日発行

口絵・ …・春iT ( 三色版) 、第三回懸賞募集2 改良住宅設計図案

( 写真版ー~二0)

巻 頭 批 判

論説都市民の自覚を望む( 上) ・ー

".... . . . . . 本 会 副 会 頭 工 学 陣 士 片 岡 安

欧米の都市計画に就いて ( 2) " ・e ・e・e ・...... 工学士 内山新之助

美的対怠としての建築 ( 4) ...... .... .. ...・ 0 ・・ e ・e・........ 伊藤正文

建築物の社会的影響( 上) 一一倍利の社会的行使を論ず

水口正一

防火地区の指定に就いて ... . . . . . .… ・

・・・明治火災保険側大阪支底長 押本霊平

工場建築私雷 ・ 0 ・0 ・…・大阪府理事官工場謀長 安迷将総

研究鉄筋コンクリート其の日その日( 4  ) …  

会員工学士 I世田 消

古代民狭心理と建築( 1  )・・・・ - 山崎iii 寿夫

都 市 更 米 利 加 の 都 市 計 画 ( 4 )  

・・・ ウォ J レター D ・ムーディ Z y 生訳

住 宅 住 宅 と 色 彩 ( 4  Ｉ 一 会員工学土建築士葛野壮 Ｍｾｉｉ

資料 大阪のビルデイング ・. .. . ・ -ヨ事城閑人

漫録 病院建築に関する雑感( 上) ・ーいい ・一 。 S T 生

東京「門 J 行脚 ( 2) 一一番外平和博覧会の門ー 梅谷孫吉

大阪の外廊を歩して( 中) ・ ・・ ・・ - 斉藤恵太郎

お客線本位の接待と洗面所 ー山下芳太郎氏夫人 山下千代子

訪問者の心持. .."....・ o ・......・ H ・.. 大阪朝日新聞記者 恩田利子

うたがた夜話 .... .. . ..... ... ..... .・・ 0  ・ それがし

会報材料委員会、財務委員会他

附録第三回懸賞改良住宅応募図案審査概評

. 建築と社会 ( Vo1. 5 No.5) 大正11年5月1日発行

口絵・ ・絢畑( 三色版) 、日高勝氏の新邸( 写其版)

論説都市民の自覚を望む( 下) ・

… 本 会 副 会 頭 工 学 博 士 片 岡 安

・f自初郊外の発達に関する研究( 上) ・ H ・H ・-ー法 学 陣 士 関 一

建築の理想化と都市に於ける建築物...・ H ・..".・ H ・. . …・…… u

日 本 信 託 銀 行 頭 取 林 市 政

建築物の社会的影響( 下) 一一倍利の社会的行伎を拾ず・

- 水口正一

研究鉄筋コンクリート其の日その日 ( 5 )  

会員工学士 I甘回 消

古代民族心理と建築 ( 2 ) .. .・H ・........ ・H ・....・ H ・. . . . . . 山崎iJ i ，舟失

都市豆米利加の郷市計画( 5) …  

・・・・ 0 ・・・ ウオ J レター ・D ムーデイ Z y 生訳

住 宅 日 高H平氏の新邸 ・ ・・・・ー ・・ ・3事械閑人

資料大阪市に於ける細民階級住宅の現状と保健状態( 上) ・

ー三 太 郎

漫録 C al i forni a雑記. ... ... .........".. ... .. .. ・・ ひ ろ し

生活の矛盾( 感想) . ...........................・-・・ 吉村美代子

和洋両織の形式を試みた生活

中井i羊紙底重役紛飼偲太郎氏夫人 的飼浪江

会報 陣覧会関係各委員会他

. 建築と社会 ( Vo1. 5 陥 6) 大正11年 間 旧 発 行
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. 伯林郊外の発達に l刻する研究( 場) …. ...・法学惇士 I渇 ー

現地工事管理に就いて( 上) … … … 会員 工 学 士 本 田 登

住宅畿と枇政 ... ....... . .・ H ・H ・-… e ・e ・..・ 代議士 紫安新九郎

研究 建築物の内外に於ける日射関係並に「サナトリウム」建

築上の応用に就いて ( 1) … 京 郎 帝 国 大 学 医 学 士 宮 永 孟

都市 亙米利加の都市計画 ( 6 )  

ウォルター ・D. ムウディ Z y 生訳

住 宅 i告東「山科J の7' / ノマートメント ハウス ...... なにがし

資料 住宅と保健の関係( 下) ......・ H ・-・・・ 0 ・.............. 三 太 郎

j量録東京建築だより .. . . .……. . . . .・ a・........ 文 学 士 鵬 心 生

大阪の外廊を歩して( 畢) ....・ o・......... ... .. .. ーー斉藤恵太郎

個性に即した生活一一訪問 le.. .. ・a・....... .. ... ... ..... .. . M 記 者

時代に伴ひたい私の生活方針・ . . ". 一実業家夫人 竹原みどり

大阪建築だより ( 1 ) ー ・・・ ・ ・・ - 翠 煙 生

会報 博覧会関係会議他

. 建築と社会 (Vo1. 5 No.7) 大正11年7月1日発行

口絵 そよかぜ( 三色版) 、藤井l平二氏の新邸「矧雲荘J

( 写兵版)

巻 頭 一 筆 啓 上 仕 候

論説 日本の郊外生活 …...・ H ・.....・ H ・H ・.. 法 学 士 小 川 市 太 郎

. 伯林郊外の発達に関する研究( 下) … 法 学 僧 土 問 ー

講堂の研究を望む…... . . . . . . . . . . . . ... 高等学校学生監 山本良吉

現場工事管理に就いて( 中) ・ ・ ・・・ 会 員 本 国 登

社会として観たる住宅の改普一一如今の住宅改善問題に忘れ

られたるもの ・・ ・・ ・ ・・・ぃ 山田1;3次

研究 建築物の内外に於ける日射関係並に「サナトリウム J 建

築上の応用に就いて ( 2 ) … 京 都 帝 国 大 学 医 学 士 富 永 孟

美術工業の諸問題ー一一建築装飾としての美術工業品に就いて

ーイ 11村種三郎

都市 ! I I i . 米利加の都市計画・

ウォルター ・D . ムウディ Z y 生訳

住 宅 住 宅 と 色 彩 ( 5) ・ ・会員 工学土建築士高野壮一郎

藤井j早二氏のfli 邸「朔雲荘 J ・.. .. .....…............・ H ・..・ それがし

資料 大阪のピ Jレディング細見( 上) ・・ 0 ・・ 0 ・...・ M ・....... 務域閑人

溢 録 東 京 建 築 だ よ り ( 2  )・ ・ ・ -文学士 m心 生

田園都市への憧れ ・ ........... .. ・ e  ・ e 太郎寛吾

行脚の跡・ e ・. . ... ーー ー ーーーー・建 築 士 津 田 撃

生活の整理ー e ・e ・ 実業家外山捨造氏夫人 外山春子

訪問 ｾ￨ ＮＮＮＮ ＮＮ ＮＮ ＮＮ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ Ｎ ＮＮＮ ー.. .. . .... . ー ー婦人記者

時報 大阪府庁舎設計懸賞募集 ( 1 等 8 千円) 他

会報 | 尊覧会関係会議他

附録 住宅改造| 尊覧会記事

. 建築と社会 ( Vo1. 5 No.8) 大正11年 間 1日発行

口絵 八月の頃( 三色版) 、 Y 氏の新邸( 写真版)

巻 頭 部 門 を 出 で ず

論説 災害防止と建築物の改善......・ 0 ・0

-本 会 副 会 頭 工 学 博 士 片 岡 安

住宅問題と住宅敷地に関する考察・

大阪北港側支配人 村上席吉

現脇工事管理に就いて ( 3 )ー...・ H ・............・ o ・- 会員 本 田 登

私は住宅問題を斯う考えます ... .. 

. . . . . . . . . 市立大阪高尚教妓法学士伊藤英維

研究 建築物の内外に於ける日射関係並に「サナトリウム」建

築上の応用に就いて ( 3 )  京 郎 帝 国 大 学 医 学 士 富 永 孟

美術工業の諮問題( 2) 一一建築接飾としての美術工業品に就

いて ・. .. . . … υ  e ・e ……。 …日…. ， .. . . …・ )11村種三郎

鉄筋コン 7 リート其の日その日 ( 6 )  

.......・ e・......・ o・.. .・・.. . .……. . .・ H ・....... 会 員 工 学 士 I世田 清

都市 市1甜古貨物運御用地下電鉄に就いで …・

工 学 士 清 水 照

住宅 Y 氏新営の邸宅 ・ ・・・・・ それがし

資料 大阪のビルデイング細見( 下) 目. . . . . . . . . . . . . . …・撃滅閑人

漫 録 東 京 建 築 だ よ り ( 3 ) ー .. ... ..... 文 学 士 黒 田 湖 心

幼稚園の保育と建物から見た幼稚園 (上) ・ ・ 吋 l、閏切平和

文化村住宅の記事に就いて・・ - 会 員 法 築 士 津 回 撃

西駄をめぐりて ー加島銀行頭取星野行員1I 氏夫人 星野須磨子

時 報 府 庁 舎 設 計 募 集

会報 陣覧会関係会議他

附録 住宅改造i尊覧会記事( 郁Hml 回報告一一109，367円

50銭) 他

. 建築と社会( 凶1 . 5 No. 9' 住宅号J) 詰1AZ行

口絵・ ・ ー住宅改造博覧会々場烏撒大京、同1尊覧会出品住宅

様型

巻頭住宅と生活問題の恨底

論説住宅改造の急要に就いて い・

.. .本 会 副 会 頭 工 学 問 士 片 岡 安

小住宅の改良に|刻する感想と希望...・ H ・・ 工 学 士 池 田 実

住宅問組は交通! 日i庖1............ .. ... ....・ ・法下士 小川市太郎

住宅改造博覧会の主命一一我が女千の化学的問機の普及を切

望す ..・ e ・... . … ー ....... ........... .  工 学 士 横 浜 勉

住宅| 問題の発生に就いて ・大阪高等尚1在学校教佼伊泌氏! 1t

. 住宅建築に対する希望 ・・ . . . . . . . ・ 工 学 博 士 武 田 五 一

住宅改造と暖房設備 e  ・ ・0 ・0 ・........ 建 築 士 小 笠 原 鈎

干の住宅観 ・ .. ..... ..... 代議士紫安新九n J l

研 究 江 戸 城 の 殿1111と大奥 ー 工 学 博 士 大 熊 謀 邦

換気と所要気機 ・・ ・ 医 学 陣 士 雌 原 九 十 郎

住宅媛携に就いて 側作山鉄工所専務取締役作山義弼

住宅の改造に伴ふ術生工事・

日本水道衛生工事側専務取締役 池閏飽六

自然性助長のよより兄たる子供室と其家具a 禦iの一考察ーー

・松本i謹八

住宅住宅改造問覧会出品住宅一般( 設計主旨)

竹中工務底 凹村其策，側大林組 ( A号、 B 号) 、片岡建築*

務所、償川工務所横川時介，側あめりか展、仕掛鴻池組、合名

会社大阪橋本組、兵水三総建築事務所主事久保田繁花、大阪

住宅経営側宗兵成、ヤマトプロ y ク側、消水組大阪支底、合

資会社銭高組、お野建築事務所々主お野壮一郎、。前倒団組、

日本建築協会

郎市住宅建築と大阪都市 ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ・ ｈ ・ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ Ｎｾ煙生

資料 内務省令第十七号と家屋 (殊に住宅) 及土地の差益税…

… 三 太 郎

溢 録 「 家 J とW i l l i am Morr i s の芸術観 ............... 郊 邸 生

只今私の考へて居りますま、に ー ー 大須賀巌

改善を試みた室々

… … … 日本赤十字病院長前回総苗氏夫人 前回秋チ

会 報 理 事 会 i列会陣覧会関係委只会f也

附 録 住 宅 改 造 陣 覧 会 記<IH寄附第 2 回策告 4，960円) 他

. 建築と社会 ( Vo1. 5 No. l 0) 大正11年 10月1日発行

口絵・・....... 聡品( 三色版) 、住宅改造博覧会所見 ( 1 、2 ) (写

真版)

巻頭住宅改造博覧会と人生の改造

論 説 道 路 間 凶 の 一 考 察 ・ 0 ・… e ・e・工 学 陣 士 大 雌 高 彦

防火政策の第一夜 ・共同火災保険側常務取締役広瀬緋治

住宅と室内温度の関係に就いて

・大阪 ｾｴｩ 似附支配人 村上f l If吉

借地借家調停法の実施 ... ... . ... .. ...... .法学士 小川市太郎

節約と文化事業ー.............. 建築士工' ' f . : 士 記里子壮一自11

研究 欧州に於ける美術工業の変遷と各国に於ける新巡劉j一

一美術工業の.m問題 ( 3 ) ................ .... . 川村樋三自11

室内空気と人体の煩労との関係に就きて英国に於ける最近の

研究 ・日本ぷ道術生工事闘技師米国工学士畔柳正ｾ

建築物のがl外に於ける日射関係並に「サナいJ ウム」建築上の

応用に就いて ( 4  ) ーー ー京 都 帝 国 大 学 医 学 士 宮 永 孟

都市 米人の似たる駄州組合住宅 .......... ... .・e ・田- Je .{f 

住宅俺しの似た駄米の住宅・ ・ ・・・ ・ 建 築 士 沖 田 整

資料 出火及火災の原因に就いて

市1ft 古市火災報告編集‘ 同人

漫録 新築の帝国ホテル一一点京建築だより( 4  )  

… 文 学 士 以 田 制 心

C a I' i fo I' ni a 雑Zc .......... .... .. .. .. .・ .............. ひ ろ し

建築技術家としてのー異彩 F 氏の事ども 識 頭 巾

幼稚図の保育と建築物から児たる幼稚園( 下) ・ 小田切平. t 11

個性的に工夫する家の趣味・芦田安一氏夫人 戸IE きみ子

会報 住宅改造憾覧会関係会議

. 建築と社会( ぬ1 . 5 No. l l 糊 IJ 号) 吉田良行

口絵日 ... 住宅改造| 尊覧会大観 ( 6 頁大写其版 2 ｾ定 Ｉ

巻 頭 繁 明

論J見 建築工事の革新運動に就いて…・・ 0 ・

・本会副会頭工学問士片岡 安

Ｎ 回閣制 ｉｾＮＮＮＮ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ＮＮＮ Ｎ ＮＮ . ... ... 法学問土 l均 一

右? 左ワ一一巡路利用のーi問題ー 工 学 陣 土 印 辺 朔 郎

「性 J と「住宅 J . ・ ー 本 会 埋 事 長 工 学 士 陥 浜 勉

. 研 究 米 国 に 於 け る u金庫見11lI 3己( 1 ) ーー 村里I' di 吾

越築物の内外に於ける日射関係並に「サナトリウム J 主主築上の

応問に就いて ( 5 )・ ・ 京 都 帝 国 大 学 医 学 士 宮 永 孟

仏 ｉ 踊商に於ける美術工業の新運動一一美術工業の ｕｾｉｕｬ 姐 Ｈ Ｔ )  

- 川村組三n( 1

都市 住宅より観たる都市 ... ..  ... ...・・・…. . ・ 0 玄 武 子

住宅住宅改造問覧会を覧て ー，..・ e・.....・ e ・. . ＮＮＮＮＮ ｾ Ｚ工村郊郎

溢鉱 J;r 阪建築雑感 ・ ・ ・ … ー 文学士i J ，¥回鵬心
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r  1-' ' t '; ズj ' ........ .・H ・.... ..... (Eプリ ンスト ン大' ' i : Z Y j :

会 報 新 入 会 日 他

. 建築と社会 ( Vo1. 5 No. 12) 大正11年 12月1日発行

t<紙 ...... jm秋( 三色版)

11絵 … … … 有終の):i (陣覧会111会式 写兵版 l 、 2)  

巻頭 住宅併構り局長将に逝かむ とす

. 論説田l l i I / i l l r/i( lヰぴ) …ＮＮＮ・ ･ ・ ＮＮＮＮＮＮＮＮ ｩ ＱＺＮＧｦＺｉｩｾ上限 ｬ ー

大阪市の電巾交通に就 t 、て・ー .  • • • .  .  • • • .  • • .法. ; : : 同上 { 主竹三高

貧乏人と住宅J : i l魁j...... .. .... .. .... ・ー .."..・ ・1軒原祖一日11

住宅問題発生の湖il Ji. ............. . .. . ... .. ........… 郊 邸 江 村tj[ ー

・ 研究米国に於 ｬ する ｵ 金目 ｉ ｉｾｬ ｬｉＯ ｊ 己 Ｈ Ｒ ) ー ーー ー村野雄吾

「ギルペ レス J 氏のw瓦偵の }j 式と動作の研究に就いて・ ‘

… 本 凶 登

ｩｬｬ 築物の内外に於ける ｾｉ 射 ｬ ｾ ｬｉ，ｦ，並に「サナトリ ウ ム ｪｩｬｬ 築上の

応mに就いで ( 6 )  ・・ ・ ー 医学上 Ｑｾ￬ｫ 孟

相lr li j虫逸に於ける住宅組合としてのアパートメントとピ j レ

ディノグ ・・・ ー ・・ ・・・ ・・-・ ...... ._  Je .{j 

住宅 M 氏の新邸 ・ ・ ・ ・ それがし

資料 古代希臓の城己 J h珂. .... .プ リンス トン大・主 Z  Y 生

i!l!録 *. 1 ; ( 建築だより ー…・ .. ..............・ 文学上 黒白鹿島心

新婚の妓へ1mった京 ・ - ・ ・・・・ ・ ・ー・… ・. ｉｾ ＢＮＧｩ安やす ｆ

憾の家 ・ ー …・・ー・・・ ・ＮＮＮＮＮ・ ｡ ・ ＮＮＮｾｉ 婦人 ｊ￨ 省

会 報 住 宅 改 造 博 覧 会 閉 会 式 他

. 建築と社会 ( Vo1. 6 No. l ) 大正 12年1月1日発行

表紙と口絵...・ H ・.. 晩山雲( 表紙三色版) 、英国に於ける住宅革

命者ノ、ウワード氏と彼の経常するウ .L Jレヰン間関節市 、露西

! l E に生れた品村j の団関村

巻 頭 現 在

論設 新年を迎へて我 ill 築界に持匁す・ .. .. "  

. .. .本 会 副 会 頭 片 岡 安

木将貿易と: I t ;f ll ffiH面の節約緊1 l '

…. . ，o 商務省商務局長鶴見友吉維

持 ｾｉｬ 賦課若く ＱＱ 受益 Ｘ 負 ｭ に依る郎市計画財政 ー 日

東京 市 政 調 査 会 顧 問 法 学 憾 上 チ ヤ ー ル ス A ピー 7 ド

移り行〈大阪の f車置J ! ...... ... ・ ・工 学 士 内 山 新 之 助

進め過群より花園ヘ ー・一・ ・ 都 市 計 画 技 師 大 屋 盆 城

過ぐる二年を顧みて い ・ ・工 学 土 地 築 士 繍 浜 勉

研究 建築純工J百談… ー ・ ー ・・・工学士 I曽 田 消

「ギルペレス ｊ 氏の品 ｾ 瓦 繊 の ｽｊ 式とＡｦｉｊ ｊ 作の研究に就いてＨ承前Ｉ

...・ H ・..・ e ・... .本 田 登

. 米国に於ける n金服児IlI/ Jejjs遺 ( 1 ) ー… .. . ". . . . …村里子雌吾

都市 小町1r/1の n覚め (小松島町を悦て) ・

ー工学陣土 佐木倫太郎

町1市の現在と将来...・ H ・... ・・ー・ ・ ・・ ・・ ・ー 記 者

住 宅 共 同 住 宅 の 経 営 ...................... 工学士 t与野壮一郎

借家人の都市 ・ ・ ・ ・・・・ ーーー ・・・. ". . . .. ....・ e・- 江村郊郎

女性より建築家へ… e ・e・..・ e ・.. ・・・・ ・・ ・ .... ) : i 好聖子つねf -

資 料 瓜 睦 の 述 築...・ a ・.....・ H ・-… .. .. ー 工 学 士 柳 沢 彰

紹介頭等に当選せる大阪府庁舎設計図案

イ量録近刊雑誌より ・ ・ ...... .. .......・ o ・..・ e ・- … ひろし生

大正十一年度の ill 築界・ ーー ー一文 学 士 瓜 田鵬心

会幸u 理 事会 法 政 'H l 会 ffl l会

大正II 年 12月20n現在 会員 897名 会. Q 251名 会 員

( 地方) 81名 名 誉賛助 .Q67名終身賛助. Q 57名 特 別

賛助員 25名 普通賛助n 416名

. 建築と社会 ( Vo1. 6 No. 2 防火宣伝号) 話時行

日絵… … … 消防機 以の今昔、約百年 liiJ に於ける大阪市街の三

郷火消人足持場図割と JJ I _ 代の消防隊出動状況、往年桑i喜市街

の大火と ｬｴ 新市街、戦傑すべき火災の惨ミｾは是れ Ｏ

巻 頭 市 層 建 築 と 消 火 施 設

論 説 火 災 防 止 の 急 務… … 本会日IJ 会 頭 工 学 博 士 片 岡 安

日本の国民性と防火 1111M・H ・........... . .. 文学M土 fl ' : 本文三srl

火災防止に就いて ＮＮＮＮＮＮＮＮ 大阪府消防ｾ ｾ 長 瞥視 土 井 末 吉

防火地区に就いて ・ 建築監官官大阪府技師 中西甚作

火災に対する市民の自覚 ・・ Ｇ ｩｾ 学士小川市太郎

建築よりする都市の防火策一一防火地区と耐火住築 ー

- 田中清志

火災保険から観た防火 l問題... ・H ・". ...

- 盟国火災保険仕掛専務取締役 大谷 l胴作

/il l rf i 火災の防御に就いて … … 本会理事長 工 学 士 池 田 実

耐火建築に就いて ...・ H ・. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 工学士 口 市 伴

. 研 究 米 国 に 於 け る n金目，11比/ U13c補選 ( 2 ) (殊に防火の見地

より) ・ ー…. . . . . . . . . . . . ・ H ・.. ..... 一. . . . . ... .村野雄吾

郎 市 高 府 ill 築の火災 ・ .. ...........・ e ・. . …・・ t-l 里F状- ml

大阪都市の火災分布 ・ ・ .•.. 一本 誌 編 集 主 任 江 村 郊 邸

) j 主め過群より花園へ ( 2 ) .... ........... /il l市計画技師 大届m城

古 代f)} J.c刷lの郎色計画の起源と防火的1 iaJlt ... … υ

… プ 'J ンストン大' ' f : Z  Y 生

住 宅 防火と住宅敷地の選択.....・ H ・a ・..... ひろし生

資料 相1市防火{ 制の変遷 ・・・ ... .. ........・ e ・....・ H ・. t l i t l JJI 生

f命救大火のr!!l届n.... .. . ・・・ ・・. . .・. . ...... ....... - ae .{j 

紹介防火立{ 云m覧会に就いて

ー大阪市民陣物館長 堀居左五郎

防火展覧会より一一大阪市民情物館にて ーーー. . . ・ e・' K. E 生

湯 録 火 事 ・................ .. . ... .. .. ... ............... .. 1羽治亭主人

「焼ける家 J から「焼けぬ家 J へ・・・・・. . ...... 文学土 旦，1m鵬 心

会 報 理事会 例 会 他

. 建築と社会 ( Vo1. 6 No.3) 大正 12年3月1日発行

円絵 英国パーミンガム 市に於けるボーンピ Jレ回閣村の

全対と商庖区と住宅区

巻 頭 「 生 命J の歩み

論 J見 越築忽 ＺＡＡｴ の普及は ｾｊ 下の急務なり …ＮＮＮ・ ｈ ・ＮＮＮ

… 本会理事長池田' } : ;

m市計画と尿尿処分政策・ ・ ・・ 一 .". . .".・ a・.. 上林慶喜

貧乏人と住宅問l凶 ( 再び) ............. . ..... . ... ー繍原祖一郎

大阪の橋梁に就いて ・・ ・・ ............ .. .. hJ l 雌善吉

じゃ まものでし ょう。- 9 ; 性として 丹へている住宅改善! 日l凶

本 誌Ze占 伊藤二世 F

研 究 第 四 次 元 よ り 抜 飾 へ ( 1 )・ ー ー ー ーー・伊藤正文

、'i 麻寺 ・・ …. . . . .. . ...........・ H ・. ""・ H ・.. . ...... Ｎ ｾ池田谷久吉

価 値材 Kul t Ul' gut c l としての建築 ( 1 )ぃe・e・.......・・山崎瓜寿 夫

郎市 総育市の人口 ・ -在プリンストン大学 Z  Y 生

>lli め過群より花園へ ( 3 ) ・ ・・・ 都市 計 画 技 師 大 展 望E城

住 宅 西洋館の床の組材 に就いて ー ι.... ・6 ・0 ・. .. .ひろし生

船尾の簡易住宅村… … ・ .••••.... ・・ ・・ ・懇煙庵主

資料 米国に於ける炭坑夫の小住宅……・・・…・・・・ それがし

漫u 此の一線一一巣より住宅ヘ ーー ……. " . . . . 江村明書邸

J.l，! J;!." 建策界だより u ・・ ・ ・・・ ・文 学 士 黒 田 制 心

巣の中より ・H ・a・......・ H ・. . …・ ー一 ーー 芦田秋双

会 報 理 事 会 材 料 委 只 会 例 会 他

. 建築と社会 ( Vo1. 6 No. 4) 大正12年4 月1日発行

円絵 ... .. ー中l' 戸市の懸賞募集に係る「駒ケ林公会堂」設計図案

( 第一等当選)

巻 頭 詩 と 述 築

論 説 建 築 の 意 凝 と ill 築家の貨務 ・ 本会理事会 池 田 実

必低情11限の!日l雌l ( 甲) . .................... ..... .. 工 学 士 愛 国 厚 介

日本の ill 築に就いて・ ・・. . . . . ・. . ・... ・・工 学 士 池 凹 徐

何をか求むべ き乎. . .・a ・. . . … ー・一ーー ー・法学士 大須賀縦

研究 第四次元より猿飾へ ( 2 ) 一. ... ・....・ a・....…・伊雌正文

価値材 K UL TURG UT E R としての建築( 2) ーー山崎fjj /，幸夫

/ifl di  中間 ｬ 市のｊＱ ｴ ｩｩＡｩｩ一 ＭｩｾＣ 都市計画の発足に際して

- 国中清志

進 め過n宇より花園へ ( 2 ) ..・ e ・. . ・… 郎市計画技師 大度m城

講演 家 庭 に 於 け る 電 熱 の利用 に就いて 工 学 土 佐 立飽Mt

住宅 !a，*iの寓荻樋チ島源兵衛氏 とその住宅・・..・ e・" j':工村郊曜日

資料英国建築学会の「業務上の行為及び常習 J

日本建築士会 中村i童太郎註訳

史伝 ・サー ヲリスト 7 7 ー レエノ

e・e ・大阪府建築深n 池田谷久吉

i溢録 NE II' Y OR K 雑 Je ............... 在 プ リ ン ス ト ン 大 学 究

感ビの良いと忠ふ住家 ・ ーー ....・... . . . . 伊雄二世子

会 報 寝* 会 例 会 ( 本会の社団法人化可決) f I 也

. 建築と社会 ( Vo1. 6 No. 5) 大正12年 間 1日発行

1-1絵..・ e ・-・ 0 田和l' 戸市の懸賞募集に係る「駒ケ林公会堂J 設計図

書宅( 第二、三等以i 選)

巻 頭 美

論 説 部rliill 築の- l e j j ! と郎市計画…・ 本 会 副 会 頭 片 岡 安

如何にして火災に図る tJl ; . ! ，<を軽減すべき乎… υ

工学| 埠土内田祥三

土地私有と ill 築取締. . .. ・・・ - ・・・・ ・法学惇土 問的錦治

& 低出11限の問題( 乙) …・…・ ... .. .... 工学士愛国! 平介

研究 再び「ギルペレス」氏の煉瓦積の方式と動作研究に就

いて ( 2 ) ー υ ・・........・.........・ e ・. .... ・一 一ー ・本 田 登

イースト 7 ン劇場及皆殺ネー校 ........ ..... ー.. .. un壮一郎

美的価値材 ( K U LT UR C UT E R) としての建築 山崎iii 舟夫

郎市 Hori zont alit y  and V erti cal i t y ...... 園部文雄

進め過群より IE図へ ( 5 )  ー ・ 郎 市 計 画 技 師 大 屋 霊 桜

講演 「エレベ - 9 - j に就いて( 上) ・・工学博士 堀 覚太郎

資 料 大 阪 市 に 於 け る 市f封地 建築物の現況 ・・ 郎 人 閑

紹介将に工を始めむとする大阪市立「市民病院J '" 一 記 者

泌 録 絡 会 の 習作展覧会場より ....・ H ・"...・・ H ・H ・-・・・郊 郁

m化 されたる新住宅を覧て一一首相P京} ; 教授の新 邸..・ e ・0 ・

伊藤 二 世子

忠ふlJ. ども … … い い 日・・ぃ υ ・… …  -三 面 坊

会 報 会 務 会 合 ( 理事会、社団法人委員会他) 他

. 建築と社会 (¥わ1. 6 No.6) 大正12年 間 1日発行

口絵 ・神戸市に於ける某氏の新邸

巻 頭 建 築 史 をn <流れ

. 論説 7' )  ;J..ト 7 7 ・レェン郷を憶ふ… 工学1噂士 武 JE五一

住宅政策論 Ｈ Ｑ トー貧乏人と住宅 ｉ ｾ ｬ 姐 の結論 ・楠 原祖一郎

国力のI骨逃と建築 ・・・ 藤 田 組 総 務 理事 坂 f中綿

研究 田園村稀・ 7 スター ・オプ ・七オロヂ一 江下 寛一

住宅 汗島の住宅 ・ ・ ・ ・・ ・加藤普古

住宅を解政的に ・・ 石川呉服r . 5 主主人石川 しま子

都市 初 めて兄た倫敦( 上) … … H ・H ・- …' 法学土 小 111市太郎

逃め過群より花園へ ( 6 ) ー 面i市 計 画 技 師 大 屋 建械

J再演 「エレベーずー J に就いて (下) ー工学簿上 級 覚太郎

資料 家賃はどうして昂る ? ........ .. . “ ・・・ -玄 賞 子

漫録 東京a築界だより …......・ H ・.. .....・ H ・文学士 自民団鵬心

i向島平雁信…....・ H ・-…...・ H ・. . . …・……. . . . ・ H ・. . . …… 'i，直江悌夫

北米の一角より …. . .・ H ・...... . ..... ... ー... ........ ..ー・ ひ ろ し

「ヴェラ ンダJ に克りて一一 思ふ事 ども . . . . . ，. . . . … υ 郊 郎

会 報 会 務 会 合

. 建築と社会 ( Vo1. 6 No. 7) 大正12年7月1日発行

円絵・ ・ 新築成れる堂島ビルディング

巻町l 研究と生活

論 説 建 築界の大勢ー 本会副会頭 工学1噂士 片 岡 安

相風住宅と洋風住宅の長短…. . .・H ・........ 工学土 中村琢次郎

住宅政策諭( 2) 一 一貧乏人と住宅問題の結論. . . . 一楠原祖一郎

研 究 製 鉄 雑!t ........

ー京都帝国大学工学部教授 工学博士 斉藤大吉

家相に対する疑問ーーーー .... ........ .... .. .. .. ....... u野壮 一郎

住 宅 電 化 さ れ た 嵯 峨 野 の 新 邸 ーリ ・・ ・・ 郊 郎

自s市 初めて児 た倫敦 ( 下) 目....... .. 法学士 小川市太郎

資 料 土地価と 建築費 より観たる家賃. . . . . . .・ e・...… u ー 記 者

古代伊太平11の官官色計画一一共和時代後期 ..... .. ... ....山 色 弘

域及旅行 le( 1)  ・・ ・ ・ 工学!噂土 八 戸 成品fll

t量 録 渦 鮮 紀 行 ( 1 )ー ・ ・・ ・・ ・ 2庄江悌失

紐背市歩躍I i l l !e (  1  ) …. . . ・………. . . ・・. . . . . . . . . . . . . . . . . ー吉本時介

自然を背景とした住宅“ ' ー… ー某実業家夫人 小 百 合

会報 会務会合( 春季大会通俗建築大講演会他) 他

. 建築と社会 ( Vo1. 6 No.8) 大正12年 間 1日発行

口絵・・ ー新築成れる株式会社山口銀行本庖

巻 頭 無 始 と 無 終 と 創 造

論説 帝国ホテ J レの建築に就いでの 考察・・・工学士 本野精香

防火地 区の指定と 建築資の補助 に就いて … 工学士 岡部文縫

学校の主主築 ーー 一 .... .... .山本 良吉

研究 「帝国ホテル J に就いて ( 1) ・・ .. …  -伊藤 正文

住宅 「家庭J たるべき住宅に関聯 して ... .・ -回中滑走、

知市 五大都市 に於ける 建築界の状勢.....・ H ・... .... ーー 記 者

進め過群より花関へ( 畢) ...・ H ・.. ..... .都市計画技師 大屋霊城

資料 最近の都市雑誌より ー・ ・ー...".・ a ・-…・・・・ .. ..z y 生

域及旅行記 ( 2 ) ー ーー ー ーー工 学 憾 士 八 戸 成 品11

講 演 汚 水 浄 化 装 置 に 就 い て ・・・・ -工 学 士 米 元 晋 一

史伝 イニゴ ジョンズ生誕三百五十年記念に際して

υ …・……・・池岡谷久吉

漫針 郵船ピ Jレディングの新築 ・ ............. :呂田鵬心

北米の一都市から ー ー ー ...... ... ...... . ...山 邑 iJL

i陶鮮紀行 (2 ) …. . ・e ・......・ e ・.. .・・.. ・e ・.. … ・… 一 '?I止江悌夫

会 報 会 務 会 合

. 建築と社会 ( Vo1. 6 No.9) 大正12年9月1日発行

口絵ーー ーブタペスト市の建築家ドクトルピカン 氏設計の住

家 (扱も神秘傾向 を帯びたるデザインを視 よ) 伊太手11国ピテ

ルポ田T7 レキサンドロ衡の中世紀の住宅

巻 頭 物 的 運 動 と 芸 術

論 説 超 過 渡 期・.. .. . . " . ・ ‘ 工学士 繍浜 勉

+7パートメントハウスに就いて ・・・工学1専士 武田五一

忘れられたる住宅の半面…・・・…・………農学士 大屋鍍城
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. 研究 所開大谷石の底に対する私の兄た帝国ホテルの感じ

- 村野雄吾

千里山の新い色より一一土地住宅会社行脚 ( A ) ・ 口郊 郁

都市総育市の街威されたる建築界 .. .........・ H ・- 記 者

資料「るくそる J から「さつから J の一日 峻及旅行記の 2

・・工学縛士 八戸成品恨

講演 汚水浄化 装置に就いて ( 2 )  ・工学士 米元普ー

漫録 古寺巡礼 (1 ) ー .... .. . .  ・ . . ... ... .. 池田谷久吉

満鮮紀行 ( 3) ' ........ .. ... ... ..... ..... . ... ... . ....  υ …i庇j工悌失

涼しし J 暑い J 講演を聴いて 日本建築協会の八月例会一一

・・・・ 家族の一人

葉月の追憶. . . ...... .... ....… H ・H ・.....・ H ・............・ H ・... 忘勿. f ; i .

会報 会務会合一一事務所を堂島ピルに移転を可決一一他

関 東 大 渡 災 大 正12年 9 月 1 日 午前11時59分

事務所移転 大正12年10月 1 日 大阪市北区堂島浜通 I

- 1  堂島ピル 3 階303号室

. 建築と社会 ( Vo1. 6 No. l 0) 大正12年10月1日発行

口絵 ・ ・関東大震災所兄( ー~四)

巻頭大阪都市大震災の記録

論 説 関 東 大 震 災 の被害に就いて 本 会 副 会 頭 片 岡 安

φ 東京市復興に関する意見の一端 ーー 工学1曹 士 武 国 五 一

大地震に対する都市の計画 ー・ー…… 工学僧土 田辺朔自1I

関東震災後の大阪市の為に

... ".. .片岡建築事務所技師早大工学士伊藤正文

大自献と我等伎術家 ーー ・ ・工 学 問 士 大 井 清 一

破演される帝郁と其復興 ーー ー 文 学 士 黒 田 鵬 心

部 市 樹 木 の 防 火 的 価 値 東京震災を観察して… … υ

...... 都市計画技師 大屋盆械

資料 日本震災史考一一特に東京に於けるそれ ・江村郊郎

震災雑'e 東京は何故に 亡むだか .......・ 0 ・

日本エレベーター側常務取締役谷 民厳

償 i兵の廃峰を踏破して ・・・・・ ・ ・池田谷久吉

大震災後の箱根を越えで ・H ・H ・....・ e ・e ・e・...... . .......... 岡本茂樹

後世の史家へ一一大震災日誌ー ー ー ・ー 讐 薬

会報 摺災者収容組立式仮建物を考案し大阪府市、京都府市、

兵庫県市当局へ建議、会員賛助員より毅損金募集、臨時会務

委員会設置、震災調査委員会設置

. 建築と社会 (Vol .6 No. l l )大正 12年11 月1日発行

口絵 ーー ・「消荒神」に於ける野回収氏の新邸

巻 頭 生 成 の 秋

論税 関東震災の教訓・..... ・ ーー ・ 本 会 副 会 頭 片 岡 安

@ 将来の都市建築・・ 0 ・0 ・"...ーー・・ 0

京都帝国大学工学部教授 工学院事士 武田五一

木造建築と震災・京都高等工芸学校教授 工学士 本野糊吾

破擁されたる帝都と其復興( 再び) ー 文 学 士 黒 田 制 心

研究 関東震災より得たる教訓と将来の災害防止の研究・

- 神戸高等工業学校教授兼東京美術学校教妓 古宇問実

住 宅 天成の疎林と地形と郷土材料と自然を巧みに取りなし

たる「清荒神」の簡易住宅 ー ー・ー… ・ … e・e ・e ・- 郊 邸

都市顧みられざる都市の夜間照明問題 ー加藤善吉

資料 「いぶん つるーん寺 J から「あたベるはどら」のパスの

窓一一峻及旅行 ｾ￨ の Ｓ ・・ＮＮＮＮ ＮＮ Ｎ ー 一ー工学憾土 八戸成品I1

溢録世代推移の原理と都市の復興・・ -工学士 岡部文縦

長弓寺の建築と彫刻トー古寺巡礼の 2 ・ 日池田谷久吉

捕 れ る 建 築 . ............ . . . . . . . . .・ 日1) 所悌一

住宅を建てる棟割高 ".........・ H ・...，........・ H ・. . . . . . . . …… 翠 煙 庵

会報 議損金を大阪府へ寄附( 131名、 1. 000円) 、会合( 震災

問査委員会他) 他

. 建築と社会 ( Vol. 6  No. 12) 大正12年12月1日発行

口絵・ ・・・・・・・-川 田順氏の「御影」邸

巻頭抑尾の大事件を以で終りたる大正十二年

論説大阪の運河と橋渓の改善に付て … 工 学 | 導 士 繍 浜 勉

都市計画の経済的基礎・・・・・・..・・ 0 ー-

・工学博士 チヤー J レ1 ・A ・ピアード

震災に対するｾ瓦造建築と木造建築 ・ ー建築 士 小 笠 原 銅

研究 出火原因となるべき危険性物品に就いて. . ・ e ・- υ

... ・大阪府技師 菅野久一

住宅川回順氏の「御影」邸 ... • ••..•. ••.. •••• . •. 郊 邸

都市 都市計画の般本的改造一一市街地建築物法の研究・

・問中清志

資料 t安及旅行記( 場) … H ・............. 工学憎士 八戸成&l . !1

講演汚水浄化装訟に就いて( 2 )  ・ 工 学 士 米 元 管 一
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i漫量録 勝雪鍵H院走一一古寺巡礼の 3 .... .. ... .. ..….日.. …. υ….“..…….口…@υ@

パベ Jルレの主俗菩上での会1活孟 . • • • .  • • • • • • • • • .  .  • • .  .  • • .・ H ・..・........ 水野邦生

わたしの日記の一節 ー . .... .. . . . . . …… .........・ 0 ・ 成 曽 陀

復興と修養.........・…...・ H ・..・ e・...・ 0 ・0 ・e ー山本辰次郎

会報 関東震災調査公開講演会( 第 I 回大阪市1 . 000名、第 2

回名古屋市1. 000余名、百13 凶神戸市800名、第 4 回京都市700

余名、第 5 回は崎市市で予定。

. 建築と社会 ( Voげ No. l ) 大正 13年1月1日発行

口絵… ー七ントピーターの「ドーム J ( ミケロアンゼルの鬼

才) ドームの模型とミケロアンゼルの彫刻、緩喝パチカノ宮

殿内の壁画、主主の原案

巻頭語 建築と絶対価値の創造

論説 関東震災に目覚め大正維新の実を挙け. よ・ ・

副 会 頭 片 岡 安

部市生活と震災防止 ー 一・ー・ー ・法学博士渡辺鉄厳

関東の震災を兄て ー e ・・. . ... ....・ H ・H ・H ・.......... 藤井厚二

形式上の復興と同時に精神よの復興を要すー. . . . . . . . ・・・ 0 ・

・u 工学士 園部文総

今後の地震には茶何に処すべき乎・・ 6 理学博士 今村 il月恒

木造家屋の研究を進むるの婆なきゃ-

都市計画技師大屋m: 城

. 非常時の設備 ーいい…. . . ・ H ・-

....・ M ・....・ e ・京都帝国大学工学部教授工学博士 武田五一

現代科学に伴はぬ我国民の性僻

...・ H ・....・ e・- 日本エレベーター附常務取締役 谷 民 政

研 究 照 明 に 就 い て ・ ・ - 工 学 士 大 島 弘 毅

アドソール応用一一室内乾燥、冷房、娘房装置....

ー工学士 山本栄男

住宅 7 ートライトと家具 ー- 一 - ・ ...... お里子壮一郎

文化住宅に就いての一考按 ・・ ＮＮＮ ＮＮ ＮＮ Ｎ Ｎ ＮＮ ＮＮ Ｎ Ｎ ＮＮ ｾＱＱ 所悌一

都 市 大 都 市 の 公 園 計 画 ・ 文 学 士 黒 田 鵬 心

市俄古市の地域制・ ・・ .. ••• . ・ 加 ｊ ｾ 車普賞知 Ｑ

資料 開路市よりミニヤ迄 ( 1)一一統「波及遊記」ーー

...・ o・..."... 工 学 問 土 天 沼 俊 一

関東方面; { 火災被害視察日誌 ( 1 ) ・ ・・ 小川安一郎

漫 録 鳳 凪 堂 の 晩 秋 大阪市立工業学校建築科池谷五郎

大阪府の誇り「釘無堂J " " ……. . . ・ H ・. . . . . . . . . ". …・池田谷久吉

美を建てるもの... . ..... . .. . . ・. . . .. . . ・…. . . ・ e ・・・ 0 ・水町奥芝、縫

会報 関東震災調査公開講j商会( 第 5 回向山市、第 6 回排市)

会合( 帝都復興に関する分科会他) i也

大正13年 1 月20日 現 在 会 員 1，033名 会日 280名 会

員( 地方) 109名 名 誉 賛 助 員86名 終 身 健 助 員 55名 特 別

賛助貝 ＲＹ 名普通貨即 ｾｑＴＷＰ 名

. 建築と社会 ( Vo1. 7 No2) 大正13年2月1日発行

口絵 大阪府知事新官邸 ( 1 、 2 )  

巻頭語 r(主」とは

論 説 保 体 建 築 を 提 唱 す ー … ..............・ e ・. . . . . ・伊藤正文

御成婚!e念事業としての郎市計画… υ ・・・ー工学士 園部文維

防火地区の設定にイ寸て …口白 ー ・ 工 学 士 宮 本 長 治

「コンクリートプロ， 7 J より鉄筋「コンクリートプロック J

まで ( 1) ・ . ... .. .. ... ... .. ....... ........ .......... 一中 村 鎖

研究 建築芸術に於ける歴史の問題 ( 1  ) ー・ー・… 山崎部寿夫

都市 震災と都市問題雑草J I . ( l ) ・・H ・H ・........・ H ・-… 楠原祖一郎

田園都市への理解…...・ H ・..…・・ 0 ・. .  • • • .  .  • • • • .  • ，・ ・ ー別所悌一

住宅 大阪府知事新官邸に就いて ・H ・H ・................ .沢原隆夫

資料 関東方面震火災被容視察日誌 ( 2 )  ・・小川安一自[1

紅波山の霊童基見物一 ＭＵｾ 吟の木賃宿一一波及遊 ｩ￨ (  2) ・・

.. . 天沼俊-

t量録 建築叙情篇ー・. ..・ H ・....... .. ..... ・H ・-・・ 0 ・H ・H ・-・広岡峰太郎

美の対訟としての建築.... ...... .. .. ... .. ...・ ー水野興志雄

慈眼院の堂培 ・・ ・ ・ 4を茶羅社同人池田谷久吉

大阪市の住宅 ・・・・ ......・ … … ・ 0 ・H ・H ・- 玄武チ

会報 帝都復興に関し帝郎復興院総裁に建議舎徒出、会合( 郡

計 委 只 会 理 事 会 ffi) 会他) 他

. 建築と社会 ( Vo1. 7 No. 3) 大正13年 間 1日発行

特別会告 第 4 回( 実務講習会)

口絵ー......・ 0 野村銀行々合

巻頭 近代に於ける絵画界の傾向

論説建築物の持つ社会的意義に就いて ー 伊藤正文

都市計画の実行今来して如何に? … 建築士工学土 宗 兵 蔵

震災後の桑港と帝都の新計画に就いて e ・e・- ・建築士 津凹 護

学説 「コン 7 リート J より鉄筋「コノ? リート」まで( 2)  

""1"村 鎖

研究 建築芸術に於ける歴史の問題( 2  )一. . . . . . . . 山崎孤舟夫

都市 近代都市への巡視 .. .. ........ ・一ー 在日里子須Lft，. 般

震災と相!rtil :JI庖l雑観 ( 2 )・ ...・ e・... ... . ... .. ... . .楠原祖一郎

住宅新住宅に相応はしい庭樹ー ......…。 ーJj 米次郎

カリフォ Jレニ 7 の南欧住宅の内部装飾 ( 1 ) ........・ 川村緬三Uf!

資料 関東方面援火災被害視署員日誌 ( 3 ) ・ - 小川安一郎

あ1I いどすの遺跡一一域及遊記 ( 3 ) … ，工学陣士 天沼俊一

i量録 Mの-:J'1，t ， . . . . . . . . . . . . .  .. .................ぃ { 隔心回

復興他話糊塗 ・・・・ ・ ・ ー ー・ 0 ・・・工 学 土 本 多 二DII

建築の創造的理忽・ ・ ・・ ・ e ・e ・...・ e・-…・水里子興志*

鐙築叙Ml 事( 2 )・ ・ .••.• ••. ・・・..・・...・ H ・- ・・広岡崎太郎

会報 帝都復興建築資料展覧会他、会合( 教化委員会他) 1也

. 建築と社会 ( Vo1. 7 No. 4) 大正13年4 月1 日発行

口絵・・・ ・新築成れる日本基1 ' f 派大阪北教会々堂

巻 頭 紳 春 宵

論説 大震災以来のＮｦｾ国民の態度に就いて …

い・本会目1) 会 政 片 岡 安

問! di 計画と泌築家 ー - 工 学 士 加 藤 善 吉

学J見「コンクリート J より鉄筋「コン 7' ) ート J まで ( 3 )  

中 村 鎖

研 究 地 震 と 耐 震 建 築...............・ 0 ・.....・ 0 ・0 ・…ー 無漏林樹

lli 築芸術に於ける歴史の問題 ( 3 ) ........... ・・ ・山崎両目舟夫

郎 市 忽 忽 者s市への過程 ー. .........・・.. .... .. ...... 稲 j主主三

aI f 災と却1市問題雑観 ( 3 )  ー. ... ... ... . .... .. .... ... . . . 楠! 京値一郎

資料 | 苅" * ) 5 面a I f 火災被害視察日誌 ( 4  )  ・ ー小川安一郎

画界に於ける新傾向( 上) ー ー ー春 陽 会 審 査 只 斉 藤 奥 里

史伝 ジョン ナ y シュを憶ふ… 曇茶羅社同人 池田谷久吉

漫鉱 象徴のt員長一一建築叙情篇 ( 3 )  ・広岡崎太郎

スカイライト Mの言革( 統) ・・ ・ ・・ 1偏 心 間

山陰温泉めぐり ・・ ・・・・・・ 工 学 士 本 多 二 郎

主l ! 築のnのIllj 魁j............................................. 似 木 治

会朝 ｩ 協会三月中 ｾ￨Ｉ ｊ ＢｪＺ

. 建築と社会 ( Vo1. 7 No. 5) 大正13年 間 1 日発行

口絵・ .. ..・t. 回銀行難波支底

巻 頭 辞 備 の 芸 術 観

論説 建築材料の国産化提唱 ー ー・・ー ー・ー 池悶' 白ー彦

使用{ ' j 側より量J I . たる現時の建築... ...…・

ー・神戸両等工業学校長 広田純一

学説「コン 7 リート J より鉄筋「コンクリート J まで

中 村 鋲

研究 地震と耐震迷築 ( 2 ) ... ... ... ... .. .  ー・・無品1林桔I

ｩｬｈ 疑土 ￱￦ 工 ｦｩｾ 濯の鉄筋 ｩｬｖ 疑土結構の強度に及 ｬ ます彬年平 日Ｎ

・・・八木幸次郎

住宅住宅のもつ雰囲気に就いて ..... 安里 ｔ 二位，ｬｾＧＺ

都市 震災と師!rlil 日l凶雑観( 4  )  ・ ・・ ・・ - 摘原抱一自1I

資料 ぱりあなーけなーでんでらーるくそるわreJ 主及遊 Je( 4  )  

工 学 問 土 天 沼 俊 一

両界に於ける新傾向( 中) ー ・各階会審査n 斉雌奥 ill

Ｑ カイライト一一 Ｍｴ 量計 ｾｾｽｬ 長

t並録 lli 築の世紀末・ ・ . . . . . . ・. . ・・・・ ・ 般本 治

夜への頒一一建築叙情篇( 4  )  ・・ ・ ・ ・広岡崎太郎

通俗ill 築講涼会を聴きて .... ... .. .. .. ・e ー 江村郊郎

会 報 会 務 会 合 他

. 建築と社会 ( Vo1. 7 No. 6) 大正13年6 月1 日発行

円絵・・ 株式会社三卜同銀行徳島支応

巻頭僻 「何似処群」

論 説 建 築 家 の 社 会 的 地 位 . ..

・本会話1) 会 頭 工学 博 上 片 岡 安

国家的大試練の後に於て・・・ ・・ ・・鈴i i '1良一

研究 建築の臼己震動ー一一地震と面I火建築 ( 3 ) ーー 無樹林樹

混i疑上施工能率の鉄筋浪凝上結併の強度に及 lます彬甥 ( 2 )・・・

・・ 八木幸次郎

住宅 カリ 7 オルニ 7 の片岡猷風住宅の内部袋飾( 品，Il) ........

- 川村傾三郎

都市「医l際 riiJ の実呪 ・・・ ・ ・ 太 田 寛 再

テベス点作の一 円一ーあり主及遊記 ( 5 )  工学M七 天m俊一

l面持に於ける新傾向( 下) . .........・ H ・.{対話会帯: tm 芥雌輿盟

温 鉱 建 築 家 と 活 動 写 真 館 ー ... .... ...・ 1由日1谷久吉

ベンの影を迫ひて ー ........... ーホ[ d，典志雄

容の野から一一- N) の言ひらt ( 続) ・ー・・ ・ー ... ... .. f偏 心 園

λ カイライト ー ・ー ー ..・・ ・.. ..・ 0 ・0 ・・拾; 屯. ! 11 
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学園前ビル

設 計 / 一 級 建 築 士 事 務 所

株 式 会 社 服 部 建 築 事 務 所

施 工 / 株 式 会 社 竹 中 工 務j苫
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O
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M

・

窓仕 機

窓 寸 法 / 1824(  W )  X  1250(  H  )他

仕 上 / 電 解 発 色

硝 子 / 外 : 熱 線 反 射 6 ，%

内: 磨綱入6. 8' %

引f- t往築に要求される窓 |別日告11は、自然の光U瓜を告かに係り入れた快適な住宅問をお1) ることに

あります。 また1白) Ｑｉ Ｇ ＱＧｻ 二往物全体の 美 観にも大きな役 ｾｩｩｬ Ｉ をもっています。 しかも、行エオJ レギーの立場

からは、 ｾ ＧＺｪｌ 、断熱性が、快適 Ｇｺｧｲ Ｚｮとしての光のコントロールやｼ坊昔、更にはメインテナンスに手間が

かからない点など、実 lこtょE々なファクターがありま士一

エ ノレミン窓はこれb ファクタ ーの全てに向信をもってお応えて。きま丸空気汚染や騒音のひどL、地域

や、向島{ + や根; 1 1 ' の地域ても建物の中には快適さをお約束します。

製品 I; J : . ガラスやフ事ラインドの手Il込みまで全て工場生産、しかも胞ても当社の責任施工ですので、

安心してお任せいただーけます 。 建物のグレ ー ドアッフ 。 にエノレミン窓をお役立てく ｴＧＺ Ｂｾｌ 、 。

二 ￵ｦｉ 航 ｦ の ｉＺｕｉＺ ベヰ ν アンフヲインドを ｩλ Ｎｊｊ 歳させた ＱＢ Ｑ 転ｼ祈銑窓のエノレミン窓は、スエ ー テ、ンで ｉｊ ｦｊ Ｑｾ され、令ｼ世界で ＱＱＺ

fj' 1J( 1¥) 信頼を得ているIEI 際品てーす。わがI'EIでl.i、、 l!，社がUiHII39{J 二に技術導入し、 11本の気候! 瓜 |二に合うように改具し

たlilIIJUJ 的な窓として、全作13，800f ' l ' . 以卜の建物にl *J HされてL 、ます。

目罰| 日本工Ju三コヲU 三J 椋 式 会 社

巴) 崩 ;ii ;iiiiiiiEI J11575j;
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|ニューシック感性色のインレイド長尺床材 |
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只 務士

送 量吾

料守主

芋写 徴五

._.. 収番

株式会社9: ; :::2
東京営業部・干 101 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 子 11 - 13 n 03 - 855 - 51 01  ( 代)

東京営業所・〒 101 東京都千代田区岩本町3-10-12 山源ビル n 03- 851- 3101( 代)

- 高松宮0878( 62) 5285

・福岡 ft 092(712)9141

・鹿児島会 0992(51)  6556 

. 名古屋台 052(961) 1968 

・神戸倉078( 232) 0132

・広島ft 082(246)9436 

- 北 陸宮町 762 (31)5741

・長野合0263(27) 1841  

・静岡 ft 0542 (81  )8931  

- 多摩包 0425(27)8132 

・横浜合 045(681) 4835

・新潟含025(265) 0261  

- 仙台包022( 222) 6413

・北関東宮 0486( 51)9721

・ 東関東宮 0472( 48) 0635

- 大阪ft 06(441)5951 

・ 札 幌ft Ol l (231)8261  

・盛岡ft OI96( 22) 3532

03379一日雑 誌


